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会計管理者 前 田 昇

午前９時００分開議

○議長（橋井 満義君） 皆さん、おはようございます。

ただいまの出席議員数は１０名であります。定足数に達しておりますので、これから本日の会

議を開きます。

本日の議事日程は、お手元に配付のとおり一般質問の日程となっております。

・ ・

日程第１ 一般質問

○議長（橋井 満義君） 日程第１、一般質問を行います。

なお、本日、一般質問を通告をいただいております８名の議員の紹介をいたします。

通告１番、議席番号７番、山路有議員、通告２番、議席番号９番、松田悦郎議員、通告３番、

議席番号２番、景山重信議員、通告４番、議席番号８番、井藤稔議員、通告５番、議席番号１番、

河中博子議員、通告６番、議席番号６番、江田加代議員、通告７番、議席番号５番、三島尋子議

員、通告８番、議席番号３番、松本二三子議員。以上８名の議員より通告を受けております。

通告順に質問を許します。

まず、通告１番、議席番号７番、山路有議員の一般質問を許します。

山路議員。

○議員（７番 山路 有君） おはようございます。７番、山路です。ただいま議長のお許しを

得ましたので、私の一般質問に入らせていただきたいと思います。

最初に、４月１４日に発生しました熊本地震、また、平成２３年に発生しました東日本大震災

に匹敵する大型地震でもありました。改めて地震の怖さを目の当たりにしたところでございます。

また、個人的にも行政としても、備えの充実を痛感するところでもあります。また、一昨年は熊

本県の南阿蘇村に行政視察にお邪魔した経過もあり、私、個人的にも皆さんの御心配をするとこ

ろであります。何より被災された皆さんにお見舞い申し上げるとともに、早くふだんの生活に返

られることを願うものであります。

それでは、早速ですけども、本日の一般質問に入らせていただきます。まず、１点目が、参画

と協働の村づくり、現状はということで、まず、１点目、お伺いしたいと思います。２点目が、

熊本地震を教訓とした訓練をということでお伺いしたいと思います。最後に、３点目が、健康医

療情報による出前講座をということで、村当局の考えをお聞きしたいというふうに思います。
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それでは、最初の１番目、参画と協働の村づくり、現状はということでお伺いしたいと思いま

す。

平成２１年４月１日施行された日吉津村基本条例であります。村の将来を見据えたとき、参画

と協働のむらづくり施策は重要であると私自身も認識しております。地域、自治会で実施する上

で課題も多いところであります。施行後７年が経過したところでありますが、現状をどのように

把握され、対応されようとしているのか、このあたりについて、村当局の考えをお聞きしたいと

いうふうに思います。

続いて、２番目が、熊本地震を教訓とした訓練をということでお伺いしたいと思います。

先ほど申し上げましたけども、４月１４日、熊本県を震源として発生した地震、改めて、災害

は忘れたころにやってくるということを再認識するところであります。

そこで、まず１点目として、村の防災訓練の見直し時期にあるのではないかという、村当局と

してもこのあたりについてはいろいろ検討されているようですので、改めてこの辺の見直しにつ

いてお伺いしたいと思います。

そして、２点目が、戦力となる小学生、特に高学年、中学生、高校生の防災教育、防災訓練に

参加できる体制が必要であるというところについて、東日本でも、それから熊本地震でも中高生

のこうした支援活動というのを目の当たりにするところでして、少しこのあたりについて、村当

局並びに教育委員会としても、このあたり、どのように取り組まれるのかというところもお聞き

したいというふうに思います。

そして、最後の３点目は、一般住宅の耐震補強補助についてということで、このたび、２８年

度版の計画でこの補助についても冊子の中で列記されておりますので、このあたりについて少し

詳しくお伺いしたいと思います。

そして、最後に、健康医療情報による出前講座をということでお伺いしたいと思います。

医療給付の伸びに驚くばかりであります。日ごろの健康づくりの重要性を痛感するところでも

あります。このたび、国民健康保険法の一部改正に伴い、村民の健康情報、疾病状況、他自治体

との比較等が出ることとなりました。

そこで、村民の皆さんに村の実態を知っていただくことは健康取り組みのきっかけとなると、

早い段階で７自治会などに出前講座すべきでないかというところ、村長としてもこのあたりにつ

いては見解を持っておられますので、何とか私は、こういうデータが出た中で、早い段階で７自

治会にこうした出前講座をお願いするところでもあります。このあたりの考えについてお伺いし

たいと思います。
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以上３点について質問をしたいと思います。また、ありましたら、再質問でしたいと思います。

よろしくお願いします。終わります。

○議長（橋井 満義君） 村長。

○村長（石 操君） 山路議員の一般質問にお答えをしてまいります。

まず、１点目の参画と協働の村づくりの現状はという質問にお答えをいたしますが、山路議員

からも申されましたように、２１年４月の１日に施行しました村の最高規範として日吉津村自治

基本条例を施行し、この中では、参画と協働を基調にしながら村づくりを進めていくということ

で、この自治基本条例の理念に従って進めてきたところでありますが、村民の皆さんにお願いを

する案件等につきましては、また、村民の生活に影響の出る内容等につきましては、各種委員会

や審議会に御参加をいただいて御意見を頂戴するとともに、さらには、運動会や盆踊りなどは実

行委員会を組織していただいて、村民の皆さんの参画によって運営がされてきたところでありま

す。さらには、自治会での防災活動なども、コミュニティの活動として参画と協働で実践をいた

だいておるということであります。

このように、自分たちの暮らしを、さらに地域を見直し、安心して暮らせる活力ある村づくり

を推進するに当たって、参画と協働がやっぱり大きな力となることは村民の皆さんにも御理解が

進んできているというふうに感じておりますけれども、行政としても、地域コミュニティ活動を

支援する取り組みとして、次のようなことを展開をしておるところであります。

まず、コミュニティ活動支援事業として、新規事業について５万円を上限とする助成を行って

おるということでありますし、３年以内において継続する事業については、コミュニティづくり

推進事業として、事業費１万円以上のものに対して５万円を上限として必要経費の２分の１を助

成する取り組みを行っているところであります。この事業については、自治会が利用されること

が多い助成、いわゆる補助事業でもありますけれども、近年は、自治会に限らず、ボランティア

団体にも御利用をいただいて、ボランティア育成の一助にもなっておるのではないかというふう

に感じておるところであります。

しかし、まだまだ不十分な面もあると思っておりますので、地域の様子に目を配りながら、地

域と行政が連携できることを検討しながら、地域コミュニティ活動の充実に努めたいというふう

に思います。

あわせて、それぞれのコミュニティ活動に即した支援のあり方についても検討をして、国、県

の助成制度などの情報収集も行いながら、防災・防犯活動のさらなる充実はもちろんであります

けれども、健康などさまざまな分野での協働につながるよう、日吉津村自治基本条例に基づいた
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参画と協働の推進、自治の発展に努めてまいりますので、御理解をいただきたいというふうに思

います。

次、２点目の熊本地震を教訓とした訓練をという御質問にお答えをいたします。

最初に、村の防災訓練の見直し時期にあるのではという質問でございますが、東日本大震災が

いわゆる想定外の被害をもたらし、強烈なイメージだったことから、そのことを教訓に、海岸線

を有する本村も地震、津波避難の訓練を実施してきたところであります。そして、繰り返し訓練

することで防災の行動力を高めることができ、特に初期、発災当時の初期の動きを迅速にすると

いうことが大事であります。災害発生時の被害を最小限に食いとめることができるとの考えから、

昨年は、県側の意向もあって、イオンを主会場に消防や自衛隊に協力をいただきながら鳥取県防

災フェスタと同時開催を行ったりと、内容を少しずつ変えながらも、同じ災害想定での、いわゆ

る同じ災害想定というのは地震、津波でありますが、の訓練を行ってまいりました。

しかし、訓練後に行う防災訓練の反省会でも、日野川の洪水や局地的集中豪雨を想定した訓練

も必要ではないかという当然の御意見もいただいておりました。ことしの４月に開催しました自

治連合会におきましても、もっと身近な災害を想定した訓練を行ってみてはという同様の意見も

あったわけでありますので、ことしは地震とそれに伴って発生する火災を想定し、避難訓練と実

際に消火栓から放水する消火訓練を行う予定としてるところであります。

シナリオ等については、今後検討を重ねてまいりますけれども、今月の９日に日野川の浸水想

定区域が国土交通省によって大きく見直され、公表されたところであります。議員御指摘のよう

に、今後は災害想定や訓練内容の見直しも視野に入れながら、継続して村の防災訓練を実施して

いく考えでおりますので、御理解をいただきたいと思います。

次に、小学生等の防災教育、防災訓練の体制はということでありますが、学校では、学校施設

で被災した場合の防災教育や訓練が主体となっております。地域防災としては、避難場所の確認

や避難方法について家庭で話し合いをするよう指導をしておるところであります。また、地域で

行われる防災活動への積極的な参加も呼びかけておるところであります。

小学生、中学生、高校生の防災訓練に参加できる体制が必要ではないかと、まさしくそのとお

りでありますけれども、これまでは村の防災訓練の中で自治会の避難に子供たちの参加をいただ

いておるという内容であります。今後は、防災訓練の内容などを協議する中で、避難所支援のボ

ランティアでの参加についてもあわせて検討してみたいというふうに思います。

この地震関係の最後の質問で、一般住宅の耐震補強補助についての御質問でありますけれども、

本村も、日吉津村震災に強いまちづくり促進事業補助金交付要綱を制定し、昭和５６年５月以前
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に建築された旧耐震基準の建築物を対象として、耐震診断、改修設計、耐震改修、さらには建て

かえについて、国が３分の１、県及び村が６分の１ずつ、そして受益者が３分の１という負担割

合で、補助額はそれぞれ異なりますけれども、耐震化に対する補助制度を設けておるという内容

であります。

一戸建て住宅で例えますと、耐震診断で設計図書がない場合、さきに述べました負担割合によ

って１１万２４０円の３分の２が補助をされます。そして、その耐震診断結果で耐震改修が必

要となりますと、同じ負担割合により改修設計として１戸当たり２４万円の３分の２が助成をさ

れます。さらに、耐震改修または建てかえについては、木造住宅は大地震の揺れに対して倒壊す

るかしないかを判断する上部構造評点というものがあるようでございまして、その上部構造評点

の数値によって、耐震改修または建てかえに要する費用の４３％または３３％か１００万円のい

ずれか低い額の３分の２ということですので、建てかえということになりますと１００万で建て

かえできませんので、これが上限になって、３分の２が助成されるということになるのではない

かというふうに思います。

補助を行うに当たっては、いろいろな条件もあるようでありますので、詳細については担当課

であります総務課のほうにお問い合わせをいただければというふうに思います。また、本補助制

度については、年２回程度、村の広報で周知もしておりますが、実績はないというものでありま

す。さきの熊本地震でも多くの家屋倒壊の被害が発生しておりますので、本補助制度を活用して

いただけるよう周知徹底に努めてまいりたいというふうに考えております。

次に、３点目の健康医療情報による出前講座をという質問をいただいておりまして、御質問の

健康医療情報が国保データベースシステムから抽出できるようになりまして、現在、村では、国

民健康保険と全国健康保険協会、いわゆる協会けんぽの特定健診結果やレセプト情報をもとに健

康課題の分析、保健事業の見直しに取り組む日吉津村健康寿命延伸プロジェクトを立ち上げ、デ

ータヘルス計画、いわゆる保健事業の実施計画を策定中であります。

本村の健康課題の分析では、健診結果において、空腹時血糖の値が県内で最も最高だというこ

とと、ヘモグロビンＡ１ｃと血圧、中性脂肪、悪玉コレステロールは県内２番目に高い数字だと

いうことで、住民の皆さんの健診の申し込み表の中にこのチラシを添付をさせていただいて、村

民の皆さんにとっては驚くべき数字であったというふうに考えますけれども、このチラシの中で

は、特定健診とがん検診のダブル受診をしてくださいということでお願いをしておるようなこと

であります。

この結果を踏まえまして、計画の中では、生活習慣病対策初め自主的な健康増進、疾病予防の

－６－



取り組みへの支援、重症化予防の保健事業の展開を重点目標にして取り組んでまいります。健診

結果が要精密検査、要医療の方には、これまでどおり保健師が戸別訪問を行い、受診勧奨を行っ

てまいります。今年度実施予定のまちの保健室事業では、県内の看護学科設置をされております

大学の協力を得ながら、各自治会において健康チェックの実施と大学の看護学講師による健康講

話、日吉津村の健診結果をもとに、生活習慣病対策を初めとする健康対策の啓発と理解を深めて

いただくための取り組みを進めてまいる予定にしておるところでありまして、日程につきまして

は各自治会と相談をさせていただいて進めてまいりたいというふうに考えておりますので、御理

解をいただきますようお願いを申し上げて、以上で山路議員の一般質問に対するお答えとさせて

いただきます。

○議長（橋井 満義君） 山路議員。

○議員（７番 山路 有君） ありがとうございました、大変わかりやすくいろいろ述べていた

だきまして。

二、三、１から３の質問内容について、再質問させていただきたいと思います。

私も、平成２１年度からこの自治基本条例が施行されまして、趣旨に賛同する一人でもありま

して、私を取り巻く組織といいますか、環境の中でも、基本的には自分たちの身の回りのことは

自分たちでやろうやという前提のもとに、参画と協働ということで事業なりしてまいりました。

先ほど述べましたように７年が経過した中で、今、村長のほうも述べられましたんですけど、審

議会等でいろいろ意見を述べていただいて、それを参考に行政に反映したいという考えを述べら

れたところですけども、これは執行部のほうもそのあたりはすごく配慮されていると思うんです

けども、どうも少し顔ぶれが決まりつつあり、考え方っていうのが固定化しつつあるかなという

ふうに、そういう、周りからも意見が出ております。そのあたりについて、執行部のほうとして

はどのような考え方、若い人とか、そういうところにどう働きかける考えでおられるのかと、少

しそのあたり、顔ぶれを変えていくとかいうところについて、どのような考えを持っておられる

のか、お聞きしたいと思います。

○議長（橋井 満義君） 村長。

○村長（石 操君） 平成２１年の条例制定でありますけれども、それ以前には平成１５年に

平成の大合併の判断をしたところでありますけれども、その節にも、合併をしなければ、やっぱ

り小さな自治体の中では従来のような行政サービスを展開することは無理が出てくるということ

で、村民の皆さんと、いわゆる一緒になって村づくりを進めていく必要があるなということを基

調にしながら、２１年の条例ができたと思っております。検討委員会の中で条例を制定をしてい
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ただいたということでありますが、御意見にありました、顔ぶれが変わらないのではないかとい

うことや、考え方が今の時代に多少違いが出てきておるのではないかということでありますが、

その点は、非常に住民の皆さんが、人口はふえてますけれども、日常生活が非常に多忙になって

いらっしゃるということがあって、各種委員会等や審議会の公募をさせていただくんですけれど

も、なかなか人がお集まりいただけたり、理解をいただくことができずにおるというのがこのご

ろの実態であります。平成２７年以降は、本当に東日本の大震災があったり、この地方でも大雪

が降ったり、大雨が降ったり、そしてこのたびの熊本の地震というようなことでは、それぞれの

自治会の中で防災に対する危機感は非常に高まっておると、意識も高まっておるというふうに考

えておりますけれども、通常の活動の中では、非常に出ていただく人が限定的になっておるとい

うことでございますので、それは感じておるということでありますので、改めてこれからの地域

づくりの課題をもう一度、何といいますか、村民の皆さんと一緒になって、どうあればいいのか

なという議論がまず先なのかなというふうに僕は思ってますので、そのような取り組みをしてい

きたいなというふうに考えます。以上です。

○議長（橋井 満義君） 山路議員。

○議員（７番 山路 有君） ありがとうございます。

なぜこういう固定化しつつあるかという質問をいたしましたというと、ここ、若いお父さん、

お母さんと飲んだり、いろいろする機会がたびたびありまして、すごいですね、いろいろいい考

え持っておられるし、やっぱりこの審議会の時間帯とか、何とかそういう方の意見を少し、出ら

れる時間帯というですか、いうのも検討していけば、結構、村づくりに関して、若い方、お父さ

ん、お母さんについてもすごく、何というですかね、おもしろい考えされているなというふうに

思っております。ただ、そう言いながらも、先ほど村長言われたように、皆さんが仕事を持って

おられる。そうすると、そのあたりの兼ね合いも行政当局としては考えていかないと、いつまで

も今こういう体制で、議会としてもそのあたりは指摘しておりますけども、少しそのあたりは今

後考えていく必要があるのかなというふうに思っておりますので、このあたり、再度また検討願

いたいというふうに思います。

それと、ここ、少しこの参画と協働の質問から離れるのかなというふうには思いますけども、

先ごろの国保新聞並びに、これは６月１４日の一般の新聞等で、介護給付費が約９兆円になると。

それから認定者が６００万人超えるという状況であると。なぜ私、こういうことを今申し上げる

といいますと、自治会においては見守り活動、声かけ運動というのを今、一生懸命やっておりま

す。その背景には、ちょうど団塊世代の６０代の方、このあたりが年金支給も遅くなって、６０
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代で定年してもまだお勤めをされているという形が大部分であると思っております。その団塊世

代の今度は親御さんを考えたときに、非常に家庭で、つまり、こういう背景があるから、国とし

ても介護度３以上でなければ施設入所できないという、その裏返しをすると、在宅看護が非常に

ふえてきたと。このあたり、参画と協働でこれまで活躍、いろいろな方面で御尽力いただいてい

る方々が結構、今この在宅看護に苦しんでおられると。この間、ちょっと村長ともこのあたりに

ついて話ししたんですけど、このあたり、何か介護保険の中、または行政として支援はできない

ものかなという、少し質問テーマと離れるかもしらんですけども、広くいえば、このあたりにつ

いても私は行政サイドで考えていかないけんことなのかなと思っておりますけども、このあたり

について、少し村長の見解をお聞きしたいというふうに思います。

○議長（橋井 満義君） 村長。

○村長（石 操君） 若い人の参加については、時間帯を考えてということも取り入れたりし

ておるところでありますけれども、先ほどありましたように、団塊の世代の人をこの２カ月ほど、

いろんな形で出会ってみますと、非常に、御質問のように在宅介護をしていらっしゃるという状

況が本当に多いなというふうに思いました。これは、介護度３以上でなければ施設に入所できな

いということになったんですけれども、非常に大変なことであるなというふうに思ってます。特

に認知症の認定が出ても、ただ、体力があるという方などは徘回があったり火の始末があったり、

とにかく２４時間目離しができないという方がかなりいらっしゃいましたので、本当に地域活動

にしていただくのにいいなあと思いながらも、でも、そこの部分を抱えていらっしゃいますので、

それはやっぱりそれ以上の無理は言えないなというふうに感じております。

介護保険は介護度３以上が施設入所だということですけれども、それから、従来の予防的なも

のは市町村のほうに、介護保険から市町村の総合事業に切り離しましたけれども、それはそれで

自治体としては総合事業を、いわゆる予防の観点からしっかりと引き受けていく必要はあると思

ってますけれども、また、その気概でありますけれども、ただ、やっぱり自宅で見ていらっしゃ

る方の、介護度３以上になっていらっしゃいませんけれども、でも、これは大変な状況でありま

すので、本当にこの２カ月ほど、村の中、回ってみて、違う給付が何か必要ではないかなという

気がしております。具体的なものを持ち合わせておりませんけれども、例えば単独のヘルパーの

派遣事業を考えるとか、そうでもしないと、とてもだないが、今の団塊の世代の人の自由は親御

さんの介護に追われていらっしゃる、２４時間追われていらっしゃるという実態が非常に多いと

いう気がしてますので、おっしゃいますように、何か単独ででもその辺を考えていかんと、日吉

津の中の地域づくりをするためのエネルギーや意見や人の財産が村の中で発揮をしていただくこ
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とはできないのではないかという懸念をしておるということを申し上げさせていただきたいと思

います。以上です。

○議長（橋井 満義君） 山路委員。

○議員（７番 山路 有君） ありがとうございます、大変前向きな御意見、考えをいただきま

して。

本当に自治会単位でも事業をしている中で、例えば、お母さんが薬飲まんけん、山路さん、今

から帰って、ちょっと薬飲むように説得せないけんと、それから、今、昼間独居、昼間の独居で

すね、非常に多いと。そのあたりも、福祉保健課とかいうレベルでなかなか職員で対応、何かそ

ういうところ、自治会でも声かけ運動とかいろいろやる中ですけども、何か行政支援もなければ、

どうしても高齢化比率というのは上がっていくわけでして、そのあたりについてのやっぱり従来

以前、平成２１年どおりのこの自治基本条例の考え方で一部進まない部分もできてくるんではな

いかなと。そのあたりについてはやっぱり根本的な、ひとつ考え方を示してほしいなというふう

に思っております。

あと、１点目だけに時間とってもあれですけども、昨年、一昨年と、県の平井知事並びに副知

事と話す機会がありまして、いろいろ話をさせていただいたところで、県職をもっとどんどん、

山路さん、自治会で、地方でもっと使ってくださいという大変力強い御意見をいただいたところ

です。

それで、ちょっと村長にお伺いしたいと。この自治基本条例、特に参画と協働の村づくりとい

うことになると、これ、一部はやっぱりこの旗振り役の役場職員というのは重要なポジションを

私は占めていると。帰れば各自治会なりの一員になるわけですけども、そこで、やはり、何とい

うですかね、役場職員とプライドある旗振り役というですか、するべきでないかなと私は思って

ます。そのあたりについての職員指導というのは、村長としてどう考えられているのかなという

ことを最後にお伺いしたいと思います。

○議長（橋井 満義君） 村長。

○村長（石 操君） おっしゃるとおりでありますが、日ごろ言っておりますのは、我々は、

役場職員は、行政職員でありますけれども、例えば肩書を外すとただの人だよということ、それ

から肩書があっても家に帰ればそこの住民だよということを言ってますんで、そこが不十分であ

るというのは、一部ですけども、その辺を感じておりますので、どう考えても住民の生活の目で

行政を運営するというのが本当のスタイルだと思ってますので、そのようなことを改めて指導を

していきたいというふうに思います。以上です。
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○議長（橋井 満義君） 山路議員。

○議員（７番 山路 有君） ありがとうございます。

役場職員に限らず、皆さんがお勤めを持って、いろいろな事業なり村の事業なり地域の事業な

り参加されるわけですので、役場職員だけが仕事というわけにはいかないと、そこの、何という

ですかね、線引きというですかね、考え方をやはり持っておかないと、逆に、何だいやという言

い方をされかねないいうふうに思ってます。

あと、２点目が、熊本地震を教訓とした訓練をということで再質問をさせていただきます。

先般も、私、今、県の防災アドバイザーをしておりまして、会合の中で、これは他のアドバイ

ザーの方から御意見が出たことなんですけども、自治体でやる、各市町村でやる防災訓練、イベ

ント的要素が強くなり、実際の災害を想定したときに訓練になっていないのではないかという御

意見が何名か出てきました。一例を挙げるならば、境港市で、島根原発、漏れたというときに、

バスに１台、ＰＲはすごくするんですね、避難をしたと、東部のほうに避難したと。バス１台に

何人乗ったか、２０人ぐらい乗ってバスで１台行ったというような。実際に、まず、バスが東部

のほうまで向かっていけるのかと。それと、あとは、本当にバス１台２０人で、境港市民３万人

いてですよ、そんなことが果たして現実的なのかということを県の防災担当にすごく詰め寄る場

面がありましたけども、このあたりを考えると、日吉津村の防災訓練も、今、私は現実的なもの

として火災を想定して、地下式水道消火栓から各自治会で、今、水も濁らないということですの

で、各自治会で消防団員３０名近くいれば、何名かが分担して自治会でも２カ所、３カ所で放水

実施訓練するというような形は、今、村長もその辺少し触れられましたけども、そのあたりはど

うでしょうか。

○議長（橋井 満義君） 高田総務課長。

○総務課長（高田 直人君） 山路議員の御質問にお答えします。

先ほども村長のほうが答弁しましたように、一応、ことしの防災訓練については、自治会のほ

うで、連合会のほうでそういう意見もありましたので、消火栓を使って水を出すという形でして

いきたいというぐあいに思っておりまして、今、１０月の防災訓練に向けてこれからシナリオを

つくっていきたいというぐあいに思いますので、また御協力をいただきたいと思います。以上で

す。

○議長（橋井 満義君） 山路議員。

○議員（７番 山路 有君） ありがとうございます。

積極的に協力して、やはり阪神・淡路、それから東日本、熊本地震、どれをとってしても地震
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後の火災というのは想定されるということであれば、果たしてそのときに水道消火栓がどうなの

かなという疑問は残るところですけども、やはりするべきであろうというふうに思っております。

それから、２点目の戦力となる小学生高学年等々、今、質問したところですけども、これは教

育課長のほうにちょっとお伺いしたいですけども、２８年度新規事業として中高生サークルの活

動支援事業ということを組まれておりますけども、このあたりの進捗状況はどうなってますか。

○議長（橋井 満義君） 松尾教育課長。

○教育課長（松尾 達志君） 山路議員の御質問にお答えします。

現在、高校生に対して、選挙のＰＲ活動に街頭のチラシ配りに参加を誘うチラシと、それから

７月１７日にヴィレステひえづで、ヴィレステひえづ１周年という事業で生涯学習むらづくり推

進大会・図書館大会を行いますが、それのイベントの一部に映画会を企画したいと、そういった

ところで高校生を集めて、自分たちで企画をしませんか、高校生プランナーになりませんかとい

うようなこと、それから大山青年の家である高校生の集いというようなところに参加を呼びかけ

てきたりということで、まず高校生の顔を、地域の方がどういった格好でこういった事業に参加

していただけるのか、こちらから提案するテーマばっかりではなくて、案内の中には、自分たち

でこういうことがしたいんだけど、役場からの、教育委員会からの提案だけではなくて、自分た

ちはこういう活動がしたいなというような御意見を出していただいたり、まず、集まっていただ

くというところを重点として行ってるとこです。以上です。

○議長（橋井 満義君） 山路議員。

○議員（７番 山路 有君） あともう１点が、自治会における防災活動に小学校として参加す

ることについて、同じく教育課長、その辺の見解についてはどう思っておられますか。

○議長（橋井 満義君） 松尾教育課長。

○教育課長（松尾 達志君） 数年前から、山路議員からの御質問もあったり、それから今吉の井

藤議員からの御質問もあったりして、学校として地域の防災活動に積極的に参加しなさいと、学

校では学校での避難の訓練をします。その後、学校だけで被災をするわけではないので、登下校

のことや家庭にいたときの防災の考え、特に地域でどうしたらいいのかと、避難場所はどこかと

いうことを家族で話し合うということでありますし、地域でそういった活動があるときには積極

的に参加をして、自分たちも地域の一員だよという自覚を持つような指導をしています。これは

小学校も中学校も行っておりますので、御理解いただきたいと思います。以上です。

○議長（橋井 満義君） 山路議員。

○議員（７番 山路 有君） ありがとうございます。
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もう少し、私、小学校単位じゃなくて地域で、いつも言ってることなんですけども、地域に入

ると、今度は地域の役員、自治会長さんなり防災担当なりがいるわけで、その下で、どうこの子

供たちが活躍というですか、動けるかというのが一番大切なところで、小学校の先生の指示でと

いうわけに今度はならないわけですね。そのあたりをやはり私は、ひとつ教育委員会としても頭

を切りかえて、いや、小学校でやってる、小学校でやってると、地域は自主的にというだなくて、

小学校の先生も、子供の命にかかわることなんで、やはり自治会にも、それが小学校の先生も自

治会まで出るということはどうか、ちょっと私もその辺の見解までわかりませんけども、やはり

命にかかわることであれば、もう少し一歩踏み込むべきでないかなというふうに思っております。

同じ答弁なんで、一言つけ加えたいと思います。

今度は、中高生のサークル活動支援事業について、今、多分、教育課長はそういう答弁される

と思ったんですけど、私は、それでは中高生、こういう事業を組まれても、私であったら集まら

ない。明確な、やっぱりこのサークルの目的というのがないと人は動かないと私、思います。そ

の明確は何かというと、やはりＤＶＤなり撮って、東日本の大震災、それから熊本の地震の、あ

あいう中高生が炊き出しとか家の片づけとかやっている姿をＤＶＤで流して、何をするかいった

ら、どうかしたら、若者の災害支援の必要性はなんていうことで講演をしてもらったり、あんた

やちも大事な立場なんだよということをもう少し訴えないと、こういう何か、何というか、あり

きたり的なテーマでは人は動かんじゃないかなというふうに思います。ぜひ参考にしてほしいな

というふうに思います。何かその辺、見解がありましたら、教育課長、お聞きしたいと思います。

○議長（橋井 満義君） 松尾教育課長。

○教育課長（松尾 達志君） 先ほどの村長の答弁にもありました防災訓練の中で、村のシナリオ

の中でもここら辺の小・中・高のかかわりを考えたいということですので、そういうところで教

育委員会からもお話をしていきたいということで考えています。以上です。

○議長（橋井 満義君） 山路議員。

○議員（７番 山路 有君） 今、東京の舛添知事の問題もすごく皆さんが興味を持ってること

なんだけど、時期的には熊本の大地震のこういうこともすごく今、皆さんの関心のあるときなん

で、こういうときにこそ中高生にもどんどんこういうアピールというか、みんなの力が必要なん

だということで、こういうサークル、一つはそういうこともありますよという呼びかけをしない

と、なかなか私は人は集まらないという、幾ら高校生、中学生であっても、そうはなかなか一つ

の明確な目的がないと人は集まらないというふうに思っております。

そうしますと、時間も大分押し迫ってまいりましたので、３点目の健康医療情報による出前講
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座をということで、大変、国民健康保険法の一部改正に伴いということで、この間、国保の運営

協議会で初めて、保険法改正に伴い鳥取県下における日吉津村がどういう状況にあるかというこ

との、こういう冊子というですか、１枚物をいただいて、国保の男性の喫煙率３ ７％は県内で

１番ですとか、こういう一覧が出ると非常に興味を持って、空腹時血糖値、これはワーストワン

なんていうのが出ると、非常に日吉津村の健康の状況というのが一目瞭然というですか、よくわ

かるなと思ってます。

ただ、これが役場の一部職員、議会の一部職員でわかっててもどうしようもないと。私も、こ

の間の委員会でも、これ、出前講座せんと、何か村報の中に織り込んでも何も意味がないよとい

うことを述べたところですけども、改めてこのあたり、日程的な今、少し考えてますということ

ですけども、いつぐらいから、こういう資料ができておれば、ただ、村長、どうでしょう。これ

だけのテーマで７自治会に人集めできますか。そのあたりも少し、福祉保健課長、あなたはそう

いう人集めにはテクニックはあるから、村長いわずに、ちょっと福祉保健課長、こういういいも

のができても、７自治会、集まってもらったら３人しか集まってなかった、それじゃあいけんだ

ないですか。そこはどう考えてます。今、村長、秋程度から出前講座出たいという考えはあるん

だけど、出たはいいんだけど、二、三人じゃいけんだないですか。その辺のところを我々も議会

としていろんな他町村に出て、その関心を高めて、いかにこういう会議に多く出てもらうかとい

うことを視察するわけですけども、福祉保健課長としてはこの人集め、どう考えておられます。

○議長（橋井 満義君） 小原福祉保健課長。

○福祉保健課長（小原 義人君） 山路議員の御質問にお答えいたします。

まず、時期のことなんですが、先ほど村長が答弁しましたように、データヘルス計画を秋ぐら

いまでに作成する予定ですので、それを受けて、秋ぐらいから各自治会のほうに出かけさせてい

ただく予定にしております。また、その日程につきましては、各自治会の皆さんと御相談をして

いきながら日程を決めてまいりたいと思っております。

それで、先ほどおっしゃいました、この結果だけを説明するということでは、なかなか人集め、

難しいと思います。その中で、来ていただいた方に簡単な健康チェックをさせていただいたり、

大学の先生に来ていただいて、じゃあ、この結果に対してどういうことをしていけばいいんだと

いうような講義もしていただいたり、それから村としてどういう対策をしていただきたいという

ようなお願い、報告をするというような、いろんなメニューを考えまして、皆さんに興味を持っ

ていただく、関心を持っていただく、行ってみたいなというような気持ちになっていただくよう

な会にしていきたいなというふうに思っております。絶対３人ということではしたくないし、も
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っとたくさん人を集めて、来ていただいて、せっかくやる事業を有意義なものにしたいというふ

うに考えておりますので、よろしくお願いいたします。

○議長（橋井 満義君） 山路議員。

○議員（７番 山路 有君） ありがとうございます。ぜひ私も参加しますので、最低１人はい

ますので。

私、これもずっといろいろ考えて、今、自治会で、福祉保健課長、大体７自治会で住民がどう

いうことに興味を持っておられるか、まず、わかってますか。

○議長（橋井 満義君） 小原福祉保健課長。

○福祉保健課長（小原 義人君） やはり住民生活に密着した部分、具体的にはごみの部分ですと

か、やはり健康の部分はその一部に入るんでないかなというふうに考えております。

○議長（橋井 満義君） 山路議員。

○議員（７番 山路 有君） さすが福祉保健課長です。ごみです。この間の４月の総会、住民

課から担当職員に自治会まで出向いてもらって、いろいろなごみの分別のあり方とか現状とか述

べていただいた。皆さん、興味持って、それからわからないことをいろいろ質問されるし、時に

は、ちょっと頭に血が上って発言されるような方もいるぐらいいいことで、私、この医療だけじ

ゃなくて、ごみ問題とセットぐらいにして出られたら、結構、参加者、興味持って出られる方、

多いじゃないかなというふうに思っております。ぜひこの辺を、具体的に意見を求められたら幾

らでも私、意見述べたいと思いますけど、参加者が多くなる。例えばこれまで議会としても視察

した隠岐郡の海士町なんかも、これ、うちでいう第１と第２の会議室合わせたようなところがい

っぱいになるそうです。なぜ医療の健康づくりの講演会とかそういうところに人がいっぱい集ま

るかという裏づけは、海士町は結局、重症になると、ヘリか何かに乗って境港、済生会病院まで

行かないけん。そうすると、家族と離れないけんやになると。すごく家族にも心配かける、迷惑

かける。そういう、まず、ベースがあって、ああ、自分の健康は自分で守って、あんま家族に迷

惑かけんやにせないけんなということがあると。私も、３回行ったんかな、海士町に。山内町長

とも、向こうの、いろいろお話しさせていただいて、ああ、やっぱりいいところを表に出して、

そういう人が集まる体制を組んでおられるなというのを実感したところですけども、ぜひそのあ

たりを考えてやってほしいというふうに思います。

あと、もう１点が、２８年度新規事業ですね、御当地体操というのが、福祉保健課長、この間、

ちょっと私も、これ、どげになっちょうか、予算組んで、２８年度、何だい、これ、行方不明に

なってしまっちょうへんかいなと。テレビで流して、日吉津村版のラジオ体操っていうですかね、
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いうのをやるという当初予算、出たと思うんですけども、このあたり、現状どうなってるんです

か。健康づくり、健康づくりと言いながら、こういう具体的なものが一歩進んでいるのかなと心

配しますけど、どうなってます。

○議長（橋井 満義君） 小原福祉保健課長。

○福祉保健課長（小原 義人君） 山路議員の御質問にお答えします。

先日の保健委員会でもこの御当地体操という計画をお話しさせていただいておりますが、実際

のところ、まだ具体的に取り組みが進んでおりませんので、早急に進めてまいりたいと考えてお

ります。以上です。

○議長（橋井 満義君） 山路議員。

○議員（７番 山路 有君） 今、６月ですか。早急ということは、９月議会には具体的なもの

がうたえるということですか。

○議長（橋井 満義君） 小原福祉保健課長。

○福祉保健課長（小原 義人君） なるべくそれに間に合うように進めてまいりたいと思います。

○議長（橋井 満義君） 山路議員。

○議員（７番 山路 有君） これ、例えばどこに、何かこの間は社会福祉協議会で専門的な方

がいるんで、そういう方に頼んでしようかというような意見も出たところだったんですけど、例

えば以前にスポーツ指導員としてチューリップマラソンなんかの、朝、体操しますけど、あれに

ストレッチ体操を取り組んだ。これは完全に、何というんですかね、１枚物をつくって、わかり

やすく、ストレッチはどういうところに気をつけてやらないけんとかいうことで、一連のストレ

ッチをするシステムをつくったんですけど、何かやっぱりこれも、何でも餅屋は餅屋で、社会福

祉協議会で体操される方がいるからその人じゃなくて、一回、県のそうした担当課のほうとでも

話して、やっぱり少し具体的なところをやられたらどうでしょう。ちょっとそのあたり聞かせて

ください。

○議長（橋井 満義君） 小原福祉保健課長。

○福祉保健課長（小原 義人君） 山路議員の御質問にお答えします。

社協との連携というようなお話もさせていただいております。その中で、今、山路議員の御提

案もいただきました、具体的な御提案もいただきましたので、その意見も参考にさせていただき

ながら進めてまいりたいと思います。ありがとうございます。

○議長（橋井 満義君） 山路議員。

○議員（７番 山路 有君） ぜひ私も、福祉保健課長、この間、ノルディックウオークも、多
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分、課長がノルディックウオークの一緒に歩いたというのは初めてだないかなと思うんですけど

も、すごく積極的な福祉保健課長であると。以前の課長が積極的でなかったとは一言も言ってま

せんので、高田課長も福祉保健課長時代、一生懸命やられたんだけども、私もびっくりしたとこ

ろで、ぜひそういう前向き思考で、この間も保健委員会で言ったんですけど、例えば糖尿病予防

の料理講習にでも村長がちょこっとのぞかれると、私も気合いが入りますが、包丁入れるね。福

祉保健課長も、やっぱりそういうところにちょこっと顔出す。出張して、いなかったときはいけ

んけど。担当職員がヴィレステで、調理場で何かやってるとか、トレセンで何かやってるときに

ちょっと顔出して、頑張っちょうなとかやるということは、私は、この間、ほんに手を切りかけ

ましたけんね。村長は、さっとのぞかれたんで、いや、まことにそういうところが大事なところ

だないかなというふうに思ってますので、ひとつ、そういうところに心がけてやってほしいなと

いうふうに思います。

以上で終わりたいと思います。ありがとうございました。

○議長（橋井 満義君） 以上で山路議員の一般質問を終わります。

○議員（７番 山路 有君） ありがとうございました。

○議長（橋井 満義君） 次、通告２番、議席番号９番、松田悦郎議員の一般質問を許します。

松田議員。

○議員（９番 松田 悦郎君） ９番、松田です。

初めに、今、世の中では、熊本地震のことや参議院選挙、さらには東京都知事の問題で大きく

揺れ動いておりますけども、特に熊本地震で被害に遭われました皆様には、心よりお見舞いを申

し上げたいと思います。

きょうは、ちょっと視点を変えまして、ＴＰＰ問題と地方創生について質問をしたいと思いま

す。

最初に、ＴＰＰの考えと対応について伺いたいと思います。

日本は、環太平洋パートナーシップ協定、いわゆるＴＰＰに関し、オーストラリア、カナダ、

アメリカなどの１１カ国と交渉に参加し、２７年１０月に大筋合意を見たところであります。Ｔ

ＰＰは、２１世紀のアジア、太平洋に自由で公正な一つの経済圏を構築する挑戦的な試みである

と言われ、世界のＧＤＰの約４割、１００兆円というかつてない規模の経済連携や、人口８億

人という巨大市場があります。関税の削減、撤廃だけでなく、サービス自由化を進め、さらには

知的財産など幅広い分野で新しいルールを構築するもので、この地域の成長戦略の切り札となる
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ものであると言われております。一方で、大筋合意以降、国民、地方公共団体、関係団体などか

ら懸念、不安の声が寄せられていることも事実であります。

しかし、日本がＴＰＰへの不参加となれば、日本がみずからを蚊帳の外に置くことになり、幾

つかからの国から、日本はほかの国々と共通の価値や歴史認識を共有していないとの批判をさら

にされやすくなると思います。今後は、合意内容を丁重に説明するよりも、ＴＰＰの影響に関す

る国政の不安を払拭する必要があります。国の動向を見てみますと、ことしの秋以降から来年の

年度初めには何らかの答えが出るのではないかと注目しております。

私は、消費者の立場で言えば早く批准をしてほしいという思いもありますが、そこで、この問

題は本村も含めて極めて大きな課題でありますので、村民に対し、ＴＰＰの長所や短所、必要か

必要でないかなど、優しく説明していただき、行政の立場も話すべきだと思いますが、見解を伺

います。

次に、地方創生総合戦略の進捗状況について質問をします。

地方創生とは、人口減や雇用減に苦しむ地方自治体の活性化を目指すことによって、２６年９

月に、人口減や少子高齢化などに取り組むまち・ひと・しごと創生本部が設置されたところであ

ります。類似するものには、竹下登内閣時代のふるさと創生事業などがあります。日吉津村では

全国に先駆けて、日吉津村を初め鳥取県が最速に子育て支援策の充実と人口をふやす取り組みに

傾注していました。その後２７年６月を皮切りに地方創生村民集会が数回実施され、村民から多

くの意見が出されたところでもあります。その後、日吉津村地方創生総合戦略資料が２７年９月

号として配布されました。その内容は、村民から多くの意見を集約しながら、スローガンは「住

むなら日吉津！子育てなら日吉津！！～待機児童ゼロ～」を掲げたものであり、内容は、国の人

口システムのＲＥＳＡＳから参考とした人口ビジョンと総合戦略から成っております。この地方

創生総合戦略は簡単にできると思っておりましたけども、村民集会の中で感じたことですが、非

常に難しく、簡単にはできないなということがわかったところであります。その後、急に１億総

活躍社会事業が始まりまして、強い経済、子育て支援、安心につながる社会保障とあわせ、緊急

に実施すべき対策を踏まえた先駆的な取り組みを実施することになったようであります。各地方

団体は、その取り組みを実施するために国からの加速化交付金の交付申請に働きかけるわけであ

りますが、日吉津村としてはそれぞれの総合戦略の事業や地域の仕事創生に重点を置きながら、

１億総活躍社会の緊急対策にも資する効果の高い分野で、その実現のためにさまざまな御苦労が

あったというふうに聞いております。しかし、こうした支援策は、下手をすると従来型の単なる

ばらまきや箱物行政に終わる可能性もあります。最も大事なことはお金ではなく知恵の部分とな
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りますから、より成果が得られるのかどうかは、地方自治体がどれだけ主体性を発揮できるかに

かかっております。

そこで、村民集会から約１年が経過する中で、さまざまな取り組みが行われたようであります

が、その総合戦略の進捗状況を伺います。以上です。

○議長（橋井 満義君） 村長。

○村長（石 操君） 松田議員の一般質問にお答えをしてまいります。

最初に、ＴＰＰの考えと対応についてということでの質問にお答えをいたします。

ＴＰＰのルールは主に２つあるということで、一つは関税をなくすこと、もう一つは、国ごと

に異なる貿易のルールなどを統一することによって、加盟国の人、物、サービスの行き来をもっ

と自由にするという２つの目的があります。日本は、平成２５年の７月に正式参加を決めまして、

昨年１０月に大筋合意をしたところであります。これによって、５年程度をめどに段階的に関税

が撤廃されることが決まっております。世界のＧＤＰの４割を占める巨大経済圏の誕生でありま

す。この貿易のルールがスタンダード、いわゆる標準的なものになることが期待をされておりま

すけれども、大筋合意の内容は、重要農産物と位置づけ、関税維持を目指しておりました米につ

いては、関税を維持した上で、日本がアメリカ、オーストラリア向けに無関税輸入枠を設定した

ということであります。また、外国の農産物が安く輸入されることで、日本国内の農家が打撃を

受ける可能性が非常に前に出ておるということであります。

一方、日本が撤廃を求めておりました米国向けの自動車関税は、今の ５％を１５年目から段

階的に削減し、２５年目に撤廃すると、ちょっと先の長い話、１５年目でよかっただかいな、と

いう先の長い話のようであります。今回の交渉で最も難航した医薬品のデータ保護期間をめぐっ

ては、実質８年ということで合意がされております。日本は、現行の保護期間が８年で、大きな

変化はありません。以上のように、関税及び非関税障壁を撤廃または削減することで、あわせて

農産物の関税及びその他の制限的な政策を撤廃または削減することに合意をしております。

そこで、長所と短所ということについてですが、輸入、輸出企業及び生産者、消費者にとって

の立場では、長所になったり短所にもなったりするわけであります。特に日本の立場での参加を

する際のメリットということでは、関税の撤廃により、肉、野菜、果物、乳製品などの輸入食品

が安くなる。関税の引き下げにより貿易の自由化が進み、日本製品の輸出額が増大する。貿易障

壁の撤廃によって、大手製造業にとっては企業内貿易が効率化し、利益がふえる。鎖国状態から

脱し、グローバル化を加速させることによって、ＧＤＰが１０年間で ７兆円増加するという見

積もりが出されております。
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反面、デメリットでは、海外の安価な商品が流入することによってデフレを引き起こす可能性

がある。関税の撤廃により米国などから安い農産物が流入され、日本の農業に大きなダメージを

与える。食品添加物、遺伝子組み換え食品、残留農薬などの規制緩和により食の安全が脅かされ

るかもしれない。医療保険の自由化、混合診療の解禁により国保制度の圧迫や医療格差が広がる

かもしれない。ＩＳＤ条項、海外での起業を、いわゆる会社を起こす……。これだかいな、会社

を起こすいうだかいな、起業だないかや、起業でいいだか。起業、いわゆる会社を起こす、起業

を保護するために日本国民と同様の権利を相手国の国民や事業者である企業に対しても保護、保

障することが適用されるというものであります。これは、厳しいところもあります。これによっ

て、海外の当該企業、投資家が損失、不利益をこうむった場合、日本の国内法を無視して、世界

銀行傘下の国際投資紛争解決センターに提訴することが可能となります。

なお、アメリカ議会が批准しなければ、現在の合意内容は実施できないと。大統領選挙にかか

った後の話であります。アメリカの動きも気がかりになるところであります。

そこで、本村におきましては、少なからずとも生産活動ということでは、農業に影響が出ると

思われます。いずれにしましても、農業ということでは、農地が持つ多面的な機能を維持し続け

ることのできる強い農業であったり農家にしていく施策が必要かと思います。

それから、医療保険制度は、やっぱり日本の医療保険制度は、これは自由診療などが導入され

ることによって今の国民皆保険制度が崩れるようなことにしてはならないというふうに考えてお

りますので、これは自治体として政府にしっかりと意見をしていく必要があるというふうに思っ

ております。

そういう意味では、このＴＰＰの批准ということでは、生産においたり、それから生活面にお

いたり、プラスやマイナスが出ますけども、地域の住民の皆さんにとって必要なものを今申し上

げましたし、それは制度として守っていかなければならないものもあるというふうに言ったとこ

ろでありますので、その批准の内容によっては、地域の自治体の、村民の生活、生産活動をどん

なふうに支援をしていくのか、支えていくのかということは、具体的な国の対応に従って、自治

体としての施策を展開していく必要があるというふうに思ってます。

それから、２点目の地方創生総合戦略の進捗状況はという質問でありますけれども、質問のよ

うに、昨年９月に日吉津村地方創生総合戦略を策定しましたが、昨年度はＫＰＩ、いわゆる重要

業績評価指標の到達を目指して、新築住宅建設借入利息助成事業や小規模保育施設支援事業、日

吉津村の魅力発信事業等を実施してきたところであります。

進捗状況ですが、移住・定住支援では、新築住宅建築における借入利息の助成が年間５件の目
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標に対し６件という実績であります。戸建て住宅が年間１０件の目標に対して１１件だというこ

とで、一応目標は達成したという形であります。

子育て支援の充実は、平成２８年４月１日から医療費助成の対象年齢を１５歳から１８歳に引

き上げましたし、待機児童ゼロを維持しておるところであります。

情報発信では、中海テレビのＣＭやガイドブック、ホームページなどを活用するとともに、西

部９市町村の連携事業としてパンフレット７５０部、都市部へ配布し、村の魅力を発信をした

という内容であります。ホームページのアクセス数は１６％でございまして、目標の２割には届

いていないということでありますが、まあまあ順調かなというところであります。

全体的に目標に近い事業の進みぐあいですが、中には、まだまだ推進しなければならない事業

もありますので、今後、本村で実施しました総合戦略の事業につきましては、総合戦略策定時に

開催しました地方創生推進会議で十分検証をいただき、９月議会で報告をさせていただくという

予定であります。

また、県の地方創生総合戦略の審査についてですが、私も出席をいたしました鳥取創生チーム

拡大会議の場で検証が行われたところであります。１８８項目中、達成が１項目、順調が１７３

項目、ややおくれているが１３項目と、ほぼ順調に進められているようであります。現在開催さ

れております県議会定例会で報告される予定のようであります。あわせて、その結果につきまし

ては県議会閉会後に公表される予定だということであります。

それから、質問の中でありました加速化交付金の動向についてでありますけれども、残念であ

りますけども、新聞報道では、計画力が弱いところはどうも加速化交付金の基準を、交付の内容

をクリアできそうにもないというようなことが新聞報道をされたところでありますけれども、今

回、補正予算で加速化交付金の中では働きやすい職場づくり事業を、セミナーや講演会を展開を

するということで補正予算をしたところでありますので、これは、先週だったかいな……（「９

日です」と呼ぶ者あり）９日か、９日に、どうもうちの加速化交付金の内容が国のほうに十分に

理解をしていただけるところに至ってないという情報がございましたので、地元の国会議員にコ

ンタクトを内閣府のほうにとっていただいて、職員に内閣府に直接出向かせて、内閣府の参事官

と直接議論をして、この方向ならいいだろうというようなところを内諾いただいたということで

帰ってきておりますので、一時はこの補正予算が、多少心配をしましたけれども、まだ交付決定

の段階には至っておりませんけれども、この１７日が加速化交付金の申込期限だということにな

っておるようでありますので、内閣府と議論をした内容に今の我が村の計画を加えて、書き加え

てといいますか、議論した内容に沿って、１７日までに……。提出したんだな。提出をしており
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ますので、何とかことしの加速化交付金はめどが立つのではないかというふうなことでおります。

最終結果ではありませんけれども、そのような状況になるということを申し上げて、松田議員の

一般質問に対するお答えとさせていただきますので、よろしくお願いを申し上げます。

○議長（橋井 満義君） 松田議員。

○議員（９番 松田 悦郎君） 最初に、ＴＰＰから追加質問ということでさせていただきますが、

先ほどは村長のほうから述べにくいだろうというようなことやら、細かく内容について説明して

いただきました。あちこちの地方自治体の長に対してこの手の質問が飛んだ内容では、非常に首

長も言いにくいことがあったんだろうという答弁が結構あったので、きょうも、村長もこのこと

に関しては大変だろうなと、いろんなしがらみがあって大変だろうなと思いつつ質問したわけで

すので、ひとつ御了承願いたいと思います。

それから、このＴＰＰは、今言ったように国が責任を持って決めていくことなんで、地方自治

体が解決できる立場ではないというふうに承知しておりますけども、その中で、いろいろと調べ

てみますと、農業が主な産業の地方議会の中の一般質問で、農業の方向性などについて多くの反

対意見が出されております。それからＴＰＰそのものに対しても多くの反対意見が出ておりまし

た。それに引きかえ、ＴＰＰについての賛成意見や消費者の立場からの意見は非常に少数であり

ました。

しかし、このＴＰＰの関係でマスコミが世論調査をした結果がこの間出てまして、見ましたら、

このたびのＴＰＰの賛成の方で、２０１４年には５２％であったんです。それから２０１５年、

次の年には５８％まで上がってるというようなことが載っておりまして、これは、内容は細かく

分析してないんですけども、これ、ちょっと地方議会のほうでは反対意見が多い中で、一般の方

は賛成の方が多いというようなことです。ただ、２０１６年、最近のデータはまだわかっており

ませんので、ちょっとこれ、わかりませんが。

そこで、仮にＴＰＰが実施されましたら、国のほうでは夢と希望を持てる農政新時代の創造に

努めるというようなことやら、最適な生産配分、立地戦略の実現が促進されることや、中小企業

に対してメリットがあるよというようなことを国のほうでは、言っておりますが、村として、こ

のようなことに対して、先ほど村長の答弁にもいろいろあったんですが、再度これについてどの

ように思われるのか、ちょっと言いにくいかもしれませんが、できる限りお願いしたいと思いま

す。

○議長（橋井 満義君） 村長。

○村長（石 操君） 米どころの大規模農家の存在する地域は、これは大変かなという気がし
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ておりますので、業として成り立たせようとすると、それは非常に厳しいもんがあるかなという

気がしてます。おととしかな、日本の国内産の米の販売価格が１万０００円から、国の補助金、

民主党時代だったでしょうか、補助金出したら米が６０キロ１万円になったということがありま

したので、大規模に生産を効率化をしながら水稲作を、米をつくっていらっしゃる企業は、これ

は大変だなという気がしております。

我が村はそうかというと、決してそうではありません。米で生計を立てていらっしゃるところ

はないということであります。この近辺で大規模で農業をしていらっしゃる方は、米だけでは農

業が成り立たない。企業化されても、米だけでは農業が成り立たないと。それには、さらにネギ

をつくるということで複合的にやって、従業員を雇いながらでも何とか農業ができておるという

のが実態だと思ってます。米のことに関しては……。３０年度だった、自分で生産量を決める。

３０年度から生産者が国内の米の生産量を推計しながら、自分で米を何ぼつくるかということを

決めるということになります。これまでは、国が、これだけ米をつくりなさい、あとは米つくっ

ちゃいけませんよということで、大方半分は米をつくっちゃいけんよという今の水田の実態にな

っておると思います。けれども、そういう意味では、専業が我が村はありませんという言い方を

言い切るわけでありますけれども、若い人がこれから、今、８人ほど農業をやっていくというこ

とでありますので、それらの若い人はしっかりと支えていかなければならないということと、農

地をどうやって維持をして次の世代に引き継いでいくのかということでは、これは、農家の皆さ

んは土地を持っておられるということではその農地を維持していく責任もあるというふうに思っ

てますし、でも、農家の皆さんだけの責任にしてはならないと。やっぱり地域として農地をどう

やって維持し、持続させていくのかということで考えていかなければならないというふうに思っ

てますので、そこら辺はしっかりと行政として村民の皆さんに理解のいただける支援を、支えを、

特に若い人を支え、若い人をつくり上げていくと、農業でやっていくということを計画されてお

る農家の皆さんにはしっかり、農業をされる若い人はしっかり支えていかなければならないとい

うふうに思ってます。

それから、食品の安全性ということでは、日吉津にありますアスパルあたりを見てますと、野

菜あたりはやっぱり地元のものがしっかり売れてますので、そういうものをしっかりおつくりい

ただければ我が村の農業の維持はできていくのではないかというふうに思いますし、米生産にお

いても、このごろの県内の道の駅の米を見てみますと５キロが５００円とかいう値段がついて

ますので、換算しますと６０キロが３万円の米になってますので、大概そんな値段です、この辺

の水の冷涼な、空気の冷涼なところでとれた米は６０キロに換算すると３万円の値段がついてま
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すので、やっぱりそういう知恵を出しながら米生産もしていく必要があるかなというふうに思っ

てますので、そういう意味では、ＴＰＰの導入いかんがあっても、我が村としてやっていかなけ

ればならないことはある程度はっきりしておるなということと、先ほども１回目の答弁で申し上

げましたが、医療保険制度だけは、これはしっかりと守っていかなければならないというふうに

思ってます。以上です。

○議長（橋井 満義君） 松田議員。

○議員（９番 松田 悦郎君） 時間がなくなりましたので、ちょっと中を飛ばして。このＴＰＰ

に関して、私が農業関係について申し述べるということは非常に不謹慎であるかもしれないです

けども、現実に農家の現状だけをマスコミが大きく取り上げておる現状でありますけれども、１

９９３年の、２３年前ですけども、日本中が米不足になったということがあったと思いますけど

も、そのときにはタイ米や中国米などが輸入されて、一時的にですけども、国民は食べておりま

した。それ以降、日本人は食生活や食料品に対しての安全に対して非常に神経質といいますか、

慎重になってきた時代がそこからかなと思っております。農業関係につきましては、ここの辺の

ところが一番重要ではないのかなというように思っておりまして、これをちょっと２３年前のこ

とわかってもらおうかなと思って話したんですが、今、アメリカ大統領の選挙が終わるころから

年度末までごろには何らかの方向が出ると言いましたけども、私は、消費者の立場から、それと

さまざまな立場から、物が安く入るなどのＴＰＰにはぜひ進めていってほしいなと思っておりま

して、このＴＰＰの関係の質問は終わらせていただきます。

次に、地方創生の関係ですが、この中で、この間の福祉保健課長にちょっと聞きたいんですが、

この総合戦略の大きな柱として、ことしの補正予算の中でワーク・ライフ・バランスというのが

出てまいりました。私も、子育てに関するニュースをいろいろとあちこちで見ておりましたら、

ただ、その中で、母子保健手帳というのは世界で相当な評価を受けてるということをまず述べま

して、その後に、今、全国的に話題沸騰中なんですが、電子母子健康手帳というものが出ておる

そうで、これは千葉県のほうからどうも出たようなんですが、ちょっとこの辺ははっきりしない

んですが、ただ、今、全国的にこれがはやってきておると、人気上昇中だということで、何でこ

の人気なのかということは、今、これ知っておられますかという質問しようと思ったですけども、

どうも今見ておるとわからないようなんですが。これ、災害なんかで例えば行政のあれが全部吹

っ飛んでも、その電子手帳持っておれば全部残っておるとか、これが一番災害に強いというのが

一番メリットなんですが、子供の生年月日を入れとけば、全て行政のほうからあらゆる情報がそ

の電子手帳に向けて入ってくるだとか、さまざまな子育てに関することが、これは行政と本人と
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のつながりの手帳なんですけども、だけん、行政がやらんって言ったらもうどうしようもないで

すけども、行政と地域のそういう母親との連携を保つ意味で、今、電子母子健康手帳ですか、こ

ういうのを日吉津村としても取り入れるべきなのかどうなのか、ちょっと考えをお聞きしたいな

と思っております。お願いします。

○議長（橋井 満義君） 小原福祉保健課長。

○福祉保健課長（小原 義人君） 松田議員の御質問にお答えします。

大変恐縮ですけれども、その電子母子保健手帳というものの存在を私、ちょっと存じ上げてお

りませんで、何とも今の段階では申し上げれませんけど、それをもうちょっと調べまして、その

辺の今後の対応を考えていきたいと思います。以上です。

○議長（橋井 満義君） 村長。

○村長（石 操君） きのう、３人目の子供さんが８週を迎えられたというお母さんが来てい

らっしゃいました。保健師が対応したのが４０分ぐらいかかってました。近くにおりませんので

中身はわかりませんけれども、結構、保健師とお母さんとやりとりをしてましたので、電子母子

健康手帳の導入の可否は別にして、やっぱり窓口で４０分から、それも３人目ですからね、です

から、２人目も既に経験をしてらっしゃるんですけれども、３人目のお子さんの妊娠届に対して、

保健師がそれだけ時間をかけてお互い、母親と、やっぱり３人目といえども、今度、３人目は３

人目なりの悩みや御相談事もあるようでして、それだけの時間をかけてやってましたので、それ

は３人目ということは実は僕は知りませんで、後で、あの方はどんな相談だったのということを

聞いたら、３人目だということでございましたので、あっ、やっぱりそれだけの時間は必要なの

かなというふうに思って、この体制はなかなかよそではできんな、うちの小さいところならでは

の所作かなというふうに思ったところでありますので、そのようなことを補足をさせていただい

て、電子母子健康手帳については、また課長のほうが検討をすると思いますので、よろしくお願

いしたいと思います。以上です。

○議長（橋井 満義君） 松田議員。

○議員（９番 松田 悦郎君） この地方創生事業の中でちょっとお聞きしたいんですが、いろい

ろ見てみますと、ネットを見てみますと、村長にですが、近隣市町村でこの加速化交付金なども

含めて結構激しい競争が起きとるというようなことがあって、どうもこれ、全国的に起こってお

るようでして、自治体がいろいろ説得しながらとか関係調整をやっとるそうですけども、この辺

での市町村の関係は、その辺は心配なかったですかいね。

○議長（橋井 満義君） 村長。
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○村長（石 操君） 地方創生の中で、子育て競争をどこまでやるのかという議論があります

ので、でも、それは自治体の体力に応じたもので、５年過ぎても、さらにそれから先、地方創生、

とりあえず５年ですので、自治体の体力に応じてできる内容のものにしておくことが必要だとい

うことの前提がありますけれども、国の方向として前提がありますけれども、でも、おっしゃる

ように、今これだけの少子化になってしまったので、子育ては国の責任ですべきだという意見が

それぞれの首長さんの中にはあります、私もそうですが。でも、そこで、施策をよそと比較して

見劣りをするものにしてしまうと、そこは負けてしまうなということで、できるだけのことはし

ていかなければならないというふうに思ってますし、そういう意味では、県もある程度町村のバ

ランスがとれる、町村ができるような手助けの助成も組んでいただいておりますので、例えば医

療費の助成とか第３子の無料化の、県も負担があるというようなことも考えると、県も一定の配

慮をしていただいておるので、ある程度のことは県内としては、県内ではやりやすいのかなとい

うことと、特に中山間の子供さんが少ないところあたりは、またうちと内容が違う質の濃いとい

いますか、うちげとは違う質の濃いさ、うちげではやることのできない、また質の濃いさの子育

てをしていらっしゃるというのが実態かなというところで、とりあえずはバランスがとれておる

かなというふうに思います。以上です。

○議長（橋井 満義君） 松田議員。

○議員（９番 松田 悦郎君） 時間が来ましたので、質問の内容が非常に余ったんですけども、

これで終わります。ありがとうございました。

○議長（橋井 満義君） ここで暫時休憩に入ります。再開は１１時より再開をいたします。

午前１０時４５分休憩

午前１１時００分再開

○議長（橋井 満義君） 再開いたします。

休憩前に引き続き一般質問を行います。

通告３番、議席番号２番、景山重信議員の一般質問を許します。

景山議員。

○議員（２番 景山 重信君） ２番、景山です。きょうは３点、当初予算の執行、広報はという

ことと、２番目に畑の有効利用について、３番目に九州大震災後に日吉津村はどうしたらいいか

ということで質問させていただきます。
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３月当初予算の予算審査、また議案質疑で、地産地消の５％補助の件、私は答弁がなされてな

いと思っております。広く農家に広報されてもおりません。これが当初予算と思いますか。本当

に中身といたしましては、地産地消の店への出荷が５０万円未満の生産者へ、生きがいを含めて

５％の奨励金を支給するとありました。アスパルは１６％の手数料がかかるので、５％分を減じ

てあげるのみの回答であったと思っております。その後、３月２８日、５月３１日の再生協幹事

会または総会でも、村の方針を明らかにしろとあったと思います。いつ説明をし、農家に広報す

るのか、また、当初予算の基本的な考え方を問うてみたいと思います。

２番目に、畑の有効利用、活用について。言うまでもなく、農家の高齢化、後継者不足が顕著

です。特に畑は収益率が悪く、維持管理が難しい状態です。何とかしなければと私が思いついた

ことが、カンゾウという薬草栽培であります。主要産地は中国北東部から中央アジア、南ヨーロ

ッパの乾燥地帯とあります。日吉津の畑地に最適ではないかと思います。数日後の４月１４日、

日本海新聞には、１００％輸入の生薬、麻黄を弓ケ浜半島で試験栽培を始めるとありました。こ

れは、米子市の耕作放棄地は１４２ヘクタールで、弓ケ浜半島で特に目立っております。憂慮し

た市の職員３人が半年がかりで麻黄栽培の事業を練り、市長に提言をし、国内の生産拠点となる

可能性を鳥取大学医学部と共同で探って、農家収益の向上や耕作放棄地の解消を狙ったものとあ

りました。全国的には一部であって、１００％輸入の薬草栽培です。荒廃地解消と安定収入を得

たいとの根本があると思います。後日、事業主体はＪＡと発表されました。

カンゾウに話を戻します。カンゾウを年々作付反別をふやして、栽培管理、肥料設計も含めて

研究、勉強してみたい。ただ、最終的には行政の力添えが必要となります。事業主体は個人では

なれないので、認定農業者の資格をクリアする実績を積み上げたい。同じ国レベルでは予算措置

がなされております。生産者支援も盛り込んであります。行政として具体的協力、支援は何がで

きるのですか、お願いしたいと思います。

３番目に、４月、九州、熊本地方を中心に大地震が発生をし、多くの犠牲者があり、家屋、道

路等、想像を絶する状態で、今現在も多数の人が避難所生活を強いられております。前回、質問

をさせていただいておるときのことを思い出してください。西部地震のときにはいち早くイオン

日吉津店が開店になり、物資には不自由はなかったと答弁がありました。村に熊本地震級の地震

等災害が発生したら、万が一のことを考えたら、現状の村備蓄で十分であろうか。当然３日間過

ごせる物資は確保した上に、どうすべきなのか、問題であります。私は、村として考えてほしい

と思います。役場だけではなく、自治会も含めて、各避難所での非常物資の確保が必要ではない

かと思います。問うてみたいと思います。終わります。
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○議長（橋井 満義君） 村長。

○村長（石 操君） 景山議員の一般質問にお答えをしてまいります。

最初に、当初予算の執行はということでございますが、地産地消の店に５０万円未満の出荷者

に対して５％の奨励金の内容の説明がないということで、当初予算策定のときの基本的な考え方

を問うということでございますが、御案内のように、地方創生総合戦略を昨年９月に策定をして

おります。その中で、小さな農支援事業を組み立てをして、遊休農地対策、生きがい対策の面か

ら、直売所を利用される方の小さな農業を支援する施策であります。その内容は、直売施設にお

ける販売金額５０万円未満の農家の販売額の５％を交付するものであります。農地での作物栽培

をしていただいて、その農産物を直売所に出すことによって生きがい対策にもなるでしょうし、

農作業をすることにより運動量もふえて、結果として元気な暮らし、健康寿命の延伸につながる

と考えて取り組むこととした事業であります。

なお、販売金額の確認方法は、対象となる販売期間などの詳細につきまして、現在、ＪＡと協

議中で、早急にお示しをしたいというふうに思います。

２点目の畑の有効利用についての御質問にお答えをいたします。

日吉津村では、遊休農地の解消に向けて農業委員会、地域農業再生協議会を中心に年１回の農

地の利用状況調査を行っております。そして、この結果をもとに荒廃農用地の土地所有者の方に

農地の利用意向調査を行って、平成２６年度からは農地中間管理事業の推進にも貢献をしておる

ところでありますが、その結果、農業委員会の活動や野菜栽培グループによる栽培面積の拡大、

新規就農者の営農等によって、平成２０年に約１１ヘクタールありました荒廃農用地は、平成２

４年で９ヘクタール、平成２７年では６ヘクタールまで減少をしてまいりました。

日吉津村では、荒廃農用地の解消対策として、荒廃した農地を再び農地として利用できるよう

にするための復田化研修をことしの３月に鳥取県農業農村担い手育成機構と県とともに実施をし

たところであります。農地は、既に荒廃してしまったものについて耕作できるようにするために

は多額の費用がかかるわけでございまして、この復田化研修は、農家が所有していらっしゃる農

業機械を利用して荒廃地を解消をさせるという内容のもので、費用的にも、いわゆる自前の機械

でやるということでございますので、今後はこの手法を取り入れて、農地として利用できるよう

な取り組みをしていくということで考えております。

また、本年は、担い手育成機構と日吉津村との懇談会を、県農林局、農業委員会、普及所、Ｊ

Ａを含めて行ったところであります。これも、ある面でのモデルになるかと取り組んでおります。

そして、昨年実施しました新規就農者と語る会を本年度も行うに当たって、各農家の営農計画等
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を関係機関と合同して聞き取ることによって、各機関がお互いに新規就農者をサポートしていく

体制をつくり上げて、営農の継続、拡大ができるようにしていきたいというふうに考えておりま

す。

また、２６年度から始まりました担い手への農地集積・集約化を加速するための制度でござい

ます農地中間管理事業、また、日本型直接支払制度の中の農地、農道、水路の維持管理に対して

交付される多面的機能支払いにつきましても、実行組合等に対して働きかけを行い、将来的に取

り組み面積が拡大されていくことによって、農家の方への負担を軽減できるように引き続き必要

な支援を行ってまいり、荒廃農用地を少なくすることとともに、次の担い手を育成し、畑地等の

有効利用を推進していく所存であります。

質問の中で米子市の麻黄の話もありましたが、カンゾウを栽培されるという話はどこかで聞き

ましたけれども、一般質問ではカンゾウをつくるので行政支援をどう考えるのかということでの

事前の質問をいただいておりませんので、回答の準備ができておりませんけれども、カンゾウ栽

培なるものがどういうものかをこれから景山議員に聞きながら、さらには独自で調査をしながら

判断をしていく必要があるかなというふうに考えておりますので、有効な畑地の利用に資すると

いう考えでの御発言であると、質問であるというふうに考えておりますので、これからの検討材

料であります。

それから、３点目の熊本地震を教訓にした備えをということでありますが、最初の各避難所に

非常用物資の確保についてでありますが、現在、本村が非常用備蓄を行っているところは役場と

保育所の２カ所でございます。保管場所の確保の問題や、各避難所に備蓄した場合には消費期限

を過ぎたときの買いかえ費用が高額になるなどの問題もありますので、鳥取県と県内市町村とで

連携備蓄というものを行っております。今回の熊本の地震の際にも、県の要請でアルファ米を、

５５０食だったかいな、５５０食提供しましたけれども、そういう形で、相互応援をするような

備蓄の、経費のこと等考えて、相互に備蓄品を提供し合う制度とまでは言いませんけれども、そ

ういうスタイルは国、県内ででき上がっておりますので、御理解をいただきたいと思います。

以上のようなことを考慮した上で、イオンや鳥取生協、コメリと災害時の協定を締結をしてお

ります。ある程度の日用品や食料品は早期に手配できるものと考えておりますので、御理解をい

ただきたいと思います。

それから、上下水道の耐震化についてですが、地盤の液状化や地盤の変化によるものが上下水

道の設備に影響を与えるということで、過去の地震では、海浜埋立地等で発生した液状化による

被害が多く発生しております。本村の下水道管路施設は、差し込み継ぎ手構造の小口径、差し込
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み継ぎ手ということですので、こういうふうに差し込むと、で、継ぐと、それも小口径でござい

ますので、平成１２年の１０月の鳥取県西部地震は、村道宮川線を中心に液状化がかなり発生を

しましたけれども、下水の施設においては大きな被害はなかったということであります。

それから、処理施設での耐震基準ですけれども、いわゆる下水の処理施設での耐震基準は、平

成７年の阪神・淡路大震災の発生を受けて、平成９年に耐震設計手法が見直されております。本

村の処理施設は、昭和６１年、６２年に供用開始した処理系列、これは１００トンであります

けれども、当時の基準でありますので、現設計基準を満たしていないということであります。そ

れから、平成１２年に供用開始しました新たな処理系列は、９００トンの処理能力がありますけ

れども、現基準を確保しておるという内容のものであります。処理施設のこれからの改築にあわ

せて段階的に耐震機能を確保するということが大事でありますけれども、昭和６１年、６２年の

建物、いわゆる処理施設は、長寿命化工事で機械設備は修繕をしてまいりましたけれども、本体

のコンクリート施設等は改修をすることができておりませんので、ここの部分は、言ってみれば、

修繕していくのには無理があるということだと思っております。現在、日吉津村の処理場への平

均流入量は約０００トンですので、地震などの災害発生時を、皆さんに多少御苦労をかけます

けれども、この平成１２年に供用開始した施設を中心に運転をしていけば何とかなるのではない

かという気がしております。

それから、上水道設備につきましては、これは、我が村は米子市の水道局の給配水区域であり

ますので、米子市のほうで、水道局のほうでやられるということでありますが、平成７年に発生

しました阪神・淡路大震災のときから地震対応の検討が重ねられております。その後、平成１２

年の鳥取県西部地震を経験して、平成１５年からは布設、更新される水道管は全て耐震型のダク

タイル鋳鉄管が採用されておるということでありますし、また、平成１６年からは耐震性の高い

ポリエチレン管も採用をされておるということでございまして、管路の耐震化率は現在１ ３８

％ということで、水道局の財政状況を見ながら年間計画を立てられて更新事業をしていらっしゃ

るということで、米子市水道ビジョンやアセットマネジメントの中で精査をされておるというこ

とで、布設延長は毎年異なるわけでありますけども、大体１０キロから１３キロを耐震化をして

いらっしゃるということで伺ったところであります。

我が村の上水道管は、昭和６０年、６１年、６２年に下水の供用開始をしたのですけれども、

そのときの水道管は昔のエタパイといって、エタニットかな、石綿管の水道管でしたけれども、

その節に全部鉄管にかえられております。じゃあ、鉄管でどうなのかということで今はポリエチ

レン管だということですけども、とりあえずは我が村のは下水の整備にあわせて全部、石綿管は
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なくなって、鉄管であるという状況であります。平成１２年の災害のときには、水道の一部故障

が出たのは液状化の激しかった海川の村道橋通道線のところだったのかな、あそこが多少影響が

出たということで、短い時間でしたけども、あそこが影響出たということであります。

次に、復旧資材の備蓄ですが、役場の水防倉庫には多少の資材を持っておりますけれども、復

旧資材の備蓄という程度のものにはなっておりません。それだけのものを準備しておくというこ

とでは、なかなか実際の災害での復旧においては、あの程度の物では到底到底、役に立たないと

いうふうに思っております。その際には、村内の建設業者や業務で取引がある村外事業者に対し

て、災害復旧資機材の提供や災害復旧業務の依頼を行うことになるというふうに考えております

けれども、熊本のような地震で備蓄をしておくということになると、金額を積算しておりません

けれども、大変なことになるなという気がしております。検討は必要です。

それから、災害廃棄物の仮置き場についてですが、災害廃棄物の収集につきましては、昨年度、

西部の町村と鳥取県産業廃棄物協会と鳥取県清掃事業協同組合との間で大規模災害時における災

害廃棄物の処理等の協力に関する協定書を交わしており、廃棄物処理体制の強化が図られたとい

うふうに考えております。

集積場所につきましては、災害状況によりますが、まとまった面積の場所を一時使用しなけれ

ばならないということでありますので、村内での確保を考えるときに非常に難しさがありますけ

れども、検討材料ではありますし、また、近隣の自治体などとも協議をしながら、その確保をし

ていかなければならないというふうに考えております。

それから、代替の庁舎についての御質問ですが、平成２５年に作成しました日吉津村ＢＣＰ、

いわゆる業務継続計画に記しておりますけれども、小学校体育館を代替の庁舎としております。

平成２７年に竣工したヴィレステひえづについても、防災行政無線の可搬式親局を設置しており

ますので、役場の代替施設での利用を検討をしたいというふうに考えます。

最後に、応急仮設住宅の土地についてですが、平成２７年度に修正しました地域防災計画にも

記載しておりますが、できるだけ集団的に建築できる場所として、公共用地等から優先して選定

し確保するとしておりまして、小学校グラウンドを想定しておりますが、村内にある程度の広さ

で整地された土地がないこと、鳥取県西部地震でも地割れや液状化現象が発生しなかったことか

ら、応急仮設住宅を建設することには適しているというふうに考えますけれども、熊本の地震で

も見られましたように、長期間の使用をするということになりますと、小学校のグラウンドや、

それから避難所として学校の建物を長らく使っていくことは、これは非常に無理、子供たちに学

習をさせなければならないということが出てきますので、その辺では公共施設、特に学校あたり
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に頼り切るというのは無理かなということで、さらに、この熊本の地震を受けて考えますのは、

改めてその辺を考え直す必要があるというふうに感じておるところでありまして、答弁としては

不十分さが抱えておるというふうに思いますけれども、以上で景山議員の一般質問に対するお答

えとさせていただきます。

○議長（橋井 満義君） 景山議員。

○議員（２番 景山 重信君） 最初の当初予算のことから。私、ずっと考えてまして、４月１日

施行ということで、きょうは６月の１５日、２カ月半も過ぎるのに、まだＪＡと協議中である、

こういうのが当初予算としてどんなもんかなという思いがいっぱいです。これでいいものかと私

は思ってしまうんです。そういうことになったら、当初予算５０万円提案した根拠というのは何

だったんですか。今改めて思わざるを得んようになったところでして、道中に課長に聞いたら、

５０万円が足らにゃ、また補正を組めばいいだけんっていうやな簡単なことも言われたような気

もしますけれども、何か当初予算の基本というのを、いい悪い、私たちも、執行機関と私たちが

いろんなことを話しやっこして、それで決定したことなんです、これ、５０万円というのは。そ

れを、ちょっと生きがい対策ということでの話だったんですけれども、私は３０年からの、これ

から主食用米、どうするかというときに、農家の人に何とかしてあげないけんな、今からでも、

２７年からでも元気出いておいてほしいなという思いの部分を訴えたつもりだったんですけれど

も、生きがいで５０万ということだったら、せっかく小学校のところで本当に、老人クラブの人

ですかいね、それから宮川のところでもアジサイつくったり、一生懸命、村のためにしてごされ

る人があります。この人たち、変な言い方かもしれませんけれども、この方に、それは５０万円、

それはありがとうございますって、それは喜ばれると思うんです。その５０万という根拠は何だ

ったか、担当者じゃなけにゃわかりませんので、担当課長でお願いします。

○議長（橋井 満義君） 松嶋建設産業課長。

○建設産業課長（松嶋 宏幸君） 景山議員の質問にお答えいたします。

日吉津村内には大きな直売所がございますけども、この中に約１００名近くの方が村内で利用

されておりますけども、その中で、５０万円程度の、１６％の手数料に対しまして５％補助をす

ることによって、新たな農地の耕作の維持とかそういうものも含めて、出荷することによって、

収量を出すことによって自分の収入にもなりますし、平均しますと月４万か程度のものの収入に

なりますので、そういうものも生きがい対策の一つとしてまたすることによって、この事業とい

うものを入れさせて、考えさせてもらいました。まだまだ大規模のそういう、３０年に向かって

の農家のほうにつきましては、村単独でありました２００万円のものを２２５万円にして、また、
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本年度からは少し単価のほうもアップしましたし、また、今年度、来年度に向かっては、３０年

の関係に向かってはしっかりと考えていくというふうに思っておりますので、よろしくお願いい

たします。

○議長（橋井 満義君） 景山議員。

○議員（２番 景山 重信君） 最初、私、述べさせてもらったように、地産地消の店の出荷５０

万円未満って、生きがいをということで、その話だけしか聞いてなかったですので、あとの、ど

げっていいますかな、月の締め切りは、１２月３１日に締め切りだとか行政の３月３１日とか農

協の１月３１日とか、その辺もきちんと農家の人に説明してあげんと、ちょっと税金の関係もあ

るけん、１２月３１日かな。そげすると、４月１日からこれが有効になれば、ちょっとまた考え

として違ってくるんだけん、４月１日からだったら３月３１日で締め切ってあげにゃ、１年間と

いうことで。その辺もきちんと予算審査のときも聞いたですけど、全然答えてくれないのでとい

うことで、こういう時期にこういう質問なんて本当寂しい限りだけれども、質問せにゃいけんや

になりましたので、その辺、もうちょっと答えてください。

○議長（橋井 満義君） 松嶋建設産業課長。

○建設産業課長（松嶋 宏幸君） 予算の審議の場所でも多少説明いたしましたけども、この予算

の期間なり額をどのようにして把握するのかというところで、この関係者の方の負担にもならな

いように、また、関係する機関の負担にもならないように、どのようにということで、大まかに

は今の１月１日から１２月３１日がいいのではないかというふうには考えておりますけども、果

たしてそれで実際にその関係する事務に影響がないかとか、また、口座の関係の振り込みとか、

そういういろんなものの事務がその方々に迷惑にならない方法はないかとか、そういうものも含

めて今、事務が滞りなくできるようなことがないかとか、できる方法はないかとか、そういうも

のも含めて今、検討しておりますので、もう少しその部分が決まりましたらお示しする予定でご

ざいますので、よろしくお願いいたします。

○議長（橋井 満義君） 景山議員。

○議員（２番 景山 重信君） 何か納得せんと先に進みませんので。

ただ、そういうことというのは、当初予算提出するときにきちんと確認してから、４月１日入

ったらもう農家の人に広報できるようにするべきもんだと私は思うんですけれども、ただ、もう

一つ問題で、小規模農家の元気につながるということもあったんですけれども、私、ちょっとこ

だわってしまいまして、何でこういう５０万未満の人、本当に５０万未満の人、それは４万わて、

月でいくと、１２カ月すると、そういう方なんですけれども、本当にそれは一生懸命、それは生
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きがいづくりの分ではすばらしい、村として、ああ、すごいいい村だなと思うんですけれども、

これからの３０年以降を見越したら、こういうような施策ではとてもだないけれども小さい農家

の人とて、もうつくらなくなりますし、大きな農家の人も、今、松田議員さんの質問でしたかい

ね、主食用米というのもつくれないように、現実的に言いますと、つくれないようになります、

５００円なくなれば。そのことも含めれば、何とか村のほうででももっと考えて、私たちも考

えないけんですけれども、村のほうとしても一緒になって考えねば、とてもとても小さい農家、

３反、５反つくっとったって、もう何もつくりがいがないような状態になりますので、その辺で、

また松嶋課長でお願いします。

○議長（橋井 満義君） 松嶋建設産業課長。

○建設産業課長（松嶋 宏幸君） 総合戦略の関係で、仕事づくりとか元気な村づくりというのが

ありますけども、仕事づくりのほうでは農業の支援ということで認定農業者とか認定新規就農者

のことについて述べておりますけども、元気な村づくりの中の元気な暮らし、健康寿命の延伸と

いうところの中に、小さな農の支援事業というもので遊休農地対策、また、生きがい対策の面か

ら直売所を利用する、そういう方も必要ではないかということで、昨年のこの審議会のほうでの

御意見を踏まえましてこの事業をしたわけでありまして、また、大規模農家につきましては、大

規模では今度、担い手とか、地域の中核になります農家につきましてはまた別の施策を考えなけ

ればならないと思っておりますので、御理解お願いいたします。

○議長（橋井 満義君） 景山議員。

○議員（２番 景山 重信君） 何かわかったような、わからんような。

認定農業者は、ほんなら別の何か施策を考えられるわけですね、今言われた答弁内容でいくと。

ただ、小さい農家の人には生きがいづくりということで、そのまま進まれるということなんです

か。もう一度確認させてください。

○議長（橋井 満義君） 松嶋建設産業課長。

○建設産業課長（松嶋 宏幸君） 繰り返しになりますけども、元気な村づくりの元気な暮らしの

中に具体的な事業ということで、小さな農の支援ということで、この中には小学生の体力向上事

業とか、そういうものもありますけども、農業の側面から遊休農地対策も含めまして、畑に出る

ことによっての生きがい対策という面からも、この小さな農のということで支援をしていくとい

うことであります。また、担い手のほうにつきましては、今度、仕事づくりのほうの中で農業の

支援というところで、具体的な内容といたしましては認定農業者の増加とか認定新規就農者の増

額というものに対しましての考えておりますので、この小さな農につきましては、元気な暮らし

－３４－



といいますか、健康寿命の延伸につながる事業ということで設けさせていただきました。

○議長（橋井 満義君） 景山議員。

○議員（２番 景山 重信君） そういたしますと、小規模農家の部分に対しては、３０年からの

ことを考えて、また、村単独の助成金ということで、最初の生産の部分であったように、そうい

う格好でほんならまた考えられるということですね。小規模農家の方に対しての対応というのは

そうされるということですね。違うんですか。

○議長（橋井 満義君） 松嶋建設産業課長。

○建設産業課長（松嶋 宏幸君） 景山議員の質問にお答えいたします。

農家につきましては、大規模農家、または自分のとこの農地を維持していく農家とか、いろん

な種類がございますけども、また新たに農業を始められる方とか、また村外から始められる方と

か、そういう方がいろいろありますけども、米とか、ああいう大きなものにつきましては、２８、

２９年度につきましてどういうふうになっていくのか、また小規模の農家につきましては、ずっ

とその方がつくられていくのか、また３年後、５年後の、果たしてその家族の方がずっとつくっ

ていかれるのか含みまして、農地の異動、集積、そういう大規模農家が土地を集約できる方向を

考えながら、どのように土地を利用していくかということも含めまして、大規模農家がやるべき

こと、中規模、小規模農家がやっていく場所とか、そういうものも含めまして、今後考えていく

予定であります。

○議長（橋井 満義君） 景山議員。

○議員（２番 景山 重信君） 小規模農家は何か今聞くと、二、三年後にはどうでもよんなあや

なことを言われるですけれども、認定農業者とか新規認定農業者というのが生きるのは、村長い

つも言われるとおり、小さい農家の人があってこそ、認定農業者とか、一生懸命つくっておられ

る方が生きるんであって、小さい農家の方は二、三年後には集約されるような、そういうふうな

話ではちょっと先に進みませんけれども、何か村長さん、ちょっこし先に進ませてください。

○議長（橋井 満義君） 村長。

○村長（石 操君） 地方創生総合戦略はとりあえず５年間ということですので、そういうこ

とになってますけれども、小さな農を支援するということでは、総合戦略が終わっても、どなた

かの答弁にもお答えしましたけれども、総合戦略の期間はとりあえず５年間縛りがかかってます

けども、それが終わっても持続可能である事業を考えるべきだと、子育てもそうですので、うち

げで、いわゆる国の農地集約という大きな方向性は出されてますけども、その中で国は小さな小

規模の農家は担い手に集約してしまえという意向もありますけども、到底そんなことをしたらう
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ちの農地を、いわゆる何人かの担い手で維持ができるかというと、できるとは思ってませんので、

それが多面的な土地利用の直接支払い制度などだと思ってますので、やっぱり農地のお持ちの方

はある程度の一定の集約化はできても、農地を持っていらっしゃるという責任は当然ありますの

で、そこは農業を持続させていく、維持をしていくということでは、貸してしまったけん、もう

ええわという話ではないと思ってますので、御理解をいただきたいと思います。

○議長（橋井 満義君） 景山議員。

○議員（２番 景山 重信君） 今、村長おっしゃる部分、わかります。地権者の人は本当に農地

を持ってるということを自覚せんと、とてもとても大きな分だけでは先に進みませんので、小さ

い農家の人も一生懸命になって努力してもらわんといけないということです。ということです、

課長さん。

それでは、次の質問に行きたいと思います。私、このカンゾウということは遠回しにしか言わ

ないようにしたんですけれども、このカンゾウというのは、事業主体というのは都道府県、市町

村、農業協同組合、法人、それから協議会とかその他農業者の組織する団体などというのがなっ

ておりまして、もう２３年ごろから、漢方薬の原料たる生薬作物の生産を支援します薬用作物等

地域特産作物産地確立支援事業ということで、実証圃の設立とか農業機械の改良、栽培マニュア

ルの作成、検討会の検討といういろんな格好でこういうのがもう出ておりまして、私が言いたか

ったことは、畑で収益があれば荒廃地はふえない。ただ、５０町のうち５町も荒廃地があるよう

ですが、どげすればということでこういう思いもなったわけでして、私、本当に行政として、農

協と相談相手となって何か村の畑をどうかしようという、最初にしゃべったことは、私の思いだ

けであって、カンゾウということは通告にはしておりませんでしたので、行政として何をすれば

畑で収益が上がって荒廃地がなくなるかという思いなんでしょうかな、ちょっとお答え願いたい

と思います。

○議長（橋井 満義君） 村長。

○村長（石 操君） 景山議員、カンゾウがいいというなら、カンゾウをつくられればいいと

思います。それは産地確立支援事業をお受けになるということだと、３人ほど組んで団体で組合

をつくって法人化して、そうすればこの産地確立支援事業を受けられると思いますので、そうい

う計画を立てられれば国の補助金を受けられると思いますので、カンゾウでこれいけるというこ

となら、それはそれで考え方としてはいいですので、どっちにしたって直接補助金出ないと思っ

てますので、間接補助金、国からおりてくる、市町村通っておりてくる補助金だと思いますので、

そういう法人でやるわいということなら、それはそれで成立すると思います。収益性が確かなも

－３６－



のであるということで景山議員が考えられるなら可能ではないかと思いますし、景山議員そのも

のは法人ひえづを持っていらっしゃいますので……（「別な部分で」と呼ぶ者あり）その法人な

ら畑作物の補助事業とれるのではないかというふうに考えますので、ただ、初めての話ですので、

こっちとしては検討を、本当に補助になるのか、経営試算どうなるかということはやっぱりして

みないけんなという思いはしております。以上です。

○議員（２番 景山 重信君） ありがとうございました。元気出してみたいと思います。

それでは、もう一つ、今、麻黄ということで説明したとおりですけども、米子市で３人の遊休

地を憂慮した職員が麻黄ということで、鳥大医学部を目の前に置いちょって需要があるのでとい

う格好で市長さんに提言して、一緒になって取り入れてもらったという、こういう記事も出てお

ったし、しゃべりもしましたけれども、私、この提言というのも本当に、主体というのがＪＡと

いうことで、後、発表があったんですけれども、この３人の職員の提言を取り入れられた市長と

いうのもやっぱし本当にそういう思いが、遊休農地というのを防がにゃいけんなという思いがあ

って取り入れられたんだなと、本当に私、この事業成功させてほしいと思っております。

それで、よそのことを言っちゃあ、よそにはこういう職員もおりますし、日吉津村でもこうい

う発想のある職員がおってほしいなというような、私、思いがしてなりません、今。子を持つ親

の身として本当に申しわけないですけれども、今、ちょっと聞いてみたいのは、一番村民の人の、

農家の人の気持ちをわかっておるというのが産業現場の第一人者である、私は産業課長だと思っ

ておりますけれども、こういう職員の発想っていうのをどげに思いられるもんか。わあ、大変だ

なと思われら大変でもいいですけれども、いい発想だなと思って、私も行政マンの発想とは思え

んようなことであったんですけれども、基本的にこういう畑をどうかしたいという、例えば水田

ですとローテーションが、３０年ローテーションが組むか組まんか、その辺からの論になってく

ると思いますけれども、どげっていうですかな、農業の発展ということのためにどうしたらいい

のか、畑というものを、何かその思いというものをちょっと語ってもらったらありがたいです。

あなたについていきます。

○議長（橋井 満義君） 松嶋建設産業課長。

○建設産業課長（松嶋 宏幸君） 米子市の職員の取り組みは、それは大変すばらしいことかと思

いますけども、米子市では１４０ヘクタールぐらいの遊休農地が固まってあるということであり

ますので、そういう部分では産地化というものもできるかと思いますけども、日吉津村では、私

も昨年、新規就農者と語る会とかそういうのを踏まえましていろんなことを聞きますと、今まで

は畑地ということでなかなか日吉津村では難しいと思ったところが、逆に他の町からしてみれば、
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日吉津村の畑が非常につくりやすい、ネギがつくりやすいとか、そういうようなこともたくさん

聞くようになりましたので、こういう部分も含めまして、それをどうサポートしていくかという

ことも片一方では大変重要だというふうに考えておりまして、どのようにしてその団地化といい

ますか、固めてその方に畑を何とか提供できるのかとか、またそういうローテーションという、

田んぼとローテーションもありますので、例えばそういうローテーションを今後考えていく上で、

その方がうまく利用していける方法とかそういうものを聞き取りしながら、日吉津村の畑でした

いという方もふえておりますので、そういう形で日吉津村の場合は荒廃地なり畑の利用を進めて

いきたいというふうに考えております。

○議長（橋井 満義君） 景山議員。

○議員（２番 景山 重信君） ありがとうございました。村外から畑でネギということでの部分

で、あとおっしゃることはよくわかります。本当に喜んでおりますので、何とかその辺も含めて

成功してもらわんといけん部分だと思っております。

そこで、私が今お尋ねしたのは、あなたがどうするかってっていうことはわかったんですけど、

そういう将来にわたってどういう、私が米子市の３名の職員がすばらしいなと言ったのは、そう

いう発想をされる職員というのが私は大好きなんだ。今、それは日吉津に入ってきたからどうに

かしてやろう、それは私でもできるんです。何かそういう発想のことを思いつかれんかなという

ことの私の質問だったわけですけれども、何かあったら。

益田さん、何かあったら、課長……。

○議長（橋井 満義君） 村長。

○村長（石 操君） 私が答えます。どなたかにもお答えをしましたけれども、やっぱり日吉

津の役場の職員であると同時に、そこに生活をするわけですから、この地域がどうあればいいの

かなということは当然みんなが考えるべきことでありますし、結局公務員である前に住民でなけ

ればならない、土地を持っちょうけん農民でなければならないということが基本だと思ってます

ので、米子市の麻黄栽培ということがあったかもしれませんけれども、職員はやっぱりそういう

姿で、いわゆる地域の住民であるということを前提に物を判断をして、地域がどうあればいいの

かということを考えるべきであって、農業だけに限らず、子育ても高齢者対策も全ての、数々あ

りますけれども、全てのことにそういうことで気持ちを持って臨むべきだというふうに思います

ので、改めてそういう職員の指導をしていきたいというふうに思います。以上です。

○議長（橋井 満義君） 景山議員。

○議員（２番 景山 重信君） 今お伺いした、あちこちで、村長さん、カンゾウというのは日高
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町とか肝付町とかで事業主体が市町村になっちょうとこがよけありまして、それからこの間新聞

に出ちょった高梁市の有漢地区っていうところでも、何だかそれもカンゾウ栽培でっていうこと

も出ておりましたし、そういう予算がつくもんで、国の予算というのが、その辺のことも私は勉

強してほしいなと思ってのことでした。

それで、最後に、熊本、大分のほうの震災を教訓に村でも地域防災計画新たに示されまして、

上下水道とか、復旧資材の備蓄はどうだとか、なかなかそろわない部分もあるんですけれども、

答弁いただいたと思っております。

ただ、私、ここで言いたいことは、昔から備えあれば憂いなしという言葉もあるもんで、想定

外の想定外をせないけん、これが行政だと思っておりますので、この辺の気持ちというのも私は

議会としてよくよく考えておりますので、向こうで、要するに足らないもの、食料３日間、それ

以上、だってよそから炊き出し等々っていうことではいけませんので、各公民館と保育所とかに

してあるんだそうですけれども、またほかの避難所のところにも、それはあり余るほど、そうい

う事態が起こらないということを想定した発想であると私は思わざるを得んですので、想定外の

想定外したならば、そのぐらい覚悟を決めて保管してあっても私はいいと思うんですけれども、

どうでしょう。

○議長（橋井 満義君） 村長。

○村長（石 操君） 本当に大変な地球環境になってきました。どこが最悪なのかということ

が想定しにくくなりました。こればっかりあるわけじゃありませんので、最悪何が起きるのかな

ということを考えながら生活をこの場でしておりますけれども、でも、そこには、例えば仮設ト

イレを市町村で村民の部分を確保しておくということになると、これも大変、それ一つとっても

大変なことです。ですから、それは大きなところからの使い回しなどをしておるというのが実態

ですので、このたび熊本の益城町に職員が行きて、１人帰りましたけども、その前にボランティ

ア１人行きて、話が多少ずれますけど、保健師を出すようにしてましたけど、向こうから断りが

あったということです。中身は聞いてみますと、定期的な健診を、子供の健診などをしていかな

ければなりませんけれども、どうもそこんところが回ってないという情報は来てますけれども、

隣の長崎県の保健師の応援だけで、全国の応援は断りがあったということで受けてます。

益城町の様子を聞きますと、個別の話が出てきて、ボランティアをさばくことができないと。

首長も副町長も担当課長も、それぞれの課題に追われて調査を指揮していないという現実がある

ようですので、それは３万０００人の町でそういうことですので、とんでもないことになって

おるなというふうに見てます。ですから、４００人のボランティアが午後の２時半にならんとさ
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ばけんような事態になってますので、大変かなというふうに思いますけれども、そこは自治体と

住民との間ができ過ぎたということですので、改めて備蓄をしておく、準備をしておくという、

そのことは理屈としてはわかりますけれども、ある程度限界があるかなというところで、その限

界もやっぱり見きわめが必要だというふうに考えますので、答弁になりませんし、変なところを

話してしまいましたけれども、気持ちはそういうことです。想定外が何があるかという想定でき

ませんけれども、備蓄ができることなら備蓄も災害復旧も十分でなければなりませんけれども、

なかなかその辺は難しさがあるし、それから住民の皆さんが最低限、何日間、自分で自力で生き

続ける、支援を待たずに自分で自分の身を守り続けることができるのかということも、改めて住

民の皆さんにお願いをしてかからなければならないというふうに考えておりますので、よろしく

お願いしたいと思います。

○議長（橋井 満義君） 景山議員。

○議員（２番 景山 重信君） 気持ちはわかりました。ただ、私も今言いますように、自分の体、

財産はみずからが、自分が守らにゃいけません。これが世の常識、基本です。それを訴えられた

後は、議会と行政とで何とか住民説明でもして、どの程度までとかいう部分では納得してもらう

方法も可能だないかなとは私は思っておりますので、基本は自分の命、財産、自己完結が基本で

すので、それ以上のことを言われたってとてもできることじゃありませんので、その部分を行政

と、また議会とで、ちょっと先に進めてほしいなと思っております。終わります。

○議長（橋井 満義君） 以上で景山重信議員の一般質問を終わります。

○議長（橋井 満義君） 暫時休憩に入ります。午後の再開は午後１時より開会をいたしますので、

議場に御参集ください。

午後０時００分休憩

午後１時００分再開

○議長（橋井 満義君） 再開いたします。

午前に引き続き一般質問を行います。

なお、午後の一般質問の予定は、通告４番、議席番号８番、井藤稔議員、通告５番、議席番号

１番、河中博子議員、通告６番、議席番号６番、江田加代議員、通告７番、議席番号５番、三島

尋子議員、通告８番、議席番号３番、松本二三子議員、以上５名の議員の通告を受けております。

ここで議長より申し上げます。本日の会議時間は、日程に掲げました一般質問が終了するまで、
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あらかじめ延長をいたします。

通告４番、議席番号８番、井藤稔議員の一般質問を許します。

井藤議員。

○議員（８番 井藤 稔君） ８番、井藤でございます。４番目と、４番バッター、午後１番バ

ッターということで質問させていただきたいと思います。

本日は、３点について質問させていただきます。まず、第１点が、予算の執行状況の確認と公

表についてであります。２点目が、防災基本計画の検証と訓練の実施についてであります。３点

目が、議会基本条例に関する村長の基本認識について伺いたいと思います。以上、３点について

順次質問をさせていただきます。

まず、１点目の予算執行状況の確認と公表の件であります。先月５月１３日になりますけども、

会計が締められる直前でございましたけども、本年第３回の臨時議会が開催されました。その中

で、いわゆる条例やら、あるいは平成２７年度の一般会計補正予算、年度的には第１０回目の補

正予算でしたけども、これが上程されました。その中で全額あるいはほぼ全額が執行されなかっ

た事業予算が２０数件と私は表現しましたけども、実際にはもっと多くあったようでございます、

２０数件ございました。そういうことで、そのあたりのいわゆる執行について一部質疑はさせて

いただきましたが、きょうはもう少しこの点掘り下げてお聞きしたいと思います。不執行予算、

事業ということになるかもしれませんが、これに関する村長の基本認識、あるいは不執行予算、

事業のとっておられる回避措置、そういうふうにならないようにどういう点に注意しておられる

のか、この点について、まず１点はお伺いしたい思います。

２点目が、防災基本計画の検証と訓練の実施の関係であります。先日、この議会に入った後で

すか、６月３日の日にこの本定例会の開催に向けた全員協議会の席で、私たちが長い間待ち望ん

でいた日吉津村の防災計画が執行部のほうから示されました。その説明の中で村長から、あくま

でも防災基本計画は、いわゆる防災対策の出発点であるという説明を受けました。そういうこと

ですので、今後計画が有効に機能するかどうか、あるいは不足している部分はないんかどうか、

この点について、私は早急な検証が必要ではないかと、このように考えます。今後、今回策定さ

れました計画の検証、あるいは村民への周知、あるいは実際、先ほどから話にも出ておりますよ

うに訓練の実施、あるいは災害が発生した際の対策本部の運用などにつきましてどのように今後

考えておられるのか、この点についてお聞きしたいと思います。

３点目が、議会基本条例に関する基本認識であります。昨年の７月であったと思いますが、議

会の特別委員会の中に議会改革部会が設置されました。要は特別委員会が行財政改革、議会改革、
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特別委員会なんですが、これを２つに分けまして、一方では行財政改革、そして片やもう一方が

議会改革ということで、部会が設置されたわけであります。議会改革部会では、差し当たり議会

基本条例をつくろうということで昨年７月から検討に入っております。間もなく１年になるとこ

ろであります。先日、それ以来第１５回目の部会の開催を経まして、条文解釈を入れた素案、た

たき台でございますけども、これを完成いたしました。そして今月の２４日金曜日ですけど、今

月の２４日には大学のほうから専門の教授を招きまして、議員の研修会を実施する予定になって

おります。検討いただく素案については、既に教授のほうに送らせていただいて、事前に検討し

ていただいていろいろ御指導いただくということで進めております。１２月議会には上程予定に

いたしております。今後執行部との協議や村民からの意見集約のための出前講習やパブコメなど

も実施予定にいたしております。ここで、村長の議会基本条例に関する基本認識と、１２月に予

定しておりますが、その前の前段階の協議、執行部との協議も考えとるわけですが、協議に関す

る意向などについて、まずお伺いしたいと思います。

以上３点、まず質問させていただきました。答弁をいただきまして、必要があれば追加質問を

させていただきたいと思います。

○議長（橋井 満義君） 村長。

○村長（石 操君） 井藤議員の一般質問にお答えをしてまいります。

最初に、１点目の予算執行状況の確認と公表はということでありますが、５月の１３日に開催

をいただきました第３回臨時議会におきまして、平成２７年度の一般会計補正予算（第１０回）

の専決処分を承認いただいたところでありますが、これは平成２７年度の臨時財政対策債の借入

額を確定させるために不用額を精査し、歳入歳出それぞれ４９９万０００円を減額をさせて

いただいたものであります。

御質問の中で、全額あるいはほぼ全額が執行されなかった事業予算が２０数件あるという御指

摘がありますけれども、全額未執行の事業としては、対象となる申請者がなかったために減額を

した障害者住宅改良事業が１つと、他の業務との兼ね合いから業務執行がうまくいかなかったた

めに減額した地域少子化対策強化事業の２つであります。このほかには報償費や需用費といった

節の部分で、当初予算書の予算説明と比較して２０数件の減額となるものがありましたが、先ほ

どの理由のほか、経費を節減したという結果でもあるかというふうに考えております。

不執行、いわゆる執行しない予算に関する基本認識と回避措置についてということであります

が、適正な予算執行に向け、業務を推進するということが基本であり、全体的には適正な予算執

行を行っているというふうに考えております。中には、担当課や担当者の業務執行上やむを得ず
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後回しをしたことで、結果的には未執行となったものもあります。その部分については業務の進

め方などを工夫するとともに、適正な執行に心がけるよう、職員へ指導を徹底をしたいと考えて

おります。特に対象となる事象や申請者がなったものにつきましては、いま一度制度の周知を図

りながら、適正な事業実施に取り組みたいと思いますので、御理解をいただきたいと思います。

この制度の周知が不十分だったなというのは自分自身も反省をしたところであります。

次に、２点目の防災基本計画の検証と訓練実施という質問にお答えをしてまいりますが、平成

２７年度に修正したということで、日吉津村地域防災計画の今後の検証、村民への周知、訓練の

実施、対策本部の運用についてどのように考えているのかということでありますが、村民への周

知についてはホームページで閲覧をできるようにしておるということでありますし、何といって

も、今後は村民の皆さんへ説明の機会を設定する必要があるというふうに考えております。

また、計画の検証、訓練の実施、対策本部の運用についてでありますが、全部改正に近いもの

となっておりますので、村としましても、毎年行っております防災訓練や、台風などによる警報

発令時などにおいて、計画に基づいた災害対策本部の設置、運営、情報伝達等を実施するなど、

計画の有効性の検証を行いたいと考えております。検証の結果として、実災害時の運用にふぐあ

いがあるというようなことであると、適宜、日吉津村防災会議を開催しながら、御意見も賜りな

がら、地域防災計画の見直しを行いながら、実効性のある計画に修正したいと考えておるところ

であります。

３点目の議会基本条例に関する基本認識と上程前の協議に関する意向はという質問にお答えし

ます。議会基本条例については、素案を完成をされたということでありますけれども、さらに今

後議員の研修会を開かれ、村民の意見集約や出前講座やパブリックコメントが実施されるという

ことで先ほど御指摘があったわけでありますが、議会基本条例は、自治体の憲法、我が村の憲法

としております自治基本条例第１１条にうたっておりますが、議会の役割と責務などの具現化を

目指したものと解釈をいたしておりますので、村といたしましても、自治基本条例とともに必要

な条例であると認識をしております。行政と議会が、それぞれが村民の負託に応えるべきもので

あると考えております。今後、議会基本条例について村に協議があれば対応をさせていただきた

いというふうに考えておるところでありまして、以上で井藤議員の一般質問に対するお答えとさ

せていただきます。

○議長（橋井 満義君） 井藤議員。

○議員（８番 井藤 稔君） それでは、１つ目の質問からさせていただきたいと思います。村

長のほうもはっきりとはありませんでしたけども、議会で議決したもんですので、いずれもそう
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いうことで議会のほうも必要があるということを認めて議決しとるわけでして、そういうのがや

はり不執行になるちゅうのは余りいいことじゃないじゃないだろうかと。先般資料をお願いしま

したら、私は２０数件ぐらいだったと思うんですけど、４０ちょっと余りありました。それから

その中では、村長がおっしゃるように、当然適用される対象事業がなかったというのもあったり

するのは事実でありますし、さまざまなことが予想されますけども、やっぱりこういうのは当然

要るんじゃないだろうかなと思うのも中にはあるわけでして、そのあたりが、議決した議会のほ

うからいえば、やっぱり執行していただかんことには議決責任を果たすことができないというの

が議会のほうの立場でありまして、この点をひとつ御理解いただいて、今と思いますけど、よろ

しくお願いしたいと思います。

それで、１点ちょっとお聞きしてみたいのが、質疑のときにも話ししましたけど、日吉津村の

財政事情書の作成と公表についてという条例がありますですね、村の条例がございます。地方自

治法の第２４３の３の第１項を受けた条例なんですけども、あります。この中に４件ほど、この

自治基本条例により公表するという項目がありますけど、これは御存じでしょうか、どうでしょ

うか。

○議長（橋井 満義君） 高田総務課長。

○総務課長（高田 直人君） 井藤議員の御質問にお答えします。

前回の質疑のときにはちょっと見てないということでありまして、その後調べさせていただき

まして、確かに第３条ということで、財政事情書には次のものを掲げるということが掲載されて

おります。そのときにも申しましたけども、完全なものではありませんけども、広報であったり

ホームページであったり報告しておりまして、ただ、この条例に基づいて半年半年の公表という

ことも書いてありますので、今、財政の担当のほうともこれに基づいてやらないといけないかな

ということで検討してるところですので、御理解をいただきたいと思います。以上です。

○議長（橋井 満義君） 井藤議員。

○議員（８番 井藤 稔君） いただいた資料では、資料、実は２種類いただいたんですけども、

公表してますよということで回答いただいて、なおかつそのいただいた資料というのが、本当に

これは予算の歳入歳出を示す資料になっとるんだろうかどうなのか。と申しますのは、いただい

た資料というのは、１つは決算カード、決算カードというのございますね、総務省が出しとる、

あれに必要な情報だということで、向こうに多分送られる資料だというふうに私は理解してます

し、それからもう一つも同じような資料でして、歳入歳出の執行状況がわかる資料とはなってお

りません。ですから、何か勘違いしとられるんだないじゃろうかなと思って、実はこれ、今、質

－４４－



問させていただいとるわけですけども、課長からさっき話があったように、決してそういうもん

じゃないです。なおかつ、この条例というのは平成２７年から施行されております。多分附則に

改正されたという内容ございませんので、そのままずっと走ってきとるというのが、曖昧なまま

で走ってきてるというのが本当じゃないんだろうかなという気がいたします。そういうことです

ので、課長から今説明ありました、ぜひ早急にその点お願いしたい。これは村民に公表するとい

うことになっておりますので、その点確認していただいて、それでもって対応していただくとい

うことで、まずこの点どうでしょうか、約束いただけますでしょうか。

○議長（橋井 満義君） 高田総務課長。

○総務課長（高田 直人君） 先ほども申しましたように、２回の公表ということで、掲示のほう

に告示ということも載っておりますので、そういうぐあいにしていきたいというぐあいに思って

おります。以上です。

○議長（橋井 満義君） 井藤議員。

○議員（８番 井藤 稔君） それと、この条例によりますと、公表の方法っちゅうのは公告式

条例というのがありまして、そこの公営掲示場がありますね、あそこへ張り出すということにな

っております。それで実際に毎回しとるということでしたので、実は朝行ってみました。選挙委

員会ですか、選挙委員会の委員さんの公示や何かのあれでこれの関連の気もないという、何も掲

示ありませんでしたので、これはようわかってないなというふうに感じたんですけども、ほかの

自治体なんかを参考にすれば、こういう掲示場だけで村民の人に公表できるわけも何もありませ

んので、いわゆるホームページにも出すとか、あるいは文書で出すとか、いろいろ条例改正が図

られとります。そういう点もあわせて早急に検討していただければと思いますので、よろしくお

願いしたいと思います。

それともう１点、ちょっと確認させてください。先般私、質疑のときにお聞きしました中で、

法定事項はありませんですか、予算執行のされてない事項に、法定で、法律で決められたのでや

らなければならないというのになりませんかということで質疑させていただきました。その際に、

確認していないので調べてみとくということでしたけど、この点はどのように把握されておりま

すでしょうか。お聞きしたいと思います。

○議長（橋井 満義君） 高田総務課長。

○総務課長（高田 直人君） 法定事項の件につきましては、担当に聞いたところ、法定事項のこ

とではないというぐあいには聞いております。以上です。

○議長（橋井 満義君） 井藤議員。
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○議員（８番 井藤 稔君） ないというふうに聞いとるっちゅうのは、誰がどのように判断さ

れたもんですか。

○議長（橋井 満義君） 高田総務課長。

○総務課長（高田 直人君） この間言われた、ちょっと今思い出せませんけど、１点、これは法

的なもんじゃないかということであったものを確認したら、ないということであったということ

で確認しております。以上です。

○議長（橋井 満義君） 井藤議員。

○議員（８番 井藤 稔君） １点ちゅうのは、どういうあれですか。何を確認してごされたで

すか、ちょっとお聞きしたいと思いますけど。

○議長（橋井 満義君） 高田総務課長。

○総務課長（高田 直人君） 休憩させていただいてよろしいですか。

○議長（橋井 満義君） 暫時休憩します。

午後１時２５分休憩

午後１時２６分再開

○議長（橋井 満義君） 再開いたします。

高田総務課長。

○総務課長（高田 直人君） 失礼しました。産業医につきましては法定ということでありまして、

これは衛生委員会を設置して産業医を設定するということで、もともとの衛生委員会がまだ正式

に立ち上がっておりませんので、これについて、産業医の委託料を組みましたけども産業医をで

きなかったということで、早急にこの衛生委員会というものを立ち上げていかないといけないと

いうことでありますので、確かに言われたように法定で決められたもんですので、今後検討して

行っていきたいと思います。以上です。

○議長（橋井 満義君） 井藤議員。

○議員（８番 井藤 稔君） わかりました。その点についてはよろしくお願いしたいと思いま

す。法定で決められたもの、なければならないというのといろいろあります、表現いろいろあり

ますけど、これはどうでしょうか。５０人以上の従業員がおるところということになっとると思

いますけども、村の場合は何名ということで把握しておられますか。

○議長（橋井 満義君） 高田総務課長。

○総務課長（高田 直人君） 臨時、非常勤等も含めてということですので、５０名以上というこ
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とで本村はこれが必要だということで認識しております。以上です。

○議長（橋井 満義君） 井藤議員。

○議員（８番 井藤 稔君） わかりました。法定の必須の事項だということで理解しておいて

いただいとるということですので、ひとつその点早急に対応方よろしくお願いしたいと思います。

もう１点は、移動系無線点検の委託料というのがございます。これはどうなんでしょうか。こ

れも多分確認、あるいはされてないかもしれませんけど、この点も電波法の絡み、多分なるんじ

ゃないかと思います。私も詳しくは確認しておりませんけども、多分なるんじゃないだろうかと

いうふうに思っておりますので、この点もあわせて確認していただきたい。要はともあれ、確実

にそういう点、法定事項などはきちっとやっぱり執行するようにお願いしたいと、このように思

います。

それから、詳しくは申しませんけども、３年連続手形モニュメント、もう言いたくないんです

けど、本当は、３年連続同じ予算がついとります。１万０００円ちゅうのがついちゃ消え、つ

いちゃ消えしとりますけど、１つぐらい直ったんでしょうか、どうでしょうか。

○議長（橋井 満義君） 高田総務課長。

○総務課長（高田 直人君） ３年連続でついてるということですけども、なかなか特定ができな

くて、修繕ができてないということであります。その辺も含めて、ちょっと今後検討していきた

いと思います。以上です。

○議長（橋井 満義君） 井藤議員。

○議員（８番 井藤 稔君） 確認がついてないということですけども、いわゆるもうバックデ

ータがないちゅうことなんでしょうか、どうでしょうか。もしそういうことであれば、それなり

に別の手だてを、あるいはその原因が私もようわかりません、説明全くありませんのでわかりま

せんけども、そのあたりをしっかり押さえていただいて、もし委託されとる人がいかんかったら、

かえていただいたらどうですか。不適格業者ですよ、そんなのは。私はそう思いますよ。村長、

そういうことで約束しとられてきっちり対応するっちゅうこと言っていただいとりますので、そ

のあたりをしっかり押さえて、ひとつよろしくお願いしたいと思います。

また、これらについては、ひとつ議会のほうに報告してください、ほっとかずに。いろいろ質

問してああだこうだっちゅうことで判断いただいたり約束いただくんですけども、やはりそのあ

たり、事後の経過というのが全くわかりません。打てば響くような行政ということを盛んにいっ

とき言われたことありますけども、本当にわかりづらいと私自身は思います。そういうことです

ので、よろしくお願いしたいと思います。担当もいろいろ、この間異動があってかわったわけで
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すので、そういうときがやはりいいかわりどきじゃないかと、施策などの変えどきじゃないかと

思いますので、期待しておりますので、ひとつよろしくお願いしたいと思います。

時間の関係ありますので、もし時間が余りましたら、この関連もう少しお聞きすることがある

かもしれませんけど、次行きまして、防災の基本計画の検証と訓練の実施、２つ目でお願いした

いと思いますけども、村長も防災計画の計画策定は災害対策の出発点だということを言っていた

だいておりますので、今後ますますこのあたりは対応していただけるだろうなというふうに思っ

ております。

私が心配なのは、やはり防災計画をつくったわけですので、ですからいろいろ、先ほどこうい

う点は、こういう点はということをお話ししたと思います。計画の検証とか、村民への周知とか、

訓練の実施方法をどうするのか、対策本部の運用はどうされるのか、これは本当に防災対策を進

めていく上での重要な配意点だと思いますので、この点ひとつよろしくお願いしたいと思います。

正直言いまして、できたあの計画ありますね、私もざっと、えらい粗いあれでしたけど、目を通

させていただきました。誤字もありました。ですけど、そんな細かいことじゃなくて、やはりこ

の計画が本当にいざいうときに役に立つんかどうか。実践がイコール訓練だったっちゅうやなこ

とでは対応が確実におくれてしまいます。そういうことですので、ひとつ先ほど申しました４点

ほどについてはぜひお願いしたいと思います。

それでもって、考えていただく上での配意点について、私なりのちょっとお話できればと思い

ますけども、まず検証の関係です。検証する、今のようなやはり訓練方法では、問題点の検証は

できないと私は思います。やはり限界や問題点が発見できるような訓練が必要なんだろうなとい

う気がします。訓練はやはりいざいうときに役立つための訓練ですので、訓練でしっかり泣いと

いてもらうということが必要なんだろうなと思います。

それから、村民参加の関係ですが、広報するということで答弁いただきましたけども、この４

冊、ここに持ってきておりますけども、ちょっと出しませんけども、４冊の小冊子になってまし

た。多分あれ全部読まれた人っちゅうのは、村民の人で、担当の補佐や村長、執行部の方は別と

して、なかなか目を通すのも大変な資料だなと私は思いました。そういう点では、本当に、今い

ただいとるのが、古いのが平成８年のです。ですから、今回平成２８年ですので２０年ぶりの防

災基本計画ですので、ですから余り、一部は改正があっとるかもしれませんけども、いやあ、大

変だったろうなという、実際のところそういう気持ちがあります。ありますのとあわせて、やは

り今後どんどんこのあたりを検証したり、実際の訓練、役に立つような訓練、実際の際に、まさ

かの際に役に立つような訓練をやっていくためには、やはりマニュアルの作成がぜひとも必要じ
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ゃないだろうかという気がいたしました。

現在、マニュアルを作成するというので出していただいたものがあります。ここにちょっと持

ってきとるんですけど、これですね、これももう一回ちょっと見てみたんですけど、家庭防災ハ

ンドブックというのが、これあります。これ非常にコンパクトでわかりやすい、ぜひ読んでいた

だきたいなという気持ちは私持っております。村民の方にぜひ読んでいただきたい。だけども、

大半が、これ書かれとるのは救急法の内容がほとんどであります。あと二、三、いわゆる防災対

策上、基本的なことが載っております。ですけども、これじゃあ、やっぱり役に立ちませんので、

もう少し肉のついた、本当に日ごろから村民の皆さんが考えておく必要があることについての、

いわゆる防災ハンドブックをぜひ早急につくっていただきたいと思います。これはもし補正でも

出してでもやってやるということであれば、ぜひ議会のほうも応援していきたいと思いますので、

早急な対応をひとつよろしくお願いしたいと思います。あと出とるのは、これは米子市と日吉津

村の津波ハザードマップというのが、村民、村の関係あるといったら出とるぐらいですので、申

しわけないですけども、計画とこれでは到底対応できないと思いますので、ぜひ村民参加という

ことを考えられるんでしたら、マニュアルを作成していただきたい。そして、そのマニュアルに

基づいて村民の多くの皆さんに参加していただく訓練を実施していただきたい。そして、いわゆ

る１回すりゃ終わりっちゅうんじゃないんですよね。やはり習熟訓練が必要です。意識づけるち

ゅういいますかね、やっぱり村民の皆さん自体に。私はその点で思うのは、まだまだ防災意識低

いなという気がしております。私も防災訓練は参加するようにしとるんですけども、避難バッグ

を、緊急携帯バッグっちゅうんですか、そういうのを例えば持って出とられると、本当に探すの

もえらいぐらいな状態だと思いますので、そういう点をしっかりひとつやっていただいたらと思

います。幸いこのハンドブックの中にはそのこと出とりますので、ですから、こういう点ではこ

れは非常に役に立つ部分もあるなという気がしております。

それから、先ほどもありました、同僚議員の話もありましたけど、訓練内容、先ほど執行部の

ほうの話もありましたけど、やはり自治会を中心とした訓練というのも本当にいいじゃないんだ

ろうか、必要なんだろうなというふうに考えております。要は村民を交えて、訓練内容自体もで

きれば検討されたらどうかなという気がします。そのこと自体が本当に役に立ってくるという気

がいたしております。

それから、訓練シナリオ、今まで数回私も参加させてもらったり見てしとりますけど、シナリ

オ書いたような訓練はもうやめられたらどうでしょうか、シナリオ書いたような訓練は。無線で

の通話の内容までシナリオどおり、やっぱりああいうのでは本当に役に立たない。問題点も見つ
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からないんじゃないだろうかという気がしますけど、この点どうですか。

もう一つ、対策本部の関係であります、対策本部。私は一番この点で思いますのは、この防災

基本計画、災害対策基本計画っちゅうんですか、これを見せていただいて、いわゆる指揮系統も

ありました。村長、それから村長がもし欠けた場合、対応できない場合には総務課長、それから

次が、いわゆる防災監といいますか、防災担当の課長補佐、これ総務課の方になるんでしょうか。

それからその次は、いわゆる上位っちゅうか、一番経歴の長い課長さんということで、この中で

一番経歴の長い課長さんというのは、実はどなたになりますか。どなたになりますか。

まあ、いいですわ。

○議長（橋井 満義君） 井藤議員。

○議員（８番 井藤 稔君） わかりました。多分村長が困られるぐらいですから、みんながや

っぱり誰だいというようなことになるんじゃないかと思います。だから、事さようにそういうよ

うな指揮系統だということを考えていただいて、それであれば、日ごろからやっぱり誰っちゅう

ぐらいをある程度具体的に、おまえだぞ、日ごろから勉強しとけよということでやっていただい

たらと思います。村の職員の方も、幸い村長はすぐ近くに住んでいただいておりますので、まさ

かのときも対応できると思いますんで、あるいは課長も日吉津村内の居住ですから、その点は差

し当たりは大丈夫かと思いますけども、やっぱりまさかということがありますので、やはりいず

れの場合にでも対応できるような指揮系統もきっちりやっといていただきたい。これはやはりや

ってみるとわかります、わかります。

ところで、いわゆる全体配備っちゅうのがありましたね、全体招集っちゅうんですか。これは

何名ですか、何名の体制になってますか、基本計画上は。

○議長（橋井 満義君） 高田総務課長。

○総務課長（高田 直人君） 全体ということであれば職員ということ、正規職員ですので、今、

４８名だということで。

○議長（橋井 満義君） 井藤議員。

○議員（８番 井藤 稔君） ４０のその余りのほう、これについては私もないですけど、この

間いただいた基本計画からすれば、４５名になっております。これは村長以下、いわゆる対策本

部長も含めての数かどうかはちょっと私も見させてもらってわかりませんですけども、４５名に

なっております。それでの話なんですけど、４５名では絶対対応できない。村長もさっきおっし

ゃってましたけど、４５名というようなあれじゃもう到底対応できない。大きな災害なればなる

ほど、もうだめです。ですから、可能な限り大きな規模での訓練を１回してみてください。本当
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に回るかどうか、災害対策本部が本当に回るのかどうかわかりますんで。私も２回か３回、災害

対策本部見せていただきましたけども、本当に回るんだろうかという、実際のところ心配がござ

いました。そういう感じを受けましたので、１回やってみてください。そしたらわかりますので、

果たしてできるんだろうか。今、１人の方が２つも３つも対応する係をもらって、はい、これ終

わった、次はこれっていうことでの訓練になっておりますけども、ああいう訓練では、やはり本

当の問題点わかりませんので、ぜひお願いしたいと思います。

それから、要は組織を総動員した訓練、これをぜひお願いしたいと思います。やはり大きな体

制で向かえば、何ぼでもそれは次、縮小できます、縮小するときはすぐですよね。以前聞いたと

きに、村長も翌日の勤務があるんだからと、通常勤務もあるんだからということを心配しておら

れましたけども、そういうことで実際大きな災害があったときにどうかっていったら、そういう

こと言っとれませんよね。まずは災害をどういうふうにクリアしていくか、３日間必要であれば、

３日間どのようにしてやっていくかということだろうかと思いますので、ぜひよろしくお願いし

たいと思います。訓練の実施方法を早急に検討していただきたいということです。どうでしょう

か、この点。

○議長（橋井 満義君） 村長。

○村長（石 操君） もう少しといいますと、鳥取県西部地震は平成１２年だったと思います

が、午後の１時半に発災をしたということで、そのときは米子のビッグシップで全国介護保険の

サミットが開催されておりましたので、うちの首長が帰ってきたのが２時間後ぐらいだったと思

います。あの程度の災害でしたので、あの程度という言い方はいけませんけれども、村内を確認

のできる範疇だったというふうに思っています。３時半にはイオンが、弁当が提供ができますと

いうことを言ってきたというふうに記憶をしてます。それから、お年寄りさんが非常に先祖を心

配をされて墓に行かれたということがございましたので、これは墓の、何といいますか、土台石

と上の柱がつながってません、かさもつながってませんので非常に危ない状況であったというこ

とで、それは無線を流して、翌週行くことを避けてもらったということをしたというふうに思っ

ております。

それから、発災後すぐに、消防団の方も駆けつけていただきました。職員はそれぞれ割り振り

をして、村内を回る、安否確認をする。さらには電話が不通の状態になってましたけれども、た

またま村につながる電話もありました。県外からうちの母親どうしているでしょうかというよう

な電話もあって、職員が確認をしに行ったということなどを思い出しておりますけれども、そう

いう意味では、夕方の７時半には村民の皆さんの安否が全部確認できたということでございまし
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た。

それから、その後今度は被害の確認をして回ったと、いわゆる住宅あたりの被害を確認をして

回ったということでございますが、御指摘のように、東日本は余りにも町全体が流されてしまう

という津波だということでしたし、熊本も余震が限りなく続いとるということで考えたときには、

到底我が村の５０人の職員では対応できないというふうに思ってます。それは、やっぱり自衛隊

の派遣は我々は直接できません。県を通じてでないと要請ができないというルールになってます

ので、消防はもちろんですけども、県下の警察ももちろんでありますけども、やっぱり県を通じ

て早い時期に大きな組織に応援を要請しないと、そこを逃してしまうと初期の一番危ないときを

５０人では対応できないというふうに思ってますので、いざという発災のときは国の力をかりて

やらなければならないというふうに思ってます。

それから、平成２２年から２３年にかけての積雪が９０何センチになったという記録的なこと

もございましたけれども、降雪がありましたけれども、あのときにはやっぱり職員が米子市や南

部町から来るのに半日歩いてきたということでしたし、除雪の機械が全く足りないということで、

除雪のオペレーターが、元旦だったでしょうか、２日だったでしょうか、朝の４時ごろもう動か

んようになって、こらえてごせと、あっちも行き、こっちも行き、もう寝ないけんと、やれんと

いうようなこともありましたので、やっぱりこの小さい組織ですので、大きな災害時には間髪を

入れずに大きな力をおかりしなければ回らないだろうなというふうに思ってます。熊本の益城町

は４００人のボランティアがさばけんというようなことがありますので、そのようなことがあっ

てはならないということを肝に銘じて、改めて訓練のあり方等について考えてみたいというふう

に思います。以上です。

○議長（橋井 満義君） 井藤議員。

○議員（８番 井藤 稔君） わかりました。よくわかっていただいたと思いますので、ひとつ

早急に検討をお願いしたいと思います。先ほどから熊本の関係出てますけども、熊本、震度７が

２回、１日置いて２回起きたと、地震が発生した、震度７がということですし、またいずれも夜

間ですよね。本当に夜間というのは、普通の状態でもなかなか大変なのが夜間だからとっても大

変だったろうなと、行ってみたわけじゃないんですけど、私自身はそのように本当に思いました。

そういうことですので、転ばぬ先のつえじゃないんですが、ぜひ早急に検討していただきたいと

思います。

時間の関係ありますので、次の質問に移らせていただきたいと思います。まず、議会基本条例

に関する基本認識です。先ほど村長のほうからありました、行政のほうも議会のほうもそれぞれ
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村民からの負託を受けてるんだからということでありました。

そこで、村長に１点、余りはっきりしませんでしたのでお聞きしたいと思いますけども、村長

は議会基本条例の制定は必要と考えられますか。まず、お聞きしたいと思います。

○議長（橋井 満義君） 村長。

○村長（石 操君） 必要とするその要因といいますか、今、一般質問でお答えをさせていた

だいておりますけれども、言うなれば議会と執行部が対等に意見を言い合える状態をつくり上げ

るのが議会基本条例だというふうに思ってます。質疑ではなしに、政策のやり合いは当然できて

もいいのではないかと、そこの部分は今、議会からの、どちらかと言えば片道切符になっておる

というふうに僕は考えてますので、そこのところでは首長の行政側の意見もこの場で闘わせるこ

とのできる議会基本条例になればというふうに思ってます。以上です。

○議長（橋井 満義君） 井藤議員。

○議員（８番 井藤 稔君） 大変よくわかりました。お互いに議論を交わしていくということ

が村づくりに非常に役に立っていくという基本的な考え方があるとお聞きしましたので、それに

ぜひ議会のほうも応えてまいりたいと、このように思いますので、よろしくお願いしたいと思い

ます。

そもそも、地方議会の改革あるいは地方行政の改革ということで最初は始まったんかもしれま

せんけども、三重県の北川さんですか、三重県知事しとられた、それから北海道の栗山町議会の

関係なんかもありますけども、そのあたりから、行政改革をするにはやはり議会の改革も必要だ

と、やはり両方がうまくいってこそ、しっかり強いもの同士がお互いにぶつかっていろいろ議論

を交わしていって初めて、村全体と見た場合の行政がうまくいくんだろうというふうにというこ

とで議会基本条例も多分考えられたもんだというふうに私自身も理解しております。

専門家なんかに言わすと、いわゆる行政改革基本条例があって、それから議会基本条例があっ

て、これがさらに合流するところに自治基本条例があってということで、この部分が本村の場合

は先行したという、あります。ですから行政のほうも、行政の必要があってというよりも、こち

らのほうが先行した、議会基本条例が後追いになったという部分がありますよね。それで、村長、

先ほども答弁のほかの関係でもお答えになっておりましたように、平成２１年の４月１日に自治

基本条例が執行になりました。それで議会基本条例はまだないわけです。８年もかかって、今、

現状なわけです。ですから、ある意味では不十分だったんじゃないだろうかという気が私自身は

しております。ですから、場合によっては議会不要論でも、場合によってはですよ、住民の方か

ら出る可能性があるような状態ではなかったんだろうかなという気がいたしております。ですか
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ら、議会のほうも今、本気で対応していかにゃいけんなというふうに思うわけですけども、御承

知のとおりであります。行政のほうの暴走防止と執行部と議会の決定的な対立を防ぐために、な

おかつそこの議論が適正に力強く行われるために、やはり議会基本条例も必要だろうと、早急に

整備が必要だろうと思いますので、ひとつその点、多分、今の答弁で御理解いただいてると思い

ますので、この点についてもう一回ちょっとお聞きしたいと思います。

○議長（橋井 満義君） 村長。

○村長（石 操君） 最初の答弁でもお答えをしましたように、議会は議会、そして行政は行

政、これが一つの議論を経て地域づくりや村づくりの方向が定められることを村民の皆さんは期

待をしていらっしゃるというふうに思いますので、その前段ではやっぱり行政は行政、今、いろ

んな面で御意見をいただいとります議会は議会としての住民の負託に応えられるべく議会になる

ためには、議会基本条例もぜひとも必要だというふうに考えます。以上です。

○議長（橋井 満義君） 井藤議員。

○議員（８番 井藤 稔君） まさにおっしゃっていただいたとおりだと思います。やはりお互

いに相互の村民から負託を受けとる行政と議会が、よく村長言葉で使われますけども、車の両輪

としてうまく機能するようになって本当にいい形で村全体が動いていくんじゃないかと思います

ので、どうぞその点よろしくお願いしたいと思います。

それで、まさに議会基本条例を考えた場合に、今、ちょうどたたき台をつくったところでござ

いまして、今後積極的にこのあたり執行部のほうとも検討していかにゃいけんと思います。その

ために、議会の機能強化が大切だということは理解していただいたと思いますので、そのあたり

理解していただいた上で、例えば今後そのあたりの協議に積極的に対応していただく窓口的なも

のをきっちりしていただけたらいいなと思うんですけど、このあたりどのようにお考えでしょう

か。

○議長（橋井 満義君） 村長。

○村長（石 操君） 窓口は条例制定の係が、総務課の条例を、いわゆる法律を担当する部分

がやればいいというふうに思ってますけれども、自治基本条例の際には村民の皆さんから成る自

治基本条例の策定委員会や推進委員会を経たものを正論にさせていただいた経過がありますので、

これから村民の出前講座やパブリックコメントもやっていくということでありますけれども、僕

のほうから考えたときには、自治基本条例の推進委員会のほうにも一言声をかけて議論をしてい

ただいたほうがいいのではないかというふうに思ってます。窓口としては総務課のほうでやらせ

ていただきます。以上です。
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○議長（橋井 満義君） 井藤議員。

○議員（８番 井藤 稔君） 担当の窓口、総務課ということです。ぜひ積極的に協議をかけて

いきたいと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。

今、自治基本条例の話出ましたけども、自治基本条例、不十分と申しましたけども、自治基本

条例で議会あるいは議員の関係が出とるところは１０条と１１条でしょうか。ただ２条だけでし

て、それで議会の機能を強化していくためには、やはりこういうことが必要だ、こういうことが

必要だということでたたき台をつくっとります、たたき台。それが約３０条に及んでおります。

あるいは直に関係あるところはもう少し少ないかもしれませんけど、なっております。当然に行

政のほうにとっても窮屈なところが多分出てくるかもしれませんけども、他意はありませんので

そのあたりを、他意はありませんので、村が全体としてうまく回ればそれが一番いいことですの

で、そのあたりを積極的に、やはり議会も改善していくところは改善していかにゃいけんと思い

ますし、執行部のほうももっともっと変わっていただけねばいけないと。こういう機会はまたと

ないと思います。

私は、確かに自治基本条例はいいものができたと思います。だけども、執行の段階で、私は失

敗しとる部分があるんじゃないだろうかと。意識の改革が完全に村民まで伝わらなかったんじゃ

ないかという気持ちがあります。ですから、いつもこういう機会があるわけじゃありませんので、

議会基本条例ができる、考える、この機会にあわせて執行部のほうもしっかりと意識改革を図っ

ていただくと。それでこそ、やはり全体としてのうまく回っていくようになるんじゃないだろう

かという気持ちでおります。その点、村長、どうでしょうか。

○議長（橋井 満義君） 村長。

○村長（石 操君） 行政も議会もですけれども、常に課題を見出したり、改革を考えたり、

それは土台は、村民生活をどんなふうに住み続けていただいたり、安心して住んでいただけるの

かということを前提にしながら自治基本条例ができました、２１年からで７年かかりました。議

会は今回、議会基本条例を制定されますいうことですけれども、不十分とか、そういうことでは

なしに、できたものを、つくり上げたもの、村民につくっていただいたものを常に我々はそこを

責任を持つ役割があるわけでございまして、自治基本条例が村民に啓発が不十分であって、失敗

ではなかったかというような発言もありましたが、失敗という捉え方ではなしに、常に改革、改

善に向かっていくという気持ちのほうが大事ではないのかと。評価は評価としてそれは真摯に受

けとめて、先に進んでいく努力をやっぱり我々は村民に形として見える姿をつくり上げていかな

ければならないというふうに思います。以上です。
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○議長（橋井 満義君） 井藤議員。

○議員（８番 井藤 稔君） わかりました。村長の意気込みわかりましたので、ぜひこちらの

ほうもそのように正面で捉えていきたいと思いますので、行政のほうも正面でしっかり捉えてい

ただきまして、ひとつ御協力いただければと思います。よろしくお願いします。以上です。

○議長（橋井 満義君） 以上で井藤議員の一般質問を終わります。

○議長（橋井 満義君） 暫時休憩に入ります。

午後１時５８分休憩

午後１時５９分再開

○議長（橋井 満義君） 再開いたします。

休憩前に引き続き一般質問を行います。

議席番号１番、河中博子議員の一般質問を許します。

河中議員。

○議員（１番 河中 博子君） １番、河中博子です。光陰矢のごとしと申しますが、本当に１年

という月日がたつのは早いものです。村民の皆様にバックアップしていただいて、１年生議員を

まずまず無事に務めさせていただきました。今後もぶれず、おごらず、諦めずをモットーに頑張

ります。どうぞよろしくお願いいたします。

きょうは、うなばら荘はどう改善されたか、それと地方創生総合戦略の進捗状況について、２

点お尋ねします。

１点目は、３月定例会及び１２月定例会でも質問いたしましたが、うなばら荘の健全経営につ

いてです。言うまでもないことですが、私がうなばら荘問題を繰り返し質問いたしますのは、貴

重な村費が赤字として流出しているのに、しっかりした対策や将来ビジョンが示されないために、

質問のみならず、提案もさせていただいているのです。そのように御認識ください。

さて、平成２７年度の決算報告書が提出されました。やはり売上高、営業損失ともに赤字経営

に変わりありませんでした。むしろ営業損失で比較しますと、平成２６年度がおよそ２００万

円であったのに対して、平成２７年度は９００万円と約７００万円赤字がふえています。２７

年度は村費を使って８００万円の債務負担行為が行われました。このことを踏まえ、経営改善

に向けての覚悟をお聞きしたいと思います。

１、赤字決算に対する分析と評価。２、２８年度の経営改善計画の具体策と効果。３、３月定
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例会で提案しました、行政、議員、村民の有識者、経営のプロ、うなばら荘の主要メンバーを加

えてつくるうなばら荘経営改革委員会は、現在、どのように準備が進められているのか。３月議

会で村長は、いろいろな方の意見を聞くのは当然なので、理事会、評議員会と協議して提案に応

じられるよう検討したいと答弁されました。私は関心を持って注視しておりますので、その後ど

うなったのかお聞かせください。うなばら荘については、以上３点お伺いします。

２点目は、地方創生総合戦略についてですが、先ほど同僚議員が質問いたしまして大筋理解い

たしましたので、それ以外のものについて少しお尋ねいたします。

まず、情報発信についてです。昨年９月、補正予算２１６万円でリニューアルされました日吉

津村のホームページ、私が確認しましたところ、期待したほどイメージチェンジができたとは思

えませんでした。動画や動きのあるものを使うと聞いていましたが、それもほとんどなく、リニ

ューアルとしてうたうからには、もっとおしゃれ感のある、全国発信しても恥ずかしくないもの

にしなければと残念でした。新しくしたということに満足していてはいけないと思いますが、こ

れについて、どう感じておられますでしょうか。

あわせて、昨年１０月からことし３月まで中海テレビで放映されました「住むなら日吉津！子

育てなら日吉津！！」の村ＰＲコマーシャル、この効果と、時間に換算してどれぐらいの時間放

送されたのかを教えてください。

最後に、総合戦略とは直接関係はございませんが、農業の維持、支援にもつながると思います

ので、村道富吉線の開発についてお尋ねします。国道４３１号線から村道２号線にかけて、株式

会社ウシオが経営するホームセンターのような店舗が進出するらしいといううわさは前々から聞

いています。現在、地権者との同意はとれているそうですが、その後の動きが鈍く、最近では地

権者からも一体どうなっているんだという声も上がっていると聞きます。地権者にとりまして、

情報は必須です。例えば開発が先に延期されることがわかっていれば、荒廃地にしておくのでは

なく、作物をつくって、その時期を待つことができます。つまり生活設計ができるということで

す。行政に問い合わせましても、業者がやることですのでというのではなく、行政から積極的に

村民が困っている問題を取り上げて解明していくことはできないものでしょうか。この件に関し

ましてはマスタープランに基づいて行うということでしたが、どういう構想なのかをお聞きした

いと思います。

以上、よろしくお願いいたします。なお、答弁によりましては、再質問させていただきます。

よろしくお願いいたします。

○議長（橋井 満義君） 村長。
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○村長（石 操君） 河中議員の一般質問にお答えをしてまいります。

冒頭で申し上げられました河中議員の議員としての姿勢のあり方、これは誰しも同じかなとい

うふうに思っております。大事なことかなというふうに思うところでありますが、１点目のうな

ばら荘はどう改善されたかという御質問にお答えをさせていただきます。

最初に、決算による赤字額は改善されているか、またこれをどう分析しているのかという御質

問でありますが、指摘のありましたように、平成２６年度売上高が２億３３６万０００円で、

２７年度は１億６７８万０００円で、６５８万０００円の減少を見ております。その減

少の主なものは宿泊が減ったということだと思っておりますし、営業損失で比較すると、平成２

６年度２４１万０００円、平成２７年度が９２６万０００円となっておりますが、この

影響というのは１月の寒波が大きな影響を与えたというふうに見てますし、それから非常に申し

わけないことでありましたけれども、１００分の２ミリの大きさの目では見えない魚介類にさば

る虫によって食中毒を発生させたということで、その影響が売り上げを引き下げてしまったとい

うふうに考えております。食中毒の影響というのはまだ多少残っておるというふうに見てます。

それから、そういう意味では売り上げ伸ばすために、法要や庭園バーベキュー等、季節に合った

さまざまな商品などを検討し、経営改善に向け、努力をしているところであります。

そして、決算報告でも申し上げましたが、今定例議会の報告事項であります村民の利用はふえ

ております。お客様アンケートでも、料理がおいしかった、接客態度がよかったなど、お褒めの

言葉もいただいており、さらに職員一丸となって経営努力をしてまいる所存であります。

次に、平成２８年度経営改善計画の効果についてですが、先ほども述べましたように、うなば

ら荘の経営改善計画に基づいて営業体制の再構築を目指し、季節に合った商品など、魅力あるも

のを協議をしております。新規顧客の獲得ではＪＡＦの会報での宣伝、各地区のタウン誌への掲

載など、広島、岡山、関西方面への展開等を行っております。さらに料理の工夫や接客の充実を

図ってきております。人員配置の適正化も目指しておりますし、あわせて大浴場、お風呂場の改

修等、戦略的な設備投資もあわせて、広域行政のほうで議論をしていただいとるところでありま

す。

最後に、うなばら荘経営改革委員会についてですが、現在、検討の段階であって設置には至っ

ておりません。経営会議として、西部広域の施設課とうなばら荘と事務局で毎月第３火曜日に実

施をし、経営改善はもちろん、施設整備についても議論をし、対応をしているところであります。

このほか村民で構成される理事会や評議員会からも御意見をいただくとともに、毎月のお客様ア

ンケートの御意見も踏まえながら、健全なうなばら荘運営を目指しているところであります。経
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営改革委員会の設置については、河中議員がおっしゃいましたが、さまざまな立場の人、専門家、

議会も含めてということもあったかと思いますが、その部分では議会のほうから十分な御理解を

まだいただく段階に至っていないというふうに思ってますので、引き続いて御理解をいただきま

すようお願いをしていきたいというふうに思っておりますので、今後も関係者一丸となってうな

ばら荘の経営の健全化に向けて頑張っていきたいと思いますので、御理解をいただきたいと思い

ます。

２点目の地方創生総合戦略の進捗状況はという御質問でありますが、総合戦略の進捗状況等に

ついては松田議員にも答弁をさせていただいたところでございまして、まだまだ推進しなければ

ならない事業もあるというところでございまして、全体的には、課題もあったりしますけれども、

順調に進んでるというふうに思います。

今年度は、移住定住並びに情報発信に関しまして、ＰＲ強化のために新たに日吉津村独自のパ

ンフレットを５００部作成し、県外の移住定住セミナーなどに活用したいと思います。また、切

りかえが遅くなっておりましたが、６月１３日にリニューアルをホームページをしたところであ

りますけれども、河中議員から見れば、まだレベルが低いという評価のようでありますけれども、

ＰＲ動画等によって本村の移住定住や情報発信等をさらに進めていきたいというふうに考えてお

ります。

それから、日吉津村に家を建てたいが住宅建築可能な土地が限られており、家を建てる土地が

ない、住みたくても住めないという方が増加しておりますので、住宅建築が可能な土地の所有者、

空き家の所有者の方を対象に土地の活用意向を伺って、住宅建築を促進することを目的に移住定

住促進に関するアンケートを昨年１１月に行って、対象１４６人ございましたが、回答者は９６

人ということでございまして、土地については、すぐに売却したい、５年後程度までには売却し

たいがそれぞれ１２％ありました。売却の方法について、依頼先がないので紹介してほしいとい

うのが２４％ございました。売却する際には、役場を通じて公益社団法人鳥取県宅地建物取引業

協会に相談したい方が３０％を占めておられました。現時点で、役場を通じて協会にあっせんし

た方は１４名となっております。その中で、土地の売買が成立した方は２名、また現在、商談中

の方も数名いらっしゃるということでございました。アンケートの際に、土地を売却した際の税

金が知りたいというような意見が多く寄せられましたので、本年１月に税に関する説明会を開催

したところ、４０名の参加があって、土地所有者の税に関する関心の高さがうかがえたところで

あります。現在も役場に土地の情報についてのお問い合わせが結構ありますので、村のホームペ

ージの移住定住支援の中に土地、一戸建ての売買物件情報を掲載して、情報の発信に努めており
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ます。

そして最後に、村道富吉線の開発ということでありますけども、平成２７年３月に見直しをさ

れた米子境港都市計画区域マスタープランにおいて、日吉津村内の国道４３１号沿道区域は商業

地として位置づけられて、地区計画制度の導入によって環境整備を図ることとなっております。

ここまでは、行政的に米子、境港との都市計画マスタープランの協議の中で、村は商業的な土地

利用を主体ということでこのマスタープランに位置づけていただいたものであります。次は、事

業者さんが商業主としての開発をされるわけでありますけれども、その開発に当たっては当然地

域の活性化や利便性の向上、各種経済効果等の好影響を与えることはありますけれども、反面マ

イナスの要因も抱えるわけでございまして、交通渋滞、交通事故など、周辺環境への悪影響など

が発生することも村としては十分に考えていかなければならないというふうに考えるところであ

りますので、バランスのとれた開発にならなければならないということで、町内で既にあのエリ

アで商業者が商業系の事業を展開される際にはどんなことが起きるのかな、さっきの交通渋滞な

どの話もありますので、業者さんの意見が我々に、開発の意向が我々のほうに伝わってきたとき

には、我々はそれを村の姿勢として示そうということで議論をしておるところであります。

そういう意味では、開発事業者から開発計画はまだ示されておりません。今後は開発事業者と

関係権利者等で構成されるまちづくり協議会が組織されて、その中で都市計画、それから道路、

交通安全、農林水産、廃棄物、商業、農地法等の関連する法令の県が管理する部分もありますし、

村が管理する許認可の権限を持つ部分もあります。特に交通安全など、村道などは私どもの権限

でありますので、法令に従った、事業者さんと権利者とでつくられるまちづくり協議会が事前協

議という形で県なり村なりに持ってこられるということになります。

そして、この事前協議で調整をしていくわけでありますけれども、調整ができた段階で、改め

てまちづくり協議会からは地区計画の都市計画提案を行っていただくことになります。そこで都

市計画法の法手続が開始ということになるわけであります。都市計画法の法手続ということにな

りますので、村でいえば、村の都市計画審議会で審議をして、鳥取県の同意を得て、さらには村

が地区計画の計画決定をしていくということになります。そこまでの段取りができれば、開発の

規制が厳しい市街化調整区域において商業開発が可能となります。その後に、今度は具体的に農

地転用とかの手続と工事着手などが進んでいきますので、まだまだ何度も事業なり関係者とでつ

くられたまちづくり協議会との議論する時間は、機会はまだまだあるということでございまして、

詳細が地権者の方がわからないというようなことを言っておられるということは、その辺は私よ

くわかりませんけれども、今言ったように、まだマスタープランが許可になった段階ですので、
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具体的にはこれから詰められていくというふうに思いますし、現場のほうでは、実際にこれまで

作業場で使っておったところが開発をされれば作業場として使えなくなるので、次の土地を考え

ていかなければならないなという声は１件ほど聞きましたけれども、じゃあ、具体的に事業者さ

ん側と地権者と協議があったのかということではまだ伺っておりませんし、それで、そういう声

もありますので、開発事業者には近いうちに村に出かけていただいて今の会社側の話を聞かせて

ほしいと、うちも議論したものはなるべく手戻りがないように、村としての意向もお伝えをする

という段取りでおるところでありますので、そのようなことをお答えをして、河中議員の一般質

問に対するお答えとさせていただきます。

それから、ホームページの換算時間などの件につきましては、担当課長のほうからお答えをい

たします。

○議長（橋井 満義君） 河中議員。

○議員（１番 河中 博子君） 再質問させていただきます。

まず、うなばら荘についてですけれども、売上高、営業損失、それの赤字の内容について承り

ました。村費をつぎ込んでいるわけですから、さらなる努力をしていただきたいと思います。

村民は、赤字額が減ればそれでよしとするものではございません。企業の体質を変え、冗費、

つまり無駄な費用を省きながら顧客の満足度を高め、利用者数をふやし、赤字減少、利益増加に

転じる形を期待しているのです。そのために一時的に赤字がふえても、将来への投資として納得

できる施策であれば、一向に構わないわけです。そこで改めて伺いたいのは、その方向での経営

改善が着実に進められているかどうかということです。

次に、経営改善と効果についていろいろとおっしゃってくださいました。３月に示されました

経営改善には、なるほどたくさんの項目が上がっています。今年度こそはという思いが、日々努

力していただいていると思いますけれども、厳しい言い方をすれば、それはいわば当たり前のこ

とで、改革、改善というからには、誤解を恐れず申し上げますと、例えば経営スタッフの総入れ

かえをするとか、もっと思い切った切り口で考えないといけないのではないでしょうか。そうい

う構えが一向に見えないのです。

先ほど、運営会議とか理事会、評議員会で健全なうなばら荘経営を目指している、そういう会

議をやっているということでしたけれども、それらの会議を長年続けてこられて、何が変わりま

したでしょうか。そういう思いから経営改革委員会を提案しているのです。ぜひ考えていただき

たいと思います。

なぜそういうことを申しますかといいますと、まずそういうことはないと思いますが、例えば
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村民が赤字を問題にするので、それならば減らしてやろうとばかり、俗に言う安かろうまずかろ

うの方策をとった場合も、一時的には売り上げ減、赤字幅縮小という現象は見られますでしょう。

しかし、それではあすの展望がない対策と言わねばなりません。お客の舌は肥えています。少々

食材が高くついても、おいしかった、また食べたいと言っていただける方向で改善していただき

たいと思います。口コミは下手な宣伝より効果抜群です。もっとも逆の場合、つまり料理がまず

い場合もマイナス効果は大ですので要注意ですけれども。

それから、人件費の削減による経営改善も一時的には決算数字の改善をもたらしますが、それ

は禁じ手と言われ、無策な経営者の安易な方策と言われています。経営改善計画の費用削減策に

人材の効率的な配置、食材と原価管理の徹底とありましたので、少し危惧するところです。

もう１点気になりますのは、会議研修費の支出が少ないということです。職員研修がまともに

行われているでしょうか。やはり人材育成には時間と金をかけるべきだと私は思います。近隣の

同業同士での研修もさることながら、県外に出かけてプロの仕事ぶりを見ることも必要だと思い

ます。職員研修費を幾ら使っているかで、その企業の内容がわかると専門家は言います。これは

役場にも同じように当てはまることだと思いますが、うちは老人保養施設だからそこまでしなく

てもではなく、客に対する心構えはその施設の命です。

以上、指摘言いました各点について、経営改善についての覚悟をいま一度お聞かせください。

○議長（橋井 満義君） 村長。

○村長（石 操君） スタッフの総入れかえなどということ、本当にお考えですか。

○議長（橋井 満義君） 河中議員。

○議員（１番 河中 博子君） 先ほど誤解を恐れずにというふうに申し上げましたけど、料理を

変える、お客をどうして入れるか、そういうことももちろん必要ですけれども、根本的なことか

ら発想してみようかと、そういうようなこともあってもいいのではないかということで申し上げ

ました。今のスタッフをかえてくださいという意味ではございません。

○議長（橋井 満義君） 村長。

○村長（石 操君） それは最初の表現と今の表現とは、受けとめ方、多少、僕は違えて受け

とめてますので、安かろうまずかろうという発想も持っていませんし、このごろの利用者の声は、

それは少なくなったというふうに思ってますので、現場の従業員が結構努力をしてきたなという

ふうにいい方向で受けとめてます。

それから、人件費の削減も一時しましたけれども、おっしゃるとおりで、勤労の意欲が下がっ

ていくということもありますので、それは安易にしちゃあならんということですけれども、同業
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他施設の人件費の状況から見るとどんなかなということで考えたときには、恐らく安いのではな

いかという気がしてます、あんまり言えんですけど。

それから、人材育成が不十分ではないか、経営改革の専門家も入れてということは、広域行政

を通じたりしてそんなこともしてきましたがまだまだ不十分さがあるということですので、その

御指摘のとおりだというふうに思ってます。

そういうことで、常にそこに変わっていくということを支配人と副支配人が言い続けてますの

で、そこは報告受けながら、いい方向での職員の勤労意欲を持ち上げたり、職員の質を上げたり、

サービスの質を上げる努力が重ねられておるというふうに考えておりますので、期待もしており

ますけれども、決して赤字でいいというようなことでは、御指摘の当然のことではありますけれ

ども、しっかりと努力をしていくことが必要であるというふうに思います。

途中、河中議員の先ほどの質問の中で改善の方向という部分を答弁し切れてない部分があるか

もしれませんけれども、聞き逃してしまいましたので、申しわけありませんが、そのことはお断

りをして、とにかく村民が楽しんで、うなばら荘に行けばええなと、料理もうまいしということ

で行っていただける施設にしていきたいというふうに考えておりますし、河中議員におかれても、

また御利用いただいて評価もいただければというふうに思います。以上です。

○議長（橋井 満義君） 高田総務課長。

○総務課長（高田 直人君） 先ほどの職員の研修のことを言われたと思いますけども、決算に載

っております会議研修費については、理事会、評議員会の研修費という形で載っておりまして、

職員研修については、２６年度までは講師を呼んで研修をしたりしておられたようですけども、

２７年度から１泊で、２７年度は６月に神戸のほうに１５人程度、２班に分かれて研修というこ

とでされてるようであります。大体６月ごろに、要は人の多少少ないときを見計らって、外のホ

テル等の経営とかそういうところを研修に行くということでしておりますので、２８年度もまた

そういう計画で出かけるということで職員研修をしておりますので、御理解をいただきたいと思

います。

○議長（橋井 満義君） 河中議員。

○議員（１番 河中 博子君） わかりました。本当に研修は大事なことですので、よろしくお願

いします。

人件費についてですけれども、昨年は久しぶりにボーナスが支給されたと聞いています。職員

の士気を鼓舞するためとのことですけれども、方策として大変よいことだと思います。労働意欲、

モラルを高めて、村長がおっしゃいますように、職員が一丸となって経営改善に取り組んでいた
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だき、なるほどうなばら荘は変わったと利用者の皆さんに言っていただけるように頑張っていた

だきたいと思います。

ところで、伺いますが、緊急事態対策はどのように策定していらっしゃいますか。地震、火災、

宿泊者の急病、けがなどの事故対策、２４時間、何が起こるかわかりません。食中毒もそうです

が、客の命にかかわることですので、緊急性を要します。従業員の危機対応訓練はできているの

でしょうか。これは経営の重要な課題ですので、これについてお答えください。

○議長（橋井 満義君） 高田総務課長。

○総務課長（高田 直人君） 危機管理については対応しております。年１回ですけども、９月か

３月にということで、昨年は９月に訓練を行っておりまして、一つは救急の蘇生法の訓練という

ことと火災での消火訓練ということを行っております。毎年何かしらの訓練ということで、地震、

火災等の対応ということで行っております。

それから、ふだん急病とか出たときには、一応宿直がおりますので、そこを通して病院につな

ぐというような形で行っておりまして、職員会議等を行う中で、そういうとこの確認をして行っ

てるということでありまして、あとちょっと補足ですけども、先ほど給料のほうが、昨年ボーナ

スを出したということで、その額が５００もありまして、それが景気の減額の７００万っていい

ますか、差額の７００万になっておりますので、売り上げは下がっておりますけど、現状として

は今頑張ってるということで、御理解いただきたいと思います。

○議長（橋井 満義君） 河中議員。

○議員（１番 河中 博子君） 先ほどの補足の説明、大変よくわかりました。うなばら荘のその

訓練なども本当に事故のないように、よろしくお願いいたします。

それと、中海テレビで放送いたしました村ＰＲコマーシャルなんですけども、４９時間ですか、

すごく多いですね。これだけオンエアしたら、視聴率効果は十分であっただろうと思います。

それと、２点目の村道富吉線の開発ですが、先ほどの村長の説明は大変なかなかややこしくて、

難しいものだなということはよくわかりました。でも、最後に、開発事業者に出向いてもらって

その辺の話をするというふうに言ってくださいましたので、私のほうに聞きに来られた方に、そ

のように説明しておきます。要するに農業者の方は、出店される方の責任ですのでというふうに

言われるんだけれども、本当にもうちょっと自分たちがといいますか、村民の困っている姿を敏

感に察知する、そういうアンテナの感度が問われているように思います。ぜひ、本当に開発とい

うのを、企業誘致というのはうまくやれば村の発展にもつながりますし、税収もふえることです

ので、農業者の方がそういう気持ちでいらっしゃるということを踏まえて、今後対応していただ
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きたいと思います。

終わりに、一言申し上げます。勇将のもとに弱卒なしと言います。町長がかわれば役場が変わ

る。役場が変われば町が変わる。隠岐島前の海士町で果敢なチャレンジを続けておられる山内道

雄町長の言葉です。役場を住民総合サービス株式会社と位置づけ、町長はその社長、副町長は専

務、課長は重役、職員は社員、町民は税金を納めた株主であって、またそのサービスを受けるお

客様と位置づけ、奮闘したと言われます。それは、平成２０年度には確実に財政再建団体に転落

が予測され、夕張のようになる、島が消滅するとまで追い詰められた状況を切り開くために、山

内町長のもと、必死の努力を傾けている役場だからこそできるものです。

日吉津村は、先人の努力で財政的には自主財源率も高く、一見安定しているかのように見えま

すが、それは先輩の労苦の上にあぐらをかいているとも言えるのではないでしょうか。一旦経済

的な大変動が起きたときは、村はどうなっていくのか。今から基盤を固めておかないと、急な対

策も間に合わず、日吉津丸の沈没につながりかねません。やはり今必要なのは役場、議会の活性

化と危機意識の再認識であり、住民意識の向上、つまり賢い村民に育っていくことであり、新し

い産業基盤の構築です。その中で、うなばら荘やイオンモール日吉津、アスパルの御努力で生ま

れました日吉津に押しかけてくる皆様を何より大切な財産と考え、その他の資源を加えて、うな

ばら荘改革、総合戦略など、村づくりを進めるべきではないでしょうか。村長の所感を求めまし

て、私の一般質問を終わります。

○議長（橋井 満義君） 村長。

○村長（石 操君） 所感を求めるということでありますが、先人の努力でここにあるわけで

あります。今があるわけですので、我々はその努力を引き継いで、次の世代に引き継ぐのが今を

預かる我々や議員さんの仕事であるというふうに思ってますので、それは王子製紙さんがあって

いいなということはありましたけれども、イオンさんができたのは村として誘致をしたというこ

とでありますし、アスパルさんは大きなお店の横であわせて集客に努めていらっしゃるというこ

とであります。それから、今回の富吉線の開発も、ある意味ではバランスのとれた開発につなげ

ていかなければならないということだと思いますので、そんなことをこれからの先に進む議論に

していきたいというふうに思いますし、うなばら荘においては、かつて温泉を掘ったらという村

議会の意見があったりして、当時の首長が温泉を掘って、温泉が出たよと。そのときに、今度は、

じゃあ、施設をうちげじゃ建てられんので広域で建ってもらおうと、土地を提供し温泉を提供し

てうなばら荘を、いわゆる宿泊施設をつくってもらおうというようなことで我が村の生い立ちが

あっておるというふうに思ってますので、それをしっかりと次の世代に引き継いでいくのが我々
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の役割かなというふうに思ってますけれども、人口減少社会を迎えて、ここが非常に難しくなり

つつあるなということは実感としてありますので、その辺を頑張っていかなければ、それこそ、

幸い今、人口増加の傾向にありますけれども、そこは油断をしてはならないというふうに思って

おるところでありますので、そのような行政運営をしながら、次代を担う若い人たちにつないで

いくことが必要かなというふうに思います。以上です。

○議長（橋井 満義君） 河中議員。

○議員（１番 河中 博子君） 終わります。

○議長（橋井 満義君） 以上で河中議員の一般質問を終わります。

○議長（橋井 満義君） 暫時休憩に入ります。再開は午後３時再開いたします。休憩に入ります。

午後２時４５分休憩

午後３時００分再開

○議長（橋井 満義君） 再開いたします。

休憩前に引き続き一般質問を行います。

通告６番、議席番号６番、江田加代議員の一般質問を許します。

江田議員。

○議員（６番 江田 加代君） ６番、江田です。私は、きょう３点について質問いたします。

まず、１点目です。国民健康保険の県一本化の具体的な動きについて質問いたします。再来年、

平成３０年実施予定の国保の県一本化の具体化の動きについて質問いたします。

１点目は、県と市町村の協議の場、県市町村国民健康保険連携会議は公開されるのでしょうか。

２点目は、国保が構造的問題を抱えた制度であることは広く知られてきました。そのことが、

県が保険者になることについて難色を示してきた要因の一つであります。構造的問題解決の方向

は示されているのでしょうか。

３点目、一般会計からの法定外繰り入れ問題についての検討はされているのでしょうか。

４番目、滞納者への資格証、短期保険証の発行についての検討はされているのでしょうか。

５番目、少子化が社会問題になっている、オギャーと生まれた子供が国保の被保険者になった

瞬間に、医療分と後期高齢者支援金分の均等割額が賦課されます。競って少子化対策が構じられ

ている現代で、１８歳までの被保険者には均等割額を賦課すべきでないと考えますが、検討はさ

れていないのでしょうか。
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６番、現金収入のない被保険者にとって、資産割の負担は苛酷です。資産割についての検討は

されたのでしょうか。

７番目、県との協議の場で大いに市町村の状況を訴え、医療の必要な村民が安心して利用でき

る国民健康保険制度を守る立場で発言していただくことを求めます。村長の所見を伺います。

２点目についてです。中高生の活動支援事業を伺います。今年度、２８年度新規事業の中高校

生自主サークル活動支援事業の取り組み状況はどのようになっていますでしょうか。

１点目、具体的な事業計画と取り組み状況について、２点目、中高生の反応と課題はいかがで

しょうか。教育長代行者に御答弁お願いいたします。

３点目、児童館に正規職員の配置を。働く母親に小１の壁。親が働き方の見直しや子供の預け

先に苦慮。小学校入学を機に育児と仕事の両立が困難になる小１の壁が、働く母親たちの前には

だかっています。実態把握、適切な支援を望む声と、米子市の学童保育の実態を報じた新聞の記

事でした。少子化対策や仕事と子育ての両立支援に学童保育は必要不可欠であり、特に働く母親

にとっては安心して仕事に行ける大きな支えになっています。本村の場合、全児童が対象の通年

利用事業としての児童館の活動や、小学校の図書館、まなびルームを活用した夏休み中の児童預

かり事業、ひえづっ子クラブ、そして保護者が就労等により放課後家庭にいない児童を対象にし

た放課後児童対策事業、放課後児童クラブが一体的に取り組まれています。指導員の安定した就

業形態を保障し、さらなる質の向上を目指していただくことを期待し、２点質問いたします。

１点目、児童館に毎日通ってくる子供たちと信頼関係を築きながら毎日を過ごすためには、同

じ職員が継続して勤務できる体制が保障されていることが重要です。正規職員の配置を求めます。

２点目、昨年４月から子ども・子育て支援制度によって、本村の放課後児童対策事業がどのよ

うに変わったのでしょうか。

以上について、村長の御答弁よろしくお願いいたします。

○議長（橋井 満義君） 村長。

○村長（石 操君） 江田議員の一般質問にお答えをしてまいります。

最初に、国保の県一本化の具体化な動きはということで、今、江田議員の質問の中で、想定で

きる心配事が全部出していただいたものかなという気がしますけれども、まだまだそんな段階に

実はなってませんが、一つ一つお答えをさせていただきますと、１点目の県と市町村の協議の場、

県市町村国民健康保険連携会議は公開されるのかという御質問ですが、この新制度に向けて具体

的な協議を行っていくために、現在の市町村国保主管課長会議を県市町村国民健康保険連携会議

に移行し、県内市町村の主管課長、県医療指導課長、国保連合会事務局長を構成員として開催さ
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れます。現在、この会の公開予定はないというふうに伺ってます。今後は、市町村からの意見を

踏まえて判断をしていきたいということであります。

２点目の構造的問題解決の方向は示されているのかという御質問ですが、国民健康保険はもと

もと、御案内のように自営業者や農家などのための医療保険制度でしたが、産業構造の変化や雇

用形態の多様化により、現在は、加入者の多くが非正規労働者や無職の人になっています。高齢

者も多いため、医療費の支出も大きくなります。また、社会保険のように企業側の負担部分がな

いことから、保険料負担が重く、滞納者が多くなっているのが現状です。この高齢者が多いため

に医療費の支出が高い、低所得の方が多いために財政が安定しないという根本的な課題は、財政

主体が都道府県に移行しても、御指摘のように、簡単に解消されるものではございません。国は、

企業が保険者となる健康保険組合の保険料を引き上げることや、７５歳以上の高齢者の保険料を

引き上げて赤字部分を埋めることを提案していますが、まだ正式な方針は示されていません。新

制度移行後のこうした課題対応も含め、新制度に移行した後も、県、他の自治体、国との連携協

議を続けてまいります。

３点目の一般会計からの法定外繰り入れ問題についての検討はされたのかという御質問ですが、

国民健康保険事業の財政運営において、被保険者の税金や国、県からの交付金等の収入で賄うこ

とが難しい、いわゆる赤字の部分を一般会計から補填する法定外繰り入れについての課題は全国

の自治体が抱えておるということでございまして、自治体が小さいとか大きいとか、そういう問

題ではない、どこの自治体も抱えとるということのようです。さきの構造的問題の回答とも重な

りますが、都道府県が財政運営の主体となっても、この財政赤字を効果的に解消することは難し

いというものであります。これについての協議はこれからですが、国からの明確な対策が必ずし

も示されないことを前提に、新制度への移行後も県や他の自治体と話し合いを行っていくことに

なろうかと思います。

４点目の滞納者への資格証、短期保険証の発行についての検討はされたのかという質問ですが、

国民健康保険事業の各種サービスの具体的な方法等はこれからの協議となります。財政運営の主

体が県となっても、実際の保険料の徴収や各種サービスの手続については引き続き各自治体が行

うことになると思っております。そのサービス内容をどのように統一していくかは、住民に一番

近い市町村が積極的に意見を出して議論を進めていく必要があるというふうに思います。

５点目の１８歳までの被保険者に係る均等割額を賦課するべきでないと考えるが検討されたの

かという質問については、鳥取県から具体的な情報が届いてませんし、まだそんな議論をしての

中に入ってないということでありますので、実際には議論がまだ始まってないということだと思
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っております。国が出しておりますガイドラインの中には、参考として、標準保険料率の算定方

式や市町村標準保険料率算定方式として５通りが示されておりますけれども、今後はこれらを参

考に、県で開かれる県市町村国民健康保険連携会議の部会で検討されていくものと考えておりま

す。

６点目の資産割についての検討はされたのかということですけれども、こちらについても、先

ほどの均等割額と同様に触れられてはおりません。ガイドラインの標準保険料率の算定方式や市

町村標準保険料率算定方式としての５通りの中に示されておりますが、こちらも県で開かれる県

市町村国民健康保険連携会議の部会で検討されるものと考えております。これらの検討を経て、

村として、県が定めた標準的な保険料算定方式を参考に実際の算定方式や保険料率を定めること

になると思います。

７点目の県との協議の場で大いに市町村の状況を訴え、医療の必要な村民が安心して利用でき

る国民健康保険制度を守る立場で発言していただくことを求めるという質問でありますが、さき

にも申し上げましたとおり、現在の国民健康保険制度は財政運営の上で大きな課題を抱えており

ますので、市町村単位でその赤字を抑えながらサービスの質を維持をしていくことが困難であり

まして、平成３０年度の新制度移行が決定されたわけでありますけども、この赤字対策として国

が提案しております健康保険組合等への負担増は子育て世帯への影響が、高齢者への負担増は年

金生活の低所得者への影響があることから、赤字対策としての効果は難しいというふうに考えま

す。住民に直接かかわる市町村には、より具体的な課題が見えることから、新制度に向けて財政

課題やサービス提供について積極的な提言を行ってまいりますので、御理解をいただきたいとい

うふうに思います。

ということで、何ら具体的な回答ができません。今２８年ですので、２９年中に決めていかな

ければならないということですけれども、果たして３０年の４月にこんな状態でスタートできる

のかということで、ちょっと不安を感じてますので、介護保険のようにスタートして走りながら

検討するという厚労省の、何か、やり方みたいなところが見えないな、見え隠れするかなという

ところで。県と市町村、国民健康保険連合会、県の医療医事課あたりとも、まだまだとても議論

をするような段階に、課長会でもなってないというふうに、僕、理解をしてますので、これから

かなという気がしますけども、あんまりにも遅過ぎるなという気がして受けとめておりますが。

御意見の内容は承りましたので、それぞれ担当課長も理解しながら会議の席には発言を求めてい

くことになりますが、特に我が村の被保険者は比較的、県内で見れば所得が高いという統計デー

タがありますので、県内一本の保険料率を定めるというようなことになりますと保険料がかなり
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上がるという危惧をしておりますので、その辺はやっぱり、２００億でしたかね、国の投入が、

それではやっぱり足らない、今８００億ぐらいの国保の赤字になってますので、そこをやっぱ

りつぎ込みをしてもらわんとちょっとえらいのかなという気がしてますので、その辺は町村会等

を通じて国のほうに意見を出したいというふうに思います。

それから、中高生の活動支援事業については後ほど教育長代行から答弁をさせますが、次の児

童館に正規職員の配置をという質問につきましては、御意見の中にありましたように、我が村は

小１の壁も夏休みの壁もないというふうに思ってます。それだけのサービスをして、いわゆる安

心して仕事についていただける体制になっておるというふうに考えてますが、そこで今、江田議

員が言われておりますのは、質の問題を言われておるのかなという気はしますけれども、児童館

は福祉保健課長が館長を兼務しながら、児童館には児童厚生員２名、そして午後から出勤してき

ますパート職員７名、代替職員３名の体制となっております。通常６０人ぐらいが来ますので、

人的には相当厚くしておるというふうに僕は思ってます。

児童館では、３年前から子育て支援アドバイザーの指導、助言によって自主的な研修をふやす

とともに小学校の教員からも直接子供たちとのかかわり方について学ぶなど、職員の資質、意識

の向上を図ってきておるというふうに思っております。目指す子供の姿として掲げている児童の

挨拶、整理整頓などの生活習慣も定着しつつあり、活動内容も充実をしてきておるというふうに、

その成果を評価する保護者からの声も聞こえてきておるところでありますので、児童館の職員に

は、本当に頑張って今の人員体制で小学校の子供たちをしっかりと時間外を過ごさせてもらって

おるというふうに思ってます。

２点目の子ども・子育て新制度のもとで本村の放課後児童対策に変化はあるのかという質問で

ありますけども、新制度における放課後児童クラブの主な改正点は、対象年齢を小学校６年生ま

でに拡大したこと、設備や運営に関する基準についての条例化であります。

条例の中では、放課後児童支援員の資格、配置についてや、児童１人当たりの面積要件も規定

をしております。我が村の児童館は従来から小学校６年生まで受け入れておりまして、本村が行

ってきました放課後児童対策が大きく変わるものではありませんし、国の制度がようやくうちの

制度に、うちに追いついてきたというふうに思っておるところでありますので、さらに児童館に

来る子供たちが充実をして、そこで生活ができるようになるよう努めてまいりたいというふうに

思います。

ということを御答弁を申し上げて、中学生の活動支援事業については教育長代行をもって答弁

させますので、よろしくお願いして、江田議員の一般質問に対する私からの御答弁とさせていた
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だきます。

○議長（橋井 満義君） 下口教育長職務代行者。

○教育長職務代行（下口 哲司君） 江田議員の中高生の活動支援事業に関する一般質問について

お答えいたします。

今年度から地方創生総合戦略の一つとして、未来を担う中高生を対象にヴィレステひえづで活

動する機会を提供し、青少年が地域とつながり世代を超えて交流することで、日吉津村を愛し、

日吉津村に愛着を持ち、活躍できる人づくりを目指す中高生の活動支援事業を行っております。

事業計画は、ワークショップ、先進地視察、イベント開催などです。取り組み状況は、５月に

社会教育関係職員を対象にした研修会を実施しております。現在は選挙の街頭啓発や、生涯学習

大会のイベント企画に高校生を募集しております。また、図書館では中高生のお話ボランティア

の募集を行うなど、参加機会をふやしているところです。呼びかけ方法も工夫しております。従

来の村報や防災無線によるお知らせではなく、他のイベントに参加している中高生へ直接呼びか

けをしたり、高校生宛てに郵送を行っております。応募締め切りや事業実施は７月ですので、反

応についてはまだこれからというところであります。研修やイベントの具体的な内容につきまし

ては課長より説明させますので、御理解を賜りますようお願いし、江田議員の一般質問に対する

答弁とさせていただきます。以上です。

○議長（橋井 満義君） 松尾教育課長。

○教育課長（松尾 達志君） 江田議員からの一般質問にお答えをします。

事業の具体的なという部分のところでお答えをさせていただきますと、まず、５月９日にヴィ

レステひえづにおきまして、西部町村社会教育協議会、これが社会教育の関係者で、西部の町村

のいろいろな担当する者が集まっております。これで「地域で活躍する高校生」と題しまして、

公益法人鳥取県民活動活性化センターの職員から高校生の活動実例を数例お伺いをしております。

一つには、「トットリハイスクールマガジン」ということで高校生向けのフリーペーパーをつく

る活動をしている高校生の活動報告などをお伺いしました。

７月２日土曜日にイオン日吉津店におきまして、７月１０日の投票日のある参議院議員選挙の

街頭啓発活動を行うようにしております。選挙管理委員会のほうからいろいろな資料をいただい

て、高校生のビラ配布をする予定であります。配布をする者は、選挙権の有無にかかわらず高校

生就学年齢を対象にしておりますし、配布物はこれから届きますのでそういった物を持って行う

ということです。今回から選挙権を持つ１８歳、１９歳がありますが、高校生がこういった選挙

活動についてＰＲするということで自覚を持たせようというところで考えています。
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７月１７日にヴィレステひえづで生涯学習むらづくり推進大会・図書館大会を行いますが、午

前中は講演会を計画しておりまして、「大人が笑えば子どもは笑う」ということで、ホスピタル

・クラウンの大棟耕介さんに講演をいただこうと思っています。そして、１２時から１時半まで

はワークショップを出会いストリートで行います。バルーンアートや巨大福笑いなどをするとい

う予定にしています。

そして、午後１時半から３時に映画会を予定しておりますが、この映画会の企画に高校生プラ

ンナーを募集するというところです。高校生で企画をして映画会をしませんかという呼びかけ、

映画会までの取り組みをそれぞれ自分たちで考えてほしいなというものです。案内の中には、映

画会には興味がないけども何かがしたいということについても、事務局のほうに問い合わせをし

てくださいということで通知を個人宛てに送るということをしております。図書館の中高生のお

話ボランティアも現在募集しておりますので、そういったところで地域で自分たちの活躍する場

ができるということを皆さんにお知らせをしたいというとこですし、先ほどありましたダイレク

トに直接郵送するという方法をとるのは、防災無線とか村報に高校生、中学生が触れる機会がな

かなかないのかなと。家庭のほうに届いていても、そういった年代が読むということがあるのか

なということがありましたので、今回は高校生就学年齢の者に直接郵送して、中のチラシを見て

いただきたいということで行っています。以上です。

○議長（橋井 満義君） 江田議員。

○議員（６番 江田 加代君） 江田です。では、再質問させていただきます。

まず、国保の県一本化についてです。いろいろかなりのところで具体的なものもあるのかなっ

ておりましたけれども、今具体的なものがほとんどないっていう感じです。それでですけれども、

この連携会議の中には日吉津村からは福祉保健課長さんが参加されるんですか。

○議長（橋井 満義君） 小原福祉保健課長。

○福祉保健課長（小原 義人君） 江田議員さんの御質問にお答えします。

この連携会議といいますのが、今までありました国保担当主管課長会議という各市町村の担当

課長の会議ですので、私もそれに入っておりましたので移行後もそちらには参加をいたします。

以上です。

○議長（橋井 満義君） 江田議員。

○議員（６番 江田 加代君） それでは、ちっちゃな村ですので、いろいろな問題、具体的に抱

えておる国保でした。だけど、村長の、何ていいますか、力強い一般会計からの繰入金で何とか

皆さんがやってこれました。ですから、大きな米子市、鳥取市、そういったところじゃなくって、
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こうして頑張ってきたちっちゃな村からどんどんと発信していただきたいと思いますので、よろ

しくお願いいたします。

それで、構造問題の解決の方法が、これは国と地方の話し合いの場がありますよね。それの情

報が結構国保新聞には詳しく載っております。具体的に知事さんがどういった発言をしたかとい

うようなことも本当に事細かく載っておりますので、本当にこれまでに知事さんたちの頑張りが

すごかったのだなって思っております。例えば、改革会議の中で知事さんが発言されてますけれ

ども、国保全般の本格的な議論をしないまま、枠組み、方針、時期、運営主体などを法案に明記

するのはいかがなものかとか、それと低所得者、無職者がふえる中、慢性的赤字をどう克服した

らいいのかの構造問題の議論が一切行われていないというようなことも述べておられます。そし

て、改革会議の中では、医療費を無理やり抑え国庫負担を削るやり方で問題は解決しないと知事

さんもおっしゃっておりまして、こういった中でかなり、やっぱり国も動いたような気配があっ

て、それで当分５年間は激変緩和措置はとっていくとか、そういった方向は出しております、確

かに。

また、これは国と地方の協議の場だけの議論じゃなくって、この構造問題については健保連と

協会けんぽのほうからも国のほうに要望書が上がってます。それは、協会けんぽ、今の国保の会

計を見ますと、国の国庫負担よりも協会けんぽ、被用者保険が負担する前期高齢者交付金ってい

うそれの金額が国の国庫負担を超えました。ですから、被用者保険も本当にかなりの負担をして

おりますので、それはただごとではないというような立場で意見書を上げたりしておられます。

その中でですけれども、これも国保新聞の中にありましたけれども、これは健保連と協会けんぽ

のほうからなんですけども、国保の運営をあれこれ言うつもりはないと前置きした上で、今後ウ

オッチさせてもらいたい。保険者努力支援制度は、医療費適正化や保険料収納率の向上など、国

保はもっと頑張っていただかんといけんというような発言をされております。

そうしたところに今度は、国民健康保険の側、国保中央会のほうは、定年被保険者のときに健

康づくりをしっかりやっているか否かで影響がある。定年や非自発的な失業、心を病んで職場を

離れざるを得なくなった方を国保が担当しているのだというような、そういった本当にもう激し

い議論がされているようです。そこで仲介役の方が、対立の構造は持ち込まないというようなこ

とになったそうですけれども、やっぱり私は、これくらいけんけんがくがく議論が必要ではない

かなって思いました。ですから、今の県のこれからを決めていかれます運営方針なんですけど、

これについてもけんけんがくがく実態をどんどん市町村は上げて、国もいろいろ要望して、そう

いった連携会議にしていただきたいんですけども、いかがでしょうか。なりそうですか。
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○議長（橋井 満義君） 村長。

○村長（石 操君） 対立の構造になってはならないという話ですけれども、今の政府の仕掛

けは対立の構造を生んでおるというふうに見てますので、この国保の財政の厳しさは、それは協

会けんぽも健保連も受けませんよ、それはね。そこに求めてもと思ってますので、やっぱり政府

が抜本的なところにてこ入れをしないと、いわゆる協会けんぽの人は、国保はもっと頑張れやと

いう当然の発言になると思ってますので、そこはやっぱり我々も知事には言いますけれども、解

決の仕方は県ではない、県と市町村ではないというふうに僕は思ってます。あくまでも国の方向

で解決をしていかなければならないというふうに思ってますので、当然、県に対してはそれぞれ

の町村が実態を言って議論をしますけれども、到底そこの県の新たな会議、組織の中で解決する

ような問題ではないと思ってます。どちらかといえば、表現は悪いですけども、県は今のまんま

だと保険料を徴収するだけの組織になりかねないと、なるのではないかという懸念をしてますの

で、そこはやっぱり言っていかなければならないと思ってますし、従来から私自身が言ってます

のは、今の制度設計は３０年に保険料を集めるだけの組織を県下一本でつくるということで、御

指摘のようにマイナスばっかり言ってみたってプラスにはならんわけですので、やっぱりそこは

抜本的なことと、それから県の役割として、先ほどありました現役のときの健康をどげするのか

というようなこともありましたが、やっぱりその辺は県としての県民の健康づくりという観点で

の都道府県化が必要かなという気がして、県はそこのところ、我々は現場で保健師が職員が住民

の皆さんの健康づくりをやっていきますけれども、それは一つ高いところで県としてのそういう

姿勢を持って健康づくりにも取り組んでいただかないと、いわゆる保険料を集めるだけの機関に

なりそうな感じがしておりますので、そのようなことを申し上げて、これは一つの県と市町村と

では解決のできない問題と思ってますので、御理解をいただきたいと思います。

○議長（橋井 満義君） 江田議員。

○議員（６番 江田 加代君） 村長の思いと、私、ばっちり一致しておりますけれども、この資

料ありがとうございました。これは都道府県国民健康保険運営方針、これをもとにして国のいろ

いろと方針が決めていくんですね。これ議論されていくんですよね。

この中にですけれども、この策定要領は地方自治法第２４５条の４第１項に基づく技術的助言

であると書かれています。この技術的助言っていうのは、私これは、じゃあ必ずこれには従わな

くていいですよと、そのように理解すると間違いでしょうか。

○議長（橋井 満義君） 小原福祉保健課長。

○福祉保健課長（小原 義人君） 今、江田議員さんがおっしゃってますのは、恐らく国の示され
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たガイドラインにのっとった指針であると思いますが、そちらがあくまでガイドラインというこ

とでありまして、それをもとに今先ほど言いました市町村での連携会議、さらにはその下に設け

られます作業部会におきまして保険者独自の算定方法をつくっていくというものでございますの

で、あくまでも一つの指標と考えていただければよろしいかと思います。以上です。

○議長（橋井 満義君） 江田議員。

○議員（６番 江田 加代君） わかりました。

それと、やっぱり日吉津村の今、被保険者としましては、一般会計の法定外繰り入れについて、

これに書き込むかどうかいうことをすごく心配するわけです。これに書き込んでしまったら、本

当に国保新聞、最近の国保新聞見ましたら、全国で４割の保険者がやっぱり保険税を安くできる

ように一般会計から入れてるんだそうです。そうしたところに、この一般会計からの繰り入れを

こうした文章化して禁止してしまうということになると、本当に大変なことだなと思いますので、

そのあたりは連携会議でしっかりと押さえていただきたい。どうでしょうか。

○議長（橋井 満義君） 村長。

○村長（石 操君） 一般会計からの繰り入れをしないということをそこに書き込む、書き込

まないということについて、今の段階ではなかなかお答えしにくいなと思ってます。気持ちは先

ほど前段でお答えしたとおりですし、激変緩和といっても一時的な対策でしかないので、根本的

な解決にはなってない、なっていかないというふうに思いますので、さきに答弁したとおりのこ

とを当面は訴え続けていく必要があるというふうに思います。以上です。

○議長（橋井 満義君） 江田議員。

○議員（６番 江田 加代君） それと一つずつ確認しておきたいんですけれども、これを読ませ

ていただいて、資格証のことについても気になりました。確かに、ほかの境港市とかは結構発行

してますけれども、短期保険証を発行しても資格証発行してないところは結構ありまして、納付

相談を受けて、保険証を取り上げないっていうことで頑張っておられます。そのあたりもぜひと

も連携会議の中で慎重に扱っていただきたいということをお願いしておきます。

それと、この中に収納対策についてありますけれども、これもどのように文章化されるのかな

って思うんですけれども、これを見たときに２１ページにありましたけど、収納対策。市町村ご

との保険料の収納率の推移のほか口座振替や滞納処分等、収納対策の実施状況に関するデータを

記載して見える化が図られる。見える化だそうです。その際、市町村ごとの状況の差の見える化

が図られるよう留意することとか、そこで例えば都道府県全体及び市町村ごとの普通徴収と特別

徴収の実施割合、口座振替率や徴収アドバイザーの派遣、指導の実施等の収納対策の取り組み状
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況、保険料の滞納世帯数、割合、短期保険証や資格証明書の交付世帯、割合の推移、滞納処分の

実施状況などについて示すことが考えられると。それして、さらに私、本当に心配します。これ

本当に職員さんも大変になるんじゃないかなって思いますけれども、各市町村における収納率目

標の達成のため、地域の実情把握の上、収納担当職員に対する研修会の実施、徴収アドバイザー

の派遣、複数の自治体による滞納整理事務の共同実施に対する支援と収納対策の強化に資する取

り組みを定めることってあります。こういったことが、もしここに文章化されてしまうと、市町

村の職員さんはまたこの仕事に追われていかんといけんっていうことで心配します。いかがでし

ょうか、このあたり。

○議長（橋井 満義君） 村長。

○村長（石 操君） 保険料が入る入らない、払っていただける払っていただけないというと

ころの判断を、うちの村は自治体小さいのでしやすいと思ってます。徴収アドバイザーに来ても

らってやってもらえばいいなと思って今話を聞きましたけれども、それは県あたりでいうと、県

税の担当者は自分の住んでいる地域は徴税に行かないという不文律があると。ところがうちの職

員は、隣のうちに税をもらいに行く苦労をしてますので、その辺はしっかりと訴えていきたいな

と思いますし、税金をもらうほうも、徴収に行くほうもそんなことで隣のうちに行くわけですか

ら、それはそれは大変な思いをしてやっているというふうに思いますし、それから資格証を発行

するしないというのは、やっぱり顔の見える関係の中ではそれは判断ができるのではないかとい

うふうに私は思ってます。制度とは多少違いますけれども、そこはある程度見えるのではないか

ということで、今でも滞納に対してはできる限りのことをしながら、隣の家に徴収に行きて分割

納付をしてもらうというようなところまで踏み込んでやってますので、そこまでの国の縛りが必

要なのかということでは、あんまり必要性感じてません。以上です。

○議長（橋井 満義君） 江田議員。

○議員（６番 江田 加代君） ぜひとも、この滞納問題についてはよく議論していただきたいと

思います。現実的に資格証の日吉津村はもちろん発行してませんけれども、ある医療機関に聞き

ましたら、米子市あたりから資格証を持った患者さんが来られるそうです。そうしますと、後、

追跡してみますと、本当にすぐ亡くなられたりとか、そういった方がやっぱり多いように見受け

るって言われました。ですから、恐らく資格証の方はぎりぎり、ぎりぎり医療機関に行くのを我

慢して、いよいよっていうふうになってから行かれるのかなって思いました。この資格証は、本

当に命の綱っていいますか、それをも奪いかねないっていいますか、そういったものですので、

これも慎重に検討していただきまして、こういった計画の中に安易に書き込んでもらいたくない
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というふうに要望しておきますので、よろしくお願いいたします。国保のことは以上にします。

それと、国保のことですけど、子供の均等割の減免については、国保新聞を見ましたら全国の

知事会が強く要望をしとられましたね。これも恐らく今後また、すぐではないでしょうけども検

討されていくのかなって思っております。

続いて、中高生の活動支援についてですけれども、これからいろいろといろんな期待できるの

かなという一面もありますけれども、午前中の同僚議員さんの質問の中で、本当にいろいろ中高

生の自主サークルの活動支援といっても、その活動の目的がはっきり明確になってないとなかな

か子供たち集まってこんじゃないかっていうことについて、私も同感です。私、もう既に直接郵

便物を送られただけなのかなって、今初めて知ったんですけども、例えば自分たちでこういうこ

とがやりたいとか、そのような直接、中高校生とお話されたっていうような機会はまだないので

しょうか。

○議長（橋井 満義君） 松尾教育課長。

○教育課長（松尾 達志君） 江田議員の御質問にお答えします。

まず、そういった自分たちでも活動したいっていうことの声かけのために、一つの例としては

映画会を出していますが、自分たちでやりたいことがあったら事務局のほうに申し込んでくださ

いという声かけが、このたび初めてです。それから具体的に意見等について考えていきたいとい

うことで思っています。以上です。

○議長（橋井 満義君） 江田議員。

○議員（６番 江田 加代君） 私、以前から申し上げてますけども、町田のばあんっていう子ど

もセンターの運営委員会の話よくするんですけれども、やっぱりこれも子供のセンターをつくる

検討委員会の中の構成メンバーは小学校４年生から高校生までだそうですけれども、結局大人た

ちが一生懸命動いたんだけれども、子供たちの要求っていいますか、あれがしたいこれがしたい

っていうことがどんどん出てきて、それで初めて大きな力が出せたっていうようなことが報告書

に書いてありましたけれども、ぜひとも子供さんの、何ていいますか、意見といいますか、それ

をどうして酌み上げるかいうことについて、考えて研究ばっかりしとってもいけんと思うですけ

れども、ぜひとも面と向かってそういった情報収集していただきたいと思いますけれども。じゃ

あ、この映画会に向けて、これが大成功になるように、その中高校生を組織していっていうこと

ですね。そういうことで、今のとこ。

○議長（橋井 満義君） 松尾教育課長。

○教育課長（松尾 達志君） まずは、高校生を集めてという部分です。中学生については、中高
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生のお話ボランティアのところで募集をしますが、まず高校生、地域の高校生はこう動いてるん

だ、こういったこともできるんだっていうところを一つ押さえて、それから中学生がそういった

ことに興味を持ったり、自分たちもこんなことがしたいという引き続きのものができればなと思

っています。まず、そういった意見を出していただく、集まっていただくことが肝要かと思いま

すので、まずそこから動こうとしていますので、御理解いただきたいと思います。

○議長（橋井 満義君） 江田議員。

○議員（６番 江田 加代君） じゃあ、これからですので、よろしくお願いいたします。

続きまして、児童館のことです。私、きょうあえて、確かに、児童館では子育て支援アドバイ

ザーを配置していただいて４年目だと思います。そして、１０年先の子供の姿を見据え、目指す

子供の姿を示して事業をやっておられるっていうことは聞いておりまして、本当によく頑張って

いただいておる、専門的な立場からもアドバイスを受けてというふうに、もちろん評価しており

ますが、私がなぜ正規の職員さんをぜひ配置していただきたいって思ったかといいますと、もち

ろん資質の向上っていうことなんですけど、それはそれで限界があるなって思ってます。そんな

に嘱託の職員さんに多くを期待するっていうことばっかりでは大変だと思いますので。

私がなぜそう思ったのかといいますと、児童館も正規の職員さんゼロ、子育て支援センターも

正規の職員さんゼロ、ファミリー・サポート・センターもゼロ。そうすると、新システムの１３

事業のうちの３事業なんですけれど、それが全部非正規の方で運営していただいておるというこ

とになっております。そこで、私がこのたび強く感じましたのは、トイレの改修の問題です。ト

イレの改修の問題が、お聞きしたときに、なぜ今まで周りの大人たちは気づいてあげなかったの

かなっていうことを強く思いました。そうしたときに、この間、教育民生常任委員会から行かせ

ていただいて懇談させていただいたんですけれども、その中で女子が家に帰って話をしていた、

トイレが嫌だとか、大便ができないので早目に帰宅する児童もありました、ドアをあけたときに

嫌との声はありました、高学年は中央公民館やヴィレステひえづのトイレを使用していましたな

どのお話を聞きました。ということは、こういった子供たちが声を出しているのに、なぜその声

がこれまで放置されてきたのかっていうことが、物すごく私気になりました。

そこでですけれども、日吉津村が策定しました子ども・子育て支援事業計画の中に基本理念は

「皆んなで支え 育もう 次代を担うひえづの子」となっておりまして、基本理念とあわせてこ

の計画の内容については以下の視点に立ったものとしますいうので、基本的視点の第１番目に、

子供の視点を尊重しますというふうになってます。そして、我が国は児童の権利に関する条約の

締約国として、子供にかかわる種々の権利、生きる権利、育つ権利、守られる権利、参加する権
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利が擁護されるよう施策が推進されることが求められています。このような中、子供の幸せを第

一に考え、子供の利益が最大限尊重されるよう配慮しますというふうに、日吉津村の子ども・子

育て支援事業計画には明記されております。

そこで私は、このトイレの問題は、本当にこういった子供の権利が守られていたのかなってい

うことで非常にショックを受けまして、そこでです、これを本当に私、同僚議員のほうから予算

の質問の中で、なぜこういった重要なことが補正予算で上がってくるか、当初予算でないのかっ

ていう質問がありましたけど、私本当にそうだと思います。そこで、なぜそういった事態が起き

たのかっていうことを私なりに考えましたけれども、嘱託の職員さんにこれら全てを託すという

のは、やっぱり限界があるのではないかなって思いました。ぜひとも、そういった私は意味があ

ってこのたびぜひ正規の職員さんを置いてくださいって提案するわけですけど、いかがでしょう

か。

○議長（橋井 満義君） 村長。

○村長（石 操君） 児童館については、そのトイレの改修を補正で上げさせていただいたと

いうことで、先ほど江田議員からありましたように、なぜそこに気がつかなかったのかいうこと

では、実は私も反省をしております。公民館をそれまでは女子の子供たちは使っておったと、児

童館から使っておったということで、そこに盲点、盲点といいますか、僕の配慮が足らなかった

なというふうに思ってます。

ということですが、今うちの職員の状態は、職員数でいくと今４７で、今回の補正の中に上が

ってますけど、類似団体の数字でいくと実はマイナス１８が走ってます。ですから、全国のうち

のような人口規模のところの団体の数からいくとマイナス１８が立ってますので、４７で定数は

５２ですけれども、平成２３年か２１年だったと思いますが、国の行革で職員を１割削れという

ような指示があったもんですから、そこで１割削って４６までいきて、それから福祉事務所をし

ましたので４７になっておるということです。そういう類似団体の中ではマイナス１８が走って

ますけど、この間鳥取財務部から来られまして、昔の、今何て言った、大蔵省の財務事務所とい

うか。大蔵省の財務事務所から来られて、うちの財政状況を見られて、いわゆる人件費のウエー

トが高いですということを言われておりますので、マイナス１８が立ってますけど人件費が高い

ですという、いわゆる大蔵、財布を見る立場の人は、大蔵省の鳥取財務事務所は、人件費が高い

ですという言い方がありまして、それは給与費の明細書で報酬のとこ、報酬職員が上がってます

ので、ここが３５人の数字が上がってますので、統計で言う、自治法上で言う職員数が正規、嘱

託を含めたもので８２の数字が上がっておるということでございまして、そういうことから人件
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費が高いと言われたのかなという気がしておりますので、そういう意味では、かなり合併後の国

の地方に対する職員数のあり方については検討して頑張ってきたなという思いはありますけれど

も、でも一方では財布の見方としては人件費が高いという言われ方をしてまして、どうしたもん

かなというふうに、ちょっと悩んでますけども、でも、そうはいっても皆さんに頑張っていただ

いて今の子ども・子育ての体制ができ上がっておりますので、現状のところを構成員２名、それ

から午後が７名ということで、さらにはパートが３だったか４だったかということでは、人の手

当ての数は十二分に、十二分とは言いませんけれども、人並み以上、よそ以上の体制で子育てを

しておるというふうに思いますので、現状を理解をいただきたいというふうに思います。

○議長（橋井 満義君） 江田議員。

○議員（６番 江田 加代君） 今お聞きしましたが、子育ての体制が確かに力を入れていただい

ておるっていうことは、よく理解しております。それであるのに、なぜ、このトイレの問題なん

ですけども、こういった事態が起きてしまったのかということを考えたときには、やっぱり本当

に非正規の職員さんの処遇っていいますか、そういったことも基本的に考えたところからも改善

していく必要があるのではないかと思って提案したわけです。本当に私、嘱託の職員さんは１年、

２年、３年、４年目にはまた報酬はもとに返ったりしてますので、処遇からいえば、本当にそう

いった環境の中でよく働いていただいてると思っております。しつこいですけど、子育て支援に

力を入れておられるのに、なぜこんな大事なことが見逃してしまったかっていう辺ではどのよう

にお考えでしょうか。

○議長（橋井 満義君） 村長。

○村長（石 操君） 児童館だけに限らず、ほかのこともありますけれども、保育料にしても

第３子無料だとか、それから子育て支援センターに来られるのはフリーですとか、それから児童

館はおやつ代だけをもらってますということですので、そういうことで職員の身分を変えていく

と、持ち上げていきたいという思いはありますけれども、やっぱりそこは全体を預かる者として

は、じゃあ構成員２人と午後の７人の人の人件費をどこから捻出するのかということを考えるこ

とになってしまいますので、数で、一人一人の職員の皆さん質の高いものをお持ちで、また積極

的になっていただいておりますので、そこで御理解をいただかなければならないというふうに思

います。以上です。

○議長（橋井 満義君） 江田議員。

○議員（６番 江田 加代君） 時間が来ましたので、御答弁いただきましたので終わります。

○議長（橋井 満義君） 以上で江田議員の一般質問を終わります。
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○議長（橋井 満義君） 次、通告７番、議席番号５番、三島尋子議員の一般質問を許します。

三島議員。

○議員（５番 三島 尋子君） ５番、三島です。今回の質問は、３問いたします。

初めに、私は６月１２日にヴィレステひえづでありました海士町長のお話を聞く機会を得まし

たので、それを聞かせていただきました。大変、感動をいたしました。大変心に残っておる言葉

がありまして、それは本気度ということでした。そして、自分の人生をかけた生きざまっていう

ことをおっしゃいました。それにすごい引き込まれていって、すばらしいなっていうことを感じ

ました。職員も自分の住んでいるところをよくしたいっていう気持ちから、みんなが頑張ってや

ってくれているっていうことをお話しになりました。日吉津村の職員もそういう気持ちで頑張っ

てくれていると思いますけれども、大変すばらしい講演だったなっていうふうに受けとめており

ます。

今回、３問の質問は、気になる健康結果、２問目は災害時に備える体制を、もう１点は第三セ

クター等の健全化の策定の３点について質問をいたします。村長からの答弁を求めます。答弁に

よっては、再質問させていただきます。

１問目ですが、皆さんのところへ、日吉津村の皆さんへ、これが日吉津村の健康課題っていう

チラシが入ってきたと思います。このチラシを見ましたときに、えっ、何だこれはってことを率

直に思いました。ワーストとはどんなことかっていうことで、しばらくそのチラシに見入ってし

まいまして、最悪の結果かっていうことが受けとめられたんですね。何で日吉津がそんなになる

んだっていうことを初めに感じました。日吉津村は、糖尿病は高い割合だっていうことは聞いて

おりました。そして、糖尿病予備軍も相当に多いということも聞いておりましたけれども、まさ

か県内でワーストに行くところにいるっていうことは想像もしていなかったことでした。この点

からして、５点伺います。

１点目は、村長は、福祉、健康を重視し、特に保健師の採用、育成に努められ、また事業予算

についても他市町にはない投資をしてこられたと思っております。この分析結果を見られまして、

率直に感じられたことをお伺いいたします。

２点目は、まず取り組むべき一番の課題は何だと思われたでしょうか。資料により説明を求め

ます。

３点目、相談事業を実施すると報告がありました。具体的な取り組み、また社会福祉協議会で

も相談訪問事業を実施するとの発表もありました。連携しての取り組みかどうかということもあ
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わせ、お伺いいたします。

４点目、日吉津村に保健委員会があります。この委員会の役割についてもお伺いいたします。

５点目は、県内自治体では、大学病院等々、一緒に合同で二、三年かけて健康対策に取り組ん

でおります。日吉津村でもそういうお考えは持たれないでしょうか。その点についてもお伺いし

ます。

次に、大きく２問目ですが、災害時に備える体制について伺います。日吉津村地域防災計画が

修正され、風水害等対策編についてはパブリックコメントを実施されました。今回は全員協議会

で震災対策編の修正、そして促進計画、その資料編等について説明を受けました。膨大な資料で

して、なかなかこれを理解をしていくっていうことは大変なことだと思っております。全体をま

だ全部見通しておりませんので、限られたところですが質問をさせていただきます。３点につい

て伺います。

災害時職員の動員・配備体制について伺います。これは先般もテレビを見ておりますと、熊本

では大変職員体制に苦慮をしたっていうことが報道されておりました。現在もまだ続いておる、

先ほどの同僚議員からの質問でもありましたし、村長の答弁からもあったように思います。こう

いうことを考えまして、どういうふうな配備体制を組まれるのかということをお伺いいたします。

２点目は、地域防災計画に社会福祉協議会の位置づけが要ると思いますが、これをどういう位

置づけにしようと考えられているのか伺います。

３点目ですが、ボランティアの役割は多岐にわたります。災害時ボランティアっていうのは、

平常私たちが行っているボランティアとは大変違うのではないかということを思っております。

現在、日吉津村内では、災害ボランティアで日ごろから訓練をしておられるのは日赤奉仕団だと

思っております。村として平時からこの災害ボランティアについて訓練をといいますか、対応を

していくっていうことが必要ではないかっていうことを感じております。日赤奉仕団、社協に登

録したボランティアなど、各種団体が災害発生時に活動が円滑にいくように環境整備を図ってお

くことが必要だと考えます。この点についてもお伺いいたします。

３問目ですが、第三セクター等の健全化の策定について伺います。第三セクターとは、地方公

共団体から独立した事業主体として、みずからの責任で事業を遂行する法人であります。平成２

６年８月５日、総務省自治財政局長名で第三セクター等の経営健全化等に関する指針の策定につ

いてという通達が出され、県知事から市町村長に対して通知されております。２点伺います。

日吉津村は、土地開発公社、株式会社ひえづ物産、一般財団法人うなばら福祉事業団へ１００

％の出資等をしております。さきの通達を受けて、経営健全化の策定をすべきと考えます。策定
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はされたのかということを伺います。

２点目、今議会に報告がありました平成２７年度決算報告書を住民に公表することが義務づけ

られております。これはいつされるのかお伺いをいたします。以上、よろしくお願いいたします。

○議長（橋井 満義君） 村長。

○村長（石 操君） 三島議員の一般質問にお答えをしてまいります。

まず、１点目の気になる健診結果についての御質問ですが、分析結果から感じられたことは何

か、また２つ目は、取り組むべき一番の課題は何かという御質問でございまして、実はこの資料

を出すということで提案があったときに、ここまで悪いのかということを率直に感じました。そ

れは先ほどありましたように、相当手を、予算をかけてこれまで取り組んできたなということで

考えておりましたけれども、人間ドック等にしてもそうですし健診にしてもそうですし、かなり

のことをやってきたなというふうな思いはしておりましたが、結果としてはこういう結果ですの

で。でも、この結果をやっぱり公表して、今が最低だということを前提に、村民の皆さんにも理

解をいただいて取り組んでいく必要があるというふうに感じたところであります。日吉津村とい

う地域であり続ける限りは、一つのものが突出をする必要はないと思ってます。全体としての地

域のバランスがよくなければならないというふうに思ってますので、今回のワーストワンとかワ

ーストツーのこの結果は、やっぱり村民の皆さんにしっかりと読み込んでいただいて、ここを持

ち上げ、いわゆる健康にしていくという取り組みをしていくためには、このことは明らかにしな

ければならないという思いでございました。率直なところそうです。

今回お示ししました健康課題は、平成２４年度及び２５年度の協会けんぽと国保の健診結果で

あります。健康課題を考える基礎資料の一つになるものでありますし、このワーストワンとワー

ストツーは、いわゆる若いときからの生活習慣がここにもたらされるものでありますので、若い

ときからの生活習慣をしっかりしたものにしておかないとこういう結果になるということが言わ

れておりますので、決して高齢者の問題ではないということで受けとめてその取り組みをしてい

く必要があるというふうに思ってますし、このワーストワン、ワーストツーのデータの部分は全

てといいますか、医療費の高額化につながっていくデータになっていきますので、やっぱりここ

のところを引き下げることをやっていかなければならないというふうに思います。１年や２年で

できることではありませんので、この空腹時血糖とヘモグロビンＡ１ｃと血圧、中性脂肪、悪玉

コレステロールの改善を手がけてきた千葉県のある市は、それこそいわゆる糖尿病になってさら

には腎症になってということにつながっていく可能性が非常に大きいということですので、ここ

の部分を徹底してやって、市ですけれども、従来、国民健康保険に１億０００万円の投入を一
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般会計からしておったけれども、２８年は何とかその一般会計からの繰り入れをなしにできそう

だというのが国保新聞に出てましたので、やっぱりそういうことを時間をかけながらやっていく

ことが必要だなということで、今回の健診結果を受けて要精密検査、要医療の方などには、保健

師が戸別訪問をし受診勧奨を行ってはおります。

また、現在、健康寿命延伸プロジェクトを立ち上げて、西部福祉保健局や国保連合会、協会け

んぽ等の協力を得ながら、医療費や人口動態等その他のデータも含めた分析を進めておるところ

であります。今後はデータ分析から導き出された課題に対して対策を検討し、今年度の秋にはデ

ータヘルス計画を策定をする予定にしております。そして、各自治会へ伺うまちの保健室事業な

どの取り組みにつなげていきたいというふうに考えております。

また、３つ目の質問で、相談業務として具体的にどう取り組むのか、社会福祉協議会の訪問事

業との連携はあるのかという御質問でありますけども、社会福祉協議会の訪問事業は村が社会福

祉協議会に委託をしておりますふれあいのまちづくり事業の中の地域見守り事業のことかと思い

ますが、現在は始まったばかりということもあって、地域包括支援センター職員との情報交換の

レベルだということでありますが、必要時には地域包括支援センター職員から保健師や栄養士に

連携のとれる体制を整えております。ヴィレステひえづには、健康相談健診センターを設けて保

健師を配置して、乳児健診や特定健診、がん検診などの健診結果の相談業務はもちろんでありま

すけれども、土日の健康相談窓口も開設をしたところであります。土日の健康相談業務を窓口を

開設をしておる自治体というのもなかなかないのではないかというふうに思いますけども、その

相談のあり方をもっと密度の濃いものにしていかなければならないというふうには思っておりま

す。そして、あわせて心の健康に関する普及啓発や地域包括ケアシステムの構築に向けて、さら

に努めてまいる方向でおります。

４つ目の、村には保健委員会が設置されている、どういう役割かということでありますが、保

健委員会は昭和６０年に、住民の健康の保持及び増進を図り、社会福祉の増進に努めることを目

的として設置されました。構成メンバーとしては、各自治会長を初め自治会から推薦をいただい

た方、議会の教育民生常任委員長、そして国民健康保険の運営協議会長、食生活改善推進委員会

の会長、そして教育長から成るメンバーでございまして、相当大きな組織であります。年度当初

に委員の皆さんから御意見なり御提言をいただき、保健衛生事業の立案、普及啓発、改善につな

げておるという内容の委員会であります。役割として、会則に規定してありますとおり、各種検

診等、保健衛生事業に御協力をいただくとともに、当該者に受診を勧めていただいたり、各種研

修会に参加し知識の向上に努めていただくことなどであります。
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５つ目の大学病院と組んだ健康対策に取り組む考えはないかとの質問でありますが、鳥取大学

の医学部は、過疎地医療学、看護学の実習等で中山間地に出向く事業が日野郡内の町で取り組ま

れておりますが、当村は過疎地医療学という対象にはなりませんので事業が導入できないという

ことで、そこで日吉津村としては、昨年秋より県補助金事業のまちの保健室事業を活用し、県内

の看護学科設置大学の協力を得ながら、各自治会公民館で健康チェックの実施と大学の看護学講

師による健康講話の事業、さらにヴィレステひえづにおいても大学講師の講演会を計画しておる

ところでありますので、御理解をいただきたいと思います。

いずれにしても、今回の健診の結果は本当に地域力を考えたときに、ここの部分はしっかりと

やっていかなければならないと改めて思ったところでありますので、そのような取り組みにして

いく所存であります。

次に、２点目の災害時に備える体制をという御質問にお答えを申します。

まず、東日本大震災を体験した町から職員の動員と配備体制等を学ぶことが有効ではないかと

のことでありますが、被災地に派遣した職員から被災状況や支援活動等の報告を受けております

が、東日本大震災を体験された町から話を聞いたことはありませんが、職員に聞かせたことはあ

りませんが、南三陸町の佐藤町長とは、我が村に３回でもお越しになったんでしょうかね。それ

から、鳥取県の町村会の中で南三陸町の災害復旧の様子をお聞きしたところであります。それは

それは、人が足りませんので大変な御苦労をされております。今でも、従来の職員体制が合併の

町村でありますので１５０人ぐらいの職員体制が、それと同等の全国からの応援の職員が入って

いらっしゃるという中ですので、非常に当初はかなり苦労、かなりといいますか、想像のつかな

い苦労をされて今日を迎えておられるということでありますので、到底今の熊本の発災において

も、さきの議員さんの話の中でもお答えをしましたけれども、なかなか４７人や４５人の体制で

この災害を乗り切ることはできませんので、災害の初動を乗り切ることはできませんので、村民

の皆さんにも本当にお世話になりながらやっていかなければならないというふうに感じておると

ころでありまして、被災された自治体の規模や立地条件、職員数など、さまざまな条件がありま

すので、本村の実情に合った職員の動員と配備体制について検討し、機会があれば被災地の話を

直接聞ける場面を職員に提供をしていく必要があるかなという気はしておりますが。再三申し上

げますけども、熊本の益城町は３万０００人の、３万０００ちょっと切ってますけども、３

万０００人の人口の町です。その３万０００人といえば、うちが４００人ですので１０分

の１ですので、そこでも対応し切れないということでありますので、同僚議員さんにもお答えし

たと思いますけれども、やっぱり発災当時は、何と言いますか、ちゅうちょなく大きな力をかり
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て対応することが必要かなというふうに思いますし、そんなことで対応をしていくということを

前提にしながら、日ごろの防災の計画を練っていく必要があるというふうに思います。

防災計画において、地域防災計画における社会福祉協議会の位置づけが必要ではないかとの質

問でありますけれども、修正をしました地域防災計画は、ボランティアの受け入れ計画でボラン

ティアセンターを日吉津村社会福祉センター内に設置をして、役場の避難所班と日吉津村社会福

祉協議会とが協力し合い、ボランティアの受け入れ窓口になることを計画をいたしております。

そのほか平成２７年に社会福祉協議会と福祉避難所の協定を締結をいたしておりますので、地域

防災計画に記載をしております福祉避難所の運営も手がけていただくことになりますので、よろ

しくお願いしたいと思います。

それから、災害ボランティアをあらかじめ調整が必要との質問でありますが、議員御指摘のと

おり平常時から関係団体等との連携を図り、災害発生時に災害ボランティア活動が円滑に行われ

るような活動の環境整備を図ることが必要だというふうに思います。熊本でも先ほど申し上げま

したように受け付けや受け入れに相当の時間を要しておるということでありますので、これにつ

いては災害時を想定した準備不足が現地ではあったのかもしれませんけれども、相次ぐ大きな余

震や被災及び被害状況によって、計画どおりにボランティアの受け入れ体制ができなかったとい

う体制もあるようでありますし、これはどこの被災地においてもボランティアが一気に来ていた

だくということですので、相当な苦労を伴っておるというのが実態でありますので、ボランティ

アの皆さんに悪口を言うつもりはありませんけれども、海外のボランティアは自分でそこで過ご

せるだけの体制を整えて、靴などもくぎを踏んでも大丈夫な、くぎが通らないような靴を履いて

道具を持って、自分が寝泊まりができる体制のボランティアが中心だということでありますので、

日本でそれを求めてもいけませんけれども、その気持ちを大切にしなければなりませんけれども、

本当にボランティアの受け入れはどこの被災自治体も非常に苦労をしていらっしゃるということ

で、西部地震では日野町がそういうことだったということで、今ボランティアセンター、しっか

りとしたボランティアセンターになっておるということでありますので、それらも参考にしなが

らボランティアの受け入れの環境の整備を訓練の中でもしていく必要があるというふうに思いま

すので、よろしくお願いしたいと思います。

それから、次に３点目の第三セクターの質問でありますけれども、第三セクターの健全化の策

定ということでありますが、日吉津村土地開発公社、株式会社ひえづ物産、一般財団うなばら福

祉事業団の３つが第三セクターであります。

まず、村の土地開発公社については、総務省から、村の標準財政規模に対して５年以上保有し
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ております公有用地の簿価総額の割合が ４以上であるということから、財政健全化団体に位置

づけられました。平成２５年度には土地開発公社の経営健全化計画を策定し、２７年度決算にお

いてはこの指数が ２５まで減少をしました。平成２９年度までに １以下にすることを目標に、

村が公社の土地の買い取りを進めておるところであります。

それから、質問にありました平成２６年に総務省から出されました第三セクター等の経営健全

化等に関する指針で定めてあります、経営健全化に取り組むべき対象について、地方公共団体に

おいて多大な財政的リスクを有するものとございまして、その目安として、地方公共団体が第三

セクターに対して行う損失補償及び短期貸し付けの標準財政規模に対する比率が、市町村は１

２５から１５％に達している場合とあります。本村の標準財政規模は平成２６年度で、細かいと

ころは省きますけども、１２億７００万円ですので、この標準に照らし合わせますと１億５

００万円以上の損失補償ということになりますので、ひえづ物産とうなばら福祉事業団はともに

この基準以下ということでありますので、財政健全化の策定をするかしないかは別問題として、

考え方としては大事なことでありますけども、国が言っていらっしゃる財政健全化の策定団体に

はなっていないということでありますので、御理解をいただきたいと思いますが。

平成２７年度の決算報告については、ホームページ等での公表を考えておりますので、御理解

をいただきますようお願いをして、三島議員の一般質問に対するお答えとさせていただきます。

いつ、いつということが質問の中に出されておりますので、今回この６月定例議会での第三セク

ターの報告をさせていただきましたので、同時にホームページで公表できる環境はできたという

ふうに考えておりますので、御理解をいただきますようお願いをして御答弁とさせていただきま

す。

○議長（橋井 満義君） 三島議員。

○議員（５番 三島 尋子君） 再質問させていただきます。

結果は悪かったかもわかりませんけれども、みんなに知らせたっていうことは知らせないより

はよかったっていうふうには思ってます。ですが、このチラシはわかりにくいっていうことが住

民の方からありました。なかなか理解がしにくいっていうことがありましたので、今後チラシを

つくられるときに、これは協会けんぽから出してもらったっていうことはありましたけれども、

その点を、せっかく出しますので検討をしていただきたいというふうに思います。

毎年実施する健診ですけれども、この健診は、年度、いつ大体わかりますでしょうか。

○議長（橋井 満義君） 小原福祉保健課長。

○福祉保健課長（小原 義人君） 三島議員の御質問にお答えします。
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詳しい日程ということでございますか。

○議員（５番 三島 尋子君） いや、違います。集計をしたのがいつ出てくるかということ。

○福祉保健課長（小原 義人君） 集計ですか。こちらのチラシに載るような形での集計という。

これが今、２４年度、２５年度の集計ですので……（発言する者あり）

○議員（５番 三島 尋子君） いや、公表するとかどうとかではなくて、ごめんなさい、集計が

いつまとまりますかっていうことです、健診結果が。

○福祉保健課長（小原 義人君） 健診結果は、やりましたら年度末までにデータ入力しますので、

それ以降ですと集計が出ると思います。

○議長（橋井 満義君） 三島議員。

○議員（５番 三島 尋子君） 私はちょっと年度がまたがるのかなっていうことは思いましたけ

れども、年度内に出るっていうことになりますと、大体その次の年度に入ってそれまでの健診結

果による指導がなされるっていうふうに理解します、私は。ですので、これが２４、２５の分で

すけれども、２６年、２７年に何をしておられたのかなと、そういうあれを思います。先ほども

言いましたけれども、大変に多くの投資をして取り組んできた事業でありますので、それと私は、

日吉津村のその専門家集団が集まっておるそういうところで、なぜこういう結果になったのかっ

ていうことを強く思います。村長は健康寿命延伸っていうことを述べておられますけれども、そ

れには到底ほど遠いんじゃないかっていうことも感じております。私はもっとこの専門家集団さ

んのところで、それこそ先ほどの言葉ではないですが、本気で取り組んでいただかないといけん

のではないかっていうふうに思っています。

医療費、大体、額から目をつけていきます。ですけども、医療費が上がるのは病気があるので

上がってくる。医療費っていうことを言いますと、受診される方は、行くとまた金がかかるので

行かれんわっていうふうに捉えると思いますので、もうしばらくはその病気をどうして治してい

くかということを先に出していくっていうことが私は大事ではないかというふうに思ってます。

医療費っていうことが先に出ますと、みんなが反射神経があってちょっと病院に行けんっていう

ふうに捉えると思うんですね。気持ちだと思うんです。そういうところの考え方についてちょっ

とお尋ねしたいと思います。

○議長（橋井 満義君） 村長。

○村長（石 操君） これは協会けんぽと村とのデータの集計が２４と５であって、それぞれ

の住民の皆さんの健診の結果は、その結果が出て要精密だとか、そういう方には戸別訪問をした

りしておるというのが実態でありますので、これはたまたまそういう２年のデータで悪かったと
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いうことですので御理解をいただきたい。それぞれの課題のある方には、直接訪問をしたりして

おるというのが実態であります。

これはあんまり言ってもおもしろくないなという気がしますけども、医者に診てもらっちょう

けんええわいと、このデータは健康のバロメーターであって、医療では、ここは血糖値１００あ

たりはまだ正常の範囲だけんという、そのことの判断をされていらっしゃる方が多いというふう

に聞いてますが、先ほどの最初の答弁で申し上げましたように、やっぱり若いときからの積み重

ねが重症化するということにつながっていきますので、そこを住民の皆さんは保健師の活動を、

そして管理栄養士の活動を御理解をいただきたいと。そこに踏み込んでいきたいというふうに思

ってますし、健康寿命の延伸は、国保だけのデータを捉えたときに本当に６５歳とか６０歳の方

が医療なり介護の世話になっていらっしゃるという現実がありましたので、やっぱりここは改善

をしていかなければいけないという思いで健康寿命の延伸をうたい上げたところでございまして、

それからの活動をしようというところでこのデータが出てきたので、うん、やむを得ん、出そう

ということで出させてもらったものですので、衝撃を与えたと思いますけれども、やっぱりそう

いうことではなしに、若いときから健康に気をつけていただくことが健康寿命の延伸につながる

というふうに思いますので、そのような取り組みをデータヘルス計画なり、まちの保健室の活動

を徹底をさせていくと。いわゆる健診に来てください、糖尿病予防教室に来てくださいという案

内だけでは先に進まないということですので、糖尿病予防教室の対象者が、この１００以上の方

が１３８人あった。参加者が５人しかなかったという寂しい状況ではいけませんので、ここに踏

み込んでいくのがそれこそ職員の使命かなというふうに思っておりますので、そのようなことで

の取り組みをしていきたいというふうに思います。

決して医療のことを言っておるわけではありませんけれども、現実には、医療の高度化といい

ますか、医療費の重篤さは国民健康保険を見る限りではそれはそれは大変な状況ですけれども、

でもそこに至ってはならないということですので、生活習慣をきっちりしたものにしていただく

ことを大目的にしておりますので、よろしくお願いしたいと思います。

○議長（橋井 満義君） 三島議員。

○議員（５番 三島 尋子君） 保健師さんが訪問指導を行っているという答弁でしたけれども、

その訪問をされるチーム編成っていうのはどういうふうに組んでおられるかっていうことと、そ

れと、訪問をされるその目的ですね。何をもって訪問をしておられるか、その相手の方に対して

おられるかっていうことだと思います。一生懸命訪問をされて、その後、２６、２７年。これは

協会けんぽと一緒なので、若い人の数字が悪いんだっていうことを言われようとしてるんだろう
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とは思いますけれども、でも一緒に出してきたっていうことになればそういうことだと思います

し、ただ受診率を上げるっていうことだけではなくて、中身をやはり皆さんに出していかないと

いけないと思いますね。こういう私にしても、多少血圧が高いのかなっていうことをふだん感じ

てはおりますけれども、自分では注意をしておるつもりでも、やはりわかりません。そのときに

専門の人からお話を聞くとき、その話を聞き出す誘導っていいますかね、それが大事かなってい

うことを思うんですね。ごめんくださいって言って、こういうのんで来ましたって言えば、社協

の職員とか役場の職員ですって言えば入れてもらえるかもしれません。でも、本気の話っていう

のは、何回か行きてたたないと受け入れてもらえないっていうのが実情ではないかなと思うんで

すね。これまでの私の体験からしても事業推進にしてもそうでした。

ですので、やっぱりどういう目的を持ってそういうあれを進めておるか。ふだんからの住民と

のかかわり合い、関係、人間関係っていうのか、人とのかかわり合いが重視されると思います。

ですので、ただ保健の指導に行くっていうことではなくて、あなたと一緒に、何か困ってません

かとか、寄り添って考えてあげるっていう、そういう態度っていうか、そういう寄り添いの仕方

っていうのもあると思うんですね。そういうことも考えながらチーム編成をして得てきた、何て

いいますか、情報が、そのチームの中で共有をされておりますでしょうか。どういうチーム編成

でされておるかということも伺いたいと思います。

○議長（橋井 満義君） 村長。

○村長（石 操君） チーム編成については現実の対応を課長から答弁をしますが、今御意見

のあった人間関係なり住民とのかかわりの持ち方、かかわりの持ち方ってちょっと表現が適切で

はないかもしれませんけれども、一番大事なことで、農業のときの話もそうでしたけど、一番大

事なところでございまして、それをこれから進めていくのはデータヘルス計画であったりまちの

保健室の事業であるというふうに思ってます。御指摘のようにそこの部分は不十分さを感じてお

りましたので、健康寿命の延伸などといってみんなで村民の皆さんに御理解をいただくこと、そ

して村民の皆さんが健康であり続けるための対策を考えようということでの健康寿命の延伸であ

りますので、三島議員の言っていらっしゃるこの健診のデータでもって、どんなふうに住民の皆

さんに呼びかけたり理解をしていただくのかという方法論を徹底をすべきだというふうに考えて

おりますので、御理解をいただきたいと思います。

○議長（橋井 満義君） 小原福祉保健課長。

○福祉保健課長（小原 義人君） 三島議員の御質問にお答えします。

先ほどの答弁で、日吉津村の集計がいつ出るかというような解釈をしましたものですから、ち
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ょっと的外れな答えをしてしまいました。済みません。

それで、個別の結果につきましては、人間ドックでありますとか集団健診でありますとか、人

間ドックは受診されて何カ月後かに結果が医療機関から送られてきますので、その際すぐに訪問

に向かっております。それでその体制はということですけれども、うちの保健師の業務分担とし

てましては、地域割りではなくて業務割りをしておりますので、例えば母子保健担当は母子保健、

高齢者、障害はその担当。つまりこちらで言えば保健事業担当の者が、その者が中心になって全

てを回っているということになります。

それで実際の件数でいいますと、昨年度でいえば、人間ドックでいえば８５名、それから集団

健診の受診勧奨でいえば９６名という、１８１件の戸別訪問を行っているというのが実態でござ

います。以上です。

○議長（橋井 満義君） 三島議員。

○議員（５番 三島 尋子君） 今、課長からいただきました答弁ですけれども、その担当してお

る保健師さんでしょうね。１００人近くを回っておられるっていうんですけども、そこで入った

その情報っていうのは、その方だけが知っておるっていうことでしょうかね。点で動くっていう

ことではなくて、面として動いていって、いろいろ関係がありますので、やっぱりここはこうい

うふうにしてあの人にはこうとか、ほかの人もそれをどっかから入れてきてるかもわかりません

ね。そういうふうに、やっぱり面として動いていってほしいっていうのを思うんです。それで、

このたび職員の事務分掌表が出されまして、私はそれをちょっと見たときに、これってチーム編

成って面で動いてないじゃないのっていうことを感じたんです。それでちょっとお伺いをしまし

た。その点はどうお考えですか。

○議長（橋井 満義君） 小原福祉保健課長。

○福祉保健課長（小原 義人君） 三島議員の御質問にお答えします。

確かに、報告に行くときには保健師が中心になって動きますけれども、その後の保健指導とか

いう部分については管理栄養士も入ったりして全体での情報共有をしながらやっておりますので、

そこは点ではないなと、面につながる業務をさせていただいているというふうに考えております。

以上です。

○議長（橋井 満義君） 三島議員。

○議員（５番 三島 尋子君） だんだん時間が押してきましたので、でも、質問したいことはあ

りますのでお願いします。

鳥取県のがんの検診の手引きによりますと、それによって本村もしてるわけですけれども、子
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宮がん検診は２０歳以上、あとの分は大体４０歳以上になっておりますね。現在といいますか、

このところテレビ等でもいろいろ報道されておりますけれども、乳がん検診のことが出されてお

ります。この乳がん検診についてですけれども、私は日吉津村独自として、この子宮がん検診と

あわせ、２０歳から検診を実施してほしいっていうことを思います。これを検討をしていただけ

る考えはないでしょうか。

○議長（橋井 満義君） 村長。

○村長（石 操君） ちょっと質問、聞き漏らしたかもしれませんけれども、日本人の乳がん

の、乳がんといいますか、乳房の高密度乳房が多くってマンモグラフィーでは発見しにくいとい

うような話もあるように言われまして、これはおとついの新聞に出ました。高密度の乳房の検診

は、マンモグラフィーでは極端に言うとわからんいうことでしたので、そこをどうやって発見を

するのかということは、実はきのう保健師と話したばっかりですので、何か検討を加えないけん

ということを受けとめてくれたのかどうかわかりませんけれども、そこは検討をする必要がある

かなという気がしております。（発言する者あり）年齢のことについても同様に考えていきたい

なというふうに思ってます。

○議長（橋井 満義君） 三島議員。

○議員（５番 三島 尋子君） ぜひ検討をしていただきたいと思います。

次、保健委員会について再度お伺いをいたします。規則、資料をいただきまして、組織とかそ

れから目的とか、保健委員さんがやられる任務とか、そういうことは読ませていただきました。

私は、先ほどの村長からの答弁の中で大きな組織ですっていうことはありましたけれども、私は、

これはただ審議をしていただくっていう大きな組織であって、実際に動いていくっていう組織で

はないっていうふうに捉えてます。ですので、もっと実際に動ける組織に変えていただけないか

っていうこと。それと、日吉津村健康寿命延伸プロジェクトっていうのが立ち上げられましたけ

れども、これは国のほうからの、先ほどから出てますけどもデータヘルス計画っていうのを求め

られておるのでそういうことをするっていうのが保健委員会で説明がされておりますが、これ新

年度の予算とか計画に上がってましたでしょうか。そのこともお伺いをいたします。

済みません。続けて質問させていただいていいですね。

○議長（橋井 満義君） どうぞ。

○議員（５番 三島 尋子君） いいですね、済みません。

そのデータヘルスとかいろんな横文字でいろいろ入ってますけれども、そういうことではやは

り住民の皆さんっていうか、そういう人には理解ができないと思ってます。その点をしていただ
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きたいと思います。

次、続けてですが、２問目の質問もさせていただいていいでしょうか。時間が押し迫ってます

ので、済みません。

災害時の体制のことについてもあわせ伺いをいたしますが、職員の動員、配備計画っていうの

は大変重要なことだということがうたわれております。これは熊本のこともありますけれども、

体験をされたところの職員さんがそこに行って指導をされておるときに、職員の区分けですね、

班のつくり方、そういうことが各課ごとの班の分け方ではなくて、部門ごとっていいますかね、

ごみの担当、何の担当とかっていうそういう分け方でしたほうが早くいくとか、そういう指導を

されておりました。それをするとすっと回り出したっていうことがありまして、そのことをもう

一度、ちょっと検討をしてみていただけないかっていうことです。

それから、社会福祉協議会ですけれども、私はこれを見ましたけれども、社会福祉協議会が防

災会議の組織体制の中には入ってないっていうふうに捉えてます。福祉避難所にはなっておりま

す、そしてボランティアのことについても大きな任務を任されますけれども、いろんなことで連

係プレーがとっていきにくいではないかっていうふうに思ってますので、その点も再度検討をお

願いします。

次、済みません、３問目の第三セクターの健全化の策定についてでありますが、ごめんなさい、

済みません。

○議長（橋井 満義君） 三島議員、時間配分は前もって計算をしながら質問をしていただきたい

と思います。もうこの状況でいきますと、先ほど保健の話を、記憶にありますか、担当は。

○議員（５番 三島 尋子君） じゃあ、保健の話ししてください。

○議長（橋井 満義君） まず、保健担当のところの話を。

村長。

○村長（石 操君） 保健委員会は実際に動けん組織ではないかということでありますが、昭

和５０年でしたか、保健委員会ができたというのは。これをやっぱり組織的には変えてかからん

と、個人情報保護の観点がまだ不十分なときの委員会ですので、データどうのこうのということ

にはなってないし、今は動ける状態で、個人情報の保護の観点からいくと決して動ける状態では

ないですので、御指摘のとおりかなと思ってますので、これは保健委員会のあり方というのは、

やっぱりちょっと考えていかないけんという気はします。

それから、健康寿命の予算の件と横文字の件は、担当課長がお答えをするということで。

○議長（橋井 満義君） 小原福祉保健課長。
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○福祉保健課長（小原 義人君） 三島議員の御質問にお答えします。

データヘルス計画に係る予算があるかということですけど、今ちょっと細かい数字は持ち合わ

せておりませんけども、印刷製本費等、予算計上はしてあります。それから、データヘルス計画

というような、ちょっとわかりにくいのではないかということでございますので、やはり通じて

なければ意味がないと思いますので、その辺の表記の仕方もこれから考えていきたいと思います。

以上です。

○議長（橋井 満義君） 予算について。（「予算」と呼ぶ者あり）予算について。

○議員（５番 三島 尋子君） 予算、いいです、もらいました。

○福祉保健課長（小原 義人君） はい、予算。言いました。

○議長（橋井 満義君） 言われましたか。

○福祉保健課長（小原 義人君） はい。

○議長（橋井 満義君） 次、防災についてのあれがありましたね。

高田総務課長。

○総務課長（高田 直人君） 職員の配備体制等ですけども、一応、今は企画課長が主でその下に

各部門で班をつくっておりますので、それで防災訓練等も行っておりますけども、先ほどの意見

もありましたので、その辺も検証してみたいというぐあいに思います。

それから、社会福祉協議会の防災会議の入ってないっていうことで、その辺もあわせてちょっ

と検討をしてみたいというように思います。以上です。

○議長（橋井 満義君） 三島議員、三セクの話が、ちょうどいいと思います。

○議員（５番 三島 尋子君） 済みません。申しわけありません、配分が悪くて。

第三セクターについて、先ほど村長から答弁はいただきましたが、その財政の基準のことでど

うとかっていう、そういうこともありますけれども、もともとが、赤字の補償っていうそういう

観点だけで入れていくっていう、補填をしていくっていう考え方ではなくって、資本的に考えて

いくっていうことですね。それは、村長、これまで同僚議員がたくさん質問をしてこられました

けれども、村長の答弁はこれまでは、うなばら荘でいいますと、うなばら荘の代表理事としての

答弁だったと思います。ですが、これは自治体の首長としてどう第三セクターにかかわっていく

かっていうことだと思う、経営をさせるかっていうことだと思いますので、その観点からの方針

っていいますかね、そういうことをお伺いしたいということです。事業実施がいろいろなところ

にありますけれども、そういうものがうなばら荘に出さなかったらよその分野に使えるんじゃな

いですかとか、簡単に言えば。そういうこともあります。よろしくお願いします。
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○議長（橋井 満義君） 村長。

○村長（石 操君） 何か前回の議会で答えたような気がしますけれども、自治体運営におい

てはプラス・マイナスがあったり、先ほどのいわゆる利用料に対する負担も求めたりするわけで

ございまして、運営する立場では一つ一つの木を、木も見なければなりませんけれども、森とし

て自治体を見ていく必要がありますので、常にそういう気持ちで行政運営をしておりますので、

不十分さはあるかと思いますけれども、全体でどうだということでの考えをしておるというもの

であります。端的に言いますと、起債が今何ぼあるのかということでは、一般会計の起債だけで

はありません。下水の起債、そして開発公社の土地の健全化計画、ここには相手さんもいらっし

ゃるということですので、先ほどのどなたかの答弁でお答えしましたけれども、職員数はマイナ

ス１８が立ってますけども、人件費は高いですよというウエートのことを言われましたので、や

っぱりそれは地域全体を見ての考えで、ここにはやっぱりマイナスがあるかもしらんけども、マ

イナスを改善する努力をして地域づくり、地域の皆さんに安心して住んでいただくということで

の全体を地域づくりの考えにしておるので、このような数字は決してあってはならないというふ

うに思っての取り組みをしていきたいというふうに思います。以上です。

○議長（橋井 満義君） 三島議員。

○議員（５番 三島 尋子君） 村長がおっしゃることはわかりますけれども、第三セクターって

いうのは、あくまでも事業主体がみずからの責任で事業を遂行していく法人っていうことを強く

申し上げておきたいと思います。終わります。

○議長（橋井 満義君） 以上で三島議員の一般質問を終わります。

○議長（橋井 満義君） 暫時休憩に入ります。再開は５時１５分より行います。休憩に入ります。

午後５時０５分休憩

午後５時１５分再開

○議長（橋井 満義君） 再開いたします。

休憩前に引き続き一般質問を行います。

本日最後の通告となりました、通告８番、議席番号３番、松本二三子議員の一般質問を許しま

す。

松本議員。

○議員（３番 松本二三子君） ３番、松本です。一般質問の最後がすっかり恒例となりましたけ
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れども、きょうは後ろでアジサイもきれいに咲いておりますので、緊張感を持って頑張ろうと思

います。

今回は２点について質問をさせていただきます。まず、１点目が、各世代の福祉サービスの充

実をということで、高齢者だけではなく、それ以外の世代の福祉サービスについてお聞きします。

まず、①として、地域包括支援センターは高齢者の相談窓口なのか、②として、例えば６５歳

以下の方、また４０代の方が親の相談をしたいときなどに、どこに行けばいいのかわからないと

いう声を聞きます。もう少し相談する場合の流れ、窓口をわかりやすくできないのかお聞きしま

す。③として、民生委員の方がおうちを訪問されている姿を見かけますけれど、どういう方が対

象なのか、どれくらい訪問をされているのか、また福祉保健課での保健師さんなどのお宅訪問に

ついてもお聞きします。④として、日吉津版ネウボラの効果などについてお聞きします。

次に、２点目として、ふるさと納税のデメリットはということで、カード決済ができるように

なって大幅に寄附額が伸びてきたふるさと納税について、あえて負の部分を伺いたいと思います。

①として、鳥取県は熊本地震被災地の支援として、熊本県と益城町への寄附金受け付けを鳥取

県のふるさと納税サイトを通じて開始されたそうで、受け付けの代行をすることによって事務負

担の軽減になるということでしたが、日吉津村にふるさと納税で寄附をしていただいた場合、事

務の負担は大きいのか伺います。②として、日吉津村民がほかの自治体に寄附した場合の村への

不利益についてお聞きします。最後に③として、納めている税金が少ない場合など、ふるさと納

税をすることで損をする場合もあるそうですけれど、どうなのかお聞きします。

必要があれば再質問をさせていただきますのでお願いします。

○議長（橋井 満義君） 村長。

○村長（石 操君） 松本議員の一般質問にお答えをいたします。

最初に、地域包括支援センターは高齢者の総合相談窓口なのかという御質問でありますが、地

域包括支援センターは、高齢者の皆さんが安心して生活を続けられるように支援する総合相談窓

口です。南部箕蚊屋広域連合の構成町村ごとに地域包括支援センターを設置し、社会福祉士、保

健師、主任介護支援専門員の専門職を配置し、生活相談や介護相談を初め介護予防マネジメント

業務や権利擁護業務など、多岐にわたる総合相談業務によって高齢者の総合的な支援に取り組ん

でいるところであります。本村は福祉保健課内に日吉津村地域包括支援センターを設置しており

まして、高齢者のさまざまな相談の窓口として支援をしております。

２つ目の、６５歳以下の方、４０代の方が親の相談についてという質問ですが、地域包括支援

センターの周知については、南部箕蚊屋広域連合の広報誌や、高齢者の方が参加される行事や介
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護予防事業及び認知症予防サポーター養成講座でのＰＲや、高齢者宅を訪問した際にチラシを配

布するなどの方法で周知をしてきているところです。高齢者を支える御家族、若い世代への周知

については、それは不十分さがあるのかもしれません。今後は、若い世代の方への周知も含め、

各世代に地域包括支援センターが高齢者の総合相談窓口であることを周知できるよう、村広報誌

やひえづチャンネルはもちろん、各種健診の事業を利用し、ＰＲに取り組んでいきたいというふ

うに思います。

それから、福祉保健課の総合相談窓口の体制ということでは、子育ての相談も福祉保健課で受

けております。それは、妊娠から出産、育児までの相談を受けてますし、それから障害者支援の

関係も受けております。そしてまた、福祉事務所として子育ての関係は子育て支援センターすま

いるはぐということですし、福祉事務所の事務も福祉保健課で持ってますので、生活困窮と生活

保護のことも受けておりますので、いわゆる生活に直接かかわる相談業務等は福祉保健課でカバ

ーしておるというところでありますし、あらゆる相談が、さまざまな相談があろうかと思います

けれども、福祉保健課の相談業務はどうしても複合的な相談になりますので、窓口を分けずに一

本でやっておるということでありますので、御理解をいただきたいというふうに思います。

それから、３つ目の民生委員の方が家庭を訪問される姿をよく見かけるという質問ですが、民

生委員さん、児童委員は現在７名で、主任児童委員さんが２名という体制で民生・児童委員活動

をしていただいております。民生委員・児童委員の方は子供から高齢者までの幅広い世代を、ま

た主任児童委員は子供にかかわる相談事に対し地域での相談役として、また行政との調整役とし

て御活躍をいただいておるところであります。松本議員からよく家庭を訪問されている姿を見か

けるがという評価をいただいたように、本当に民生委員さんは精力的に御家庭の訪問に回ってい

ただいておるということで、その活動の実績等も把握をしておりますけど、ここで一々その数字

は申し上げませんが、本当に精力的に取り組んでいただいておるというふうに思います。

その中で、平成２８年度からは、村社会福祉協議会に委託していますふれあいのまちづくり事

業の中で、地域福祉コーディネーターによる福祉見守りマップを活用した高齢者住宅等への訪問

を行う地域訪問見守り事業を始めたところであります。その事業協力者として、民生委員・児童

委員さんが依頼を受けて、社協が持っていらっしゃる地域支え合いマップの情報と日ごろの訪問

活動において気を配っていただいておる世帯の情報をもとに、社協職員と２人体制で日ごろの訪

問活動に加えて現在の訪問活動を行っていただいておるというのが現実であります。

さらに、福祉保健課としての訪問はどのくらいかということでありますが、毎年夏に６５歳以

上のひとり暮らしの高齢者宅を地域包括支援センター職員及び福祉保健課職員で全戸訪問し、熱
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中症の予防、声かけとあわせて生活の困り事などを聞くなどの取り組みを行っております。また、

地域包括支援センター職員によるケアプランに係る戸別訪問や、保健師による健診結果に基づく

再検査の受診勧奨などを目的とした戸別訪問を行っておるのは、さきの議員にお答えをしたとこ

ろであります。

次に、４つ目の日吉津版ネウボラの効果はという質問でありますが、まず産前訪問によりまし

て、妊婦と顔の見える距離感となり、保健師がより身近な存在として認めていただけるようであ

ります。電話でのちょっとした相談もふえておりまして、スムーズな支援につながっているとい

うふうに考えております。また、妊娠届け時のアンケートを通して、妊婦への支援者の有無や生

活実態を把握ができて、早期からの情報提供が行えるようになったところであります。ネウボラ

の一環として、産後に支援者がいらっしゃらない御家庭には、昨年１２月から産後ヘルパーを無

料で御利用いただけるようにしておりまして、無料化にしてからは３件の御利用があっておると

ころでありまして、わずかずつではありますけども、日吉津版ネウボラの効果が上がってきてい

るというふうに考えておりますが、日吉津版ネウボラということでは、よその市町村から注目を

受けておるというのが実態で、このごろ議会あたりの視察が続いておるようであります。余談で

ありますけども、そういう状況で、子育てはどことも今重点課題として取り組んでいらっしゃる

ということだというふうに思っておりますので、モデル事業を先導的にとってよかったなという

ふうに思ってます。

次に、２点目のふるさと納税のデメリットはという質問にお答えをします。

最初に、村にふるさと納税をされた場合の事務の負担は多いのかという御質問ですが、昨年度

は２０６件、１５０万円の寄附がございました。今年度は現在１７９と、約３３０万円の寄

附をいただいております。年末が近づきますと、寄附金が当該年の確定申告のいわゆる控除の対

象となるということでありますので、年末に申請が多くなるというふうであります。このほかに

も受理証明書の発行や記念品を送付する事務がありますので、寄附の件数によって差はあります

が、事務の負担は大きくなっているというふうに考えております。

昨年度まではふるさと納税の申し込みサイトからメールを受けて、その情報を入手し管理して

いたために事務量が大幅にふえましたが、今年度よりふるさと納税システムを導入したために、

ふるさと納税申し込みサイトから情報が自動的にシステムに入って、寄附金の管理も自動ででき

るようになっております。そういう意味では、事務の負担が軽減をある程度されたかなというこ

とであります。

なお、本村のふるさと納税事務に加え、被災地の代行受け付けをすることはさらに事務量の負
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担が大きくなりますので、本村の人的体制では代行受け付けは厳しいかなというふうに考えてお

ります。

次に、村民が他の自治体に寄附した場合の不利益についてでありますが、寄附された本人は

０００円の自己負担額がありますので、不利益といえば不利益でありますが、皆さん寄附先のま

ちを応援したいという気持ちで寄附をされますので、不利益を感じてはおられないと思っており

ます。また、村民が他の自治体へ寄附をされたときには、０００円の自己負担を除いて本村で

課税されます住民税のおよそ２割程度が控除され還付される制度ですので、単純に本村の住民税

から控除分の税収が減るということになりますので、本村にとっては結果的には不利益になると

いうことになります。

最後に、納めていただいた税金が少ない場合に損をする場合があるらしいという質問ですが、

ふるさと納税の控除限度額は年収から保険料や扶養などの所得控除を除いた課税標準額から住民

税を計算した上で決まりますので、その限度額を超える寄附をされた場合には、超えた部分は還

付されずに、当然ですけども還付の対象となりませんので、純粋な寄附金になってしまうという

ことであります。このことが議員の言われる損につながるのかもしれないということかと思いま

すが、寄附されるほうは限度額を超えない範囲で寄附される方もあれば、それ以上に寄附される

方もありますので、どちらかといえば限度額の範囲の寄附が多いのかなというふうに考えており

ますので、その辺は計算はしっかりしていらっしゃるということですけれども、それぞれの寄附

者の方々が日吉津村を応援したいということで御寄附いただいておりますことに感謝をしており

ますので、そのようなことを申し上げて松本議員の一般質問に対するお答えといたします。よろ

しくお願いいたします。

○議長（橋井 満義君） 松本議員。

○議員（３番 松本二三子君） では、再質問させていただきます。

先ほど、地域包括支援センターの相談窓口ですけれども、総合的な、ここ、私なんかは見ると、

大体ホームページとかを見るんですけども、やたらと高齢者という言葉が出てくるんですね。そ

うすると結構ぱっと見た感じが、の方が、高齢者さんの、何ていうんでしょう、相談窓口なんだ

なと思ってしまわれるっていうところがちょっと言いたかったので、この①は聞いてみたんです

けども、結局先ほどから保健師さんなり回ってくださるのは大体６５歳以上のひとり暮らしとか、

そこはもちろんすごくいいことで続けてもらっていいと思うんですが、実際おうちで６５歳なり

６０代の方の認知の方を見ておられる若い人なんかっていうのがあるわけです、村とか米子市で

もそうなんですけれども。そういった場合に、いざ、じゃあ誰に相談するのとなったら本当にわ
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かんないらしいんですね。福祉保健課っていうともう本当に高齢者さんが行くところじゃないか

っていう、赤ちゃんとっていう、そこの子育て世帯と高齢者さんの間の年代っていうのが、私も

そのうちなんですけれども。私はわかりますよ、ちゃんとここにいますのでわかりますけれども、

いざっていうときにそれを相談されたとき、誰かが相談されて私にどうでしょうって聞いてくだ

さるときがあるんですけれども、そのときに、いざ、私もじゃあどこにって言われたときに困っ

たことがありまして、それは福祉保健課に行ってくださいって言うのは簡単ですけども、行ける

かっていったら行けないんですね、実際。ちっちゃな村の福祉保健課っていう役場ですので、誰

にどう相談していいかわからないっていうときにふっと思いついたのが民生委員さんだったんで

す。

民生委員さん、じゃあおたくの民生委員さんどなたですって聞いたら、わからないっていう方

が結構おられるんです、若い世代の方なんかは。そうすると、じゃあ日吉津村役場のホームペー

ジで民生委員さんを探してみようってなったときに、まずトップページを開きまして、行政サー

ビス案内というところに行きます。そうすると社会福祉というところが出てきますので、そうす

ると顔写真入りで民生委員さん出てくるんですね、民生・児童委員さん。ここまでしないと出て

こないっていうのがちょっと難しかったんですけど。聞けばすぐなんですけれども、すごく、何

ていうんでしょう、反対に私なんかでは民生委員さんっていうのはすごく守秘義務を持った方で、

そうそう、表舞台って言ったら変ですけども、表立って動く人ではないんじゃないかというイメ

ージをすごく持っていたので、ここにも書いてあります。厚生労働大臣が委嘱している民間の奉

仕者ですと。村民の皆さんの最も身近な相談役、身近な相談役と書いてある割には、守秘義務が

あり相談内容などがほかに漏れることはありませんと。すごく、どっちなのっていう感じの書き

方をされているんですけれども、すごく身近におられるはずなので、じゃあいざ何かあったとき

に民生委員さんに相談してみましょうっていうことができなければいけない状態じゃないのかな

と思うけれど、実際はそうではないというのがあるので、そこのところがちょっと不思議だなと

思ったので今回相談させてもらいました。

なので、聞かれた方には、民生委員さんにとりあえず相談されて、そうしたら必ず福祉保健課

の包括支援のほうに行かれますのでって言ったんですけれども、いざ違う方に聞いてみると社会

福祉協議会に行くのが正解ではないかという方もおられまして、そう聞かれるとそうじゃないの

かなとかって思うのもありまして、何か福祉保健課と社会福祉協議会がどういう関係性なのかっ

ていうのが、一般の人によくわからないんですね。連携してはいるけれど、全く違うところにあ

るわけですし、実際私なんかも福祉にいて、こっち役場にもおりますけど、いざじゃあ社会福祉
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協議会じゃないんですかって聞かれたら何て答えればいいのかもわからないですし、とりあえず

そこの正解っていうのが、相談された場合に、私なんかの若い世代の方たちに民生委員さんにと

りあえず行ってもらって、福祉保健課に行くのが正解ですよというように言えばいいのかという

ところをちょっとお聞かせください。

○議長（橋井 満義君） どなたの答弁ですか。はっきりしてください。

小原福祉保健課長。

○福祉保健課長（小原 義人君） 松本議員の御質問にお答えします。

議員が言われること全て、正解であると思います。民生委員であっても、もちろん役場であっ

ても福祉協議会であっても、それはどこでも相談受け付けますので、その身近な方に相談をして

いただくように言っていただければ対応はさせていただきます。よろしくお願いします。以上で

す。

○議長（橋井 満義君） 松本議員。

○議員（３番 松本二三子君） わかりました。じゃあ、今度から自信を持って言いたいと思いま

すけれども。

それと、私はよく見かけるんですよ、福祉保健課の方が自転車で回っておられるのにもよく出

会いますし、よく回ってるなとは思うんですけれども、全く回っておられないという方もおられ

ますし、そこの辺の、やたら私は出会うんですけれども、自転車で回ってますので。そこがちょ

っと不思議だなと思うんですけれども、お宅に回られるのはいいんですけど、結局件数、数字で

考えちゃうと同じ１でも、すごく来てもらってお話ししてもらう、民生委員さんも一緒なんです、

来てもらって話してうれしいわっていう方と、すごく来られるのを重荷に考えられる１人の方っ

ていうのもあるっていうところを、また考えていただかないと。

実際、先ほどの健康診断のところでうちにも来られるんですけれども、本当はいけないんです

が、ちょうど留守だったのでお手紙が入っていたんですけども、ある方はその健診に全く行って

なかったけれど、何回か福祉保健課の方かな、来てくださって、じゃあ行ってみようと思って健

診に行かれたと。したら何もなかったっていうか大丈夫だったので、すごく安心しましたってい

う声もあるんです。だから、来られて初めて健診に行ったっていう方もありますし、私も何回も

声をかけられるので健診に行くようにはなったんですけれども。そういう方もありますけれど、

何でうちに来るのっていうすごく重荷に考えられる。なので、そのワーストも確かにそこから上

がっていかなきゃいけないのはわかるんですけども、本当に１とか２とかで考えられず、その人

っていうのも見ていただいて、どういう体制で取り組んでいけばいいかっていうところを、ちっ
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ちゃい村ですので考えていけるんじゃないかなと思いますので、できれば１ではなく１人ってい

うことでそこまで考えていただきたいなと思います。それは若い人でも高齢者さんでもあります

ので、すごくその辺をちょっと考えていただくとありがたいかなと思いました。

そういうことで、本当に高齢者さんは、どっちかっていうと私の周りの高齢者さんは元気です

ので、なかなかここの取り組みがあれなんですが、実際問題、地域でも一人で過ごされててたま

に行って声かけなきゃなと思っていたら、福祉で活動もすごくされてて、この間ヘルメットをか

ぶってオートバイに乗られたのでびっくりしたんですけれども、やっぱりふだん出会っていると

きと違うこともあるので、やっぱりああやってたまにお話ししてみないとわからないなっていう

のはあるので、私なんかは行政がすごく確かに大事だとは思うんですけれども、やっぱりいざっ

ていうときには地域じゃないかなと思うんですね。本当に誰なのっていうわからないおばあさん、

おじいさんがおられても困ると思うので、何かあったときにこちらのほうから行政にお話ができ

るぐらいの関係性があるのが一番じゃないかなと思って接したりとか、人にお願いしたりはして

いるんですけれども、そこら辺についてはどうでしょう。

○議長（橋井 満義君） 村長。

○村長（石 操君） 御訪問の度合いを話を考えという話みたいな感じで受けとめますけれど

も、実際に認知が始まって徘回などでお見受けして僕が声をかけたら、女性の高齢者の方が不審

者と間違われた。これは２件あります。僕が声をかけて、不審者と間違えられた。ですからそう

いうことではやっぱりいけないという気はしてますので、日ごろ、今松本議員が言われる隣近所

の人間関係をおつくりいただければ本当に助かりますけども、なかなかそれも難しいということ

ですので、職員が健診等で気になるのは行かせていただいておると。元気な人が、そこまで来て

ごさでもええわという気持ちはわかりますけれども、そういうことでありますので、やっぱり小

さいなりの村ではできる関係性をつくり上げていくことが必要だなと思ってますし。

それから若い人は相談窓口がないということに関しては、それは直接今お答えしませんけれど

も、非常に団塊の世代前後の人が家庭で高齢者の見守っていらっしゃるということが本当に数が

多いです。本当に実感として感じましたので、そこを介護保険の給付ではない総合事業でもない、

何か別のものを、うちげとして単独のものを考えていかんとこれは大変なことになるなと、その

団塊の世代前後の人の経験という財産を使いたい、使ったり、地域で力出していただきたいとい

うふうに思うんですけども、それがままならないところに行きつつありますので、そこは何か取

り組みをしていく必要があるなというふうに、前の議員さんにもお答えしたとおりでありますの

で、そんな感じでおるところであります。答弁になりませんけど。
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○議長（橋井 満義君） 松本議員。

○議員（３番 松本二三子君） 本当にお願いしたいところで、本当に一生懸命されているのは私

はよくわかっているので、お願いしたいと思います。

ネウボラのほうなんですけれども……。あ、それと一つ忘れてました。先ほどの若い世代が、

高齢者さん、親の相談っていうのがあるんですが、反対に子供さんを持っとられるすごく若いお

母さんが、自分の親の親ですね。おばあさんの相談をするときに、あそこが一緒だったのがすご

くありがたかったって言っとられたのはありました。我が子のことを相談するときに、ふっとお

ばあちゃんのことを相談できたっていうのは言っとられたのはありましたので、とりあえずお伝

えをしておきます。

それと、ネウボラのほうなんですけれども、本当に視察がふえてきたなっていうのがありまし

て、日吉津版ネウボラっていうのがちょっと浸透というか、県外にも知れてきたのかなと思うん

ですが、このネウボラっていうのがアドバイスをする場所ということで、フィンランドで誕生だ

ったと思うんですけれども、フィンランドでは切れ目ない家族支援ということで、あそこは別に

赤ちゃんだけに力を入れてるわけじゃなくて、赤ちゃんから高齢者まで一人一人を平等に扱って

大事にする国だということ。生まれてくる赤ちゃんが国から歓迎されている気がすると親が自信

を持って言えるという、そこがすごいなと思って、長期かつ総体的な育児支援を提供されるのが

ネウボラだということっていうので、切れ目ない支援ということなので、昔、揺りかごから墓場

までって変な言葉がありました。あれはちょっと違って、よくない支援ばっかりしていても自分

たちの自立ができないっていうのがあったと思う、イギリスだったと思うんですが、あれとは全

く違って、そういう感覚でネウボラというものがすごく名前が出てきたんじゃないかなと思うん

ですが、日吉津版ネウボラを、じゃあ県外の方どこで知るのかっていう問題が出てくるんです。

先ほどから言ってますホームページなんですけれども、リニューアルされました。ぱっと見す

ごくカラーで、先ほど河中議員のあれでもありましたけれども、今度は、じゃあ福祉のほうでネ

ウボラのほうを探してみたところ、一緒ですわ。トップページに行って、行政サービス案内に行

って、社会福祉を調べたときに、救急医療情報キットを無料配布しますっていうのが残ってるん

ですね。これ、今はもうされてないですよね。どうでしょう、話が飛びますが。

○議長（橋井 満義君） 小原福祉保健課長。

○福祉保健課長（小原 義人君） 松本議員の御質問にお答えします。

以前は、全員に配っていたようですけれども、今は希望者に購入していただくやり方で継続し

ているということでございます。以上です。
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○議長（橋井 満義君） 松本議員。

○議員（３番 松本二三子君） 済みません。ちなみに、お幾らですか。

○議長（橋井 満義君） 小原福祉保健課長。

○福祉保健課長（小原 義人君） 済みません、今ちょっと金額がわかりません。また後で御連絡

ということでよろしいでしょうか。よろしくお願いします。

○議長（橋井 満義君） 金額については、松本議員に後ほどお知らせください。

○福祉保健課長（小原 義人君） はい。

○議長（橋井 満義君） 松本議員。

○議員（３番 松本二三子君） それなら、このキット無料配布しますというページをいつまでも

残しておくのはだめなんではないでしょうか。そこは無料配布になっておりますので、無料配布

で万が一来てみたらお金取られるようじゃ困りますんで、そこのところはちょっともう、そろそ

ろそこもリニューアルしていただかないといけないと。

もう一つです……。

○議長（橋井 満義君） その今のことについて、小原福祉保健課長。

○福祉保健課長（小原 義人君） 実際と違うことが載っていてはいけませんので、早急に修正を

したいと思います。

○議長（橋井 満義君） 松本議員。

○議員（３番 松本二三子君） もう一つですね、地域の見守り活動支援事業というのが出ていま

した。これは新聞社、新聞配達の方のところかな、販売員、集金人が新聞配達、集金などのとき

に、業務中のときに見守り活動が始まりましたっていうのがあるんですが、平成２０年９月から

って。これは今でも活動はされていますか。

○議長（橋井 満義君） 小原福祉保健課長。

○福祉保健課長（小原 義人君） 松本議員の御質問にお答えします。

それにつきましては、まだ継続して実施しております。以上です。

○議長（橋井 満義君） 松本議員。

○議員（３番 松本二三子君） よかったです。私は初めて知ったので、済みませんでした。

それと、こちらはもういいです。時間が来ますね。ふるさと納税のほうですね。これ、ふるさ

と納税のほうなんですが、私は最初のころからどうもこういうのを見ると、どうしても裏から見

てしまう性格なので、余りにもすごく、景品ではないですね、何とかいうんでしょう、ついてく

るものがすごいのでというような感覚で、だんだん絶対におかしくなるぞと思ってたら、やっぱ
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りそういう形になってきたんじゃないかなと思ったんですけども。

この熊本地震の被災地などに本当に寄附されるっていうのは、これは見返り品、何ていうんで

すか、景品みたいなものは一切ありませんので、本当に寄附されるっていうことですばらしいこ

とだと思ったんですが、それは鳥取の平井知事がニュースに出てしゃべっとられましたけれども、

実際この熊本県と益城町へ寄附金を一旦鳥取県に集めて、それを先ほど言いました受理証明書も

鳥取県で出すと。本当に手間をもう全部省いてからこの益城町と熊本県に送るということで、こ

れはすばらしい活動だなと思って聞きました。ただ、それだけ大変なことなんだろうなと思って、

じゃあ今まで村の業務も大変だったんじゃないかなと思って聞いただけなんですけれども、本当

にすばらしい活動だなと思います。

それで、日吉津村からこちらの益城町、熊本県などにふるさと納税した場合は、やっぱり住民

税が日吉津村からは減る、少々の減少になるということなんですが、こちらのほうもやっぱりい

いことですので、そこのところは大きな気持ちで見ていただきまして、日吉津村民から皆さん、

みんなから寄附するというような大きな気持ちで寄附されたらいいかなってちょっと思ったんで

すけれども、余りにも高額になると東京都のように何億と住民税が減っていってるようですので、

ああなってしまうとちょっと怖いものがありますけども、そこまでではないのでいいかなと思い

ました。

それと、ふるさと納税のほうはこれからやっぱり年末に向かって大変になると思うんですけど

も、やっぱり、はやりって言ったら変ですけども、ふるさと納税はまだまだこれからどんどん伸

びてきていますけれども、やっぱりその辺の競争にならないようにしていただきたいなというの

があります。

あと聞くことはなかったと思いますけれども、どちらにしろ、本当に福祉関係にしろ寄附にし

ろ、やっぱり自分のためであり皆さんのためということで、気持ちよく活動できるようにしてい

ただきたいと思います。そろそろ、時間が残りますけれども、最後でしたのでこれで終わりたい

と思います。

○議長（橋井 満義君） 以上で松本議員の一般質問を終わります。

・ ・

○議長（橋井 満義君） 以上で本日の議事日程は全て終了いたしました。

なお、次回の本会議は６月１７日金曜日午後１時３０分より討論、採決を行いますので、議場

へ御参集をください。

本日はこれをもって散会をいたします。御苦労さまでした。
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午後５時５０分散会
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